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流

アナログ
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U-58T
32点
DC出力

リモートI/O
最大7台までの入出力増
設ベースユニットをSU-
5M CPUの下側シリアル
ポートに接続

リモートI/O

ディスクリート装置
高密度32/64点モジュールまで
を広範囲に取り揃えたディスクリ
ート入出力モジュールの中から選
択できます。また、I/Oターミナル
ユニットを使用すれば、時間と費
用を削減できます。

SUシリーズについて

弊社最高のPLCファミリ：SUシリーズ　ディスクリートおよび
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ダイレクトソフトを使用し、
シリアルポートやEthernet
経由でプログラムできます。

■SUシリーズとは？
SUシリーズは、そのサイズや価格以上の性能をパッケ
ージ化したものです。弊社のPLCの中でも、もっとも
幅広い入出力モジュールと入出力構成が用意されてい
ます。

■装備は？
SUシリーズは、メモリ容量3.5K、入出力点数640点
から同31.5K、最大入出力点数2,048点対応のCPU
までの4種類あります。

また、電源仕様によりACタイプ、DCタイプのPLC形
番があります。

SUシリーズには下記に示すように、柔軟性の高い入
出力と通信モジュールが用意されています。

• DC/AC入力、出力モジュール（DC:最大64点）
• 10A リレー出力
• 12ビットおよび16ビットアナログ入出力
• 熱電対/測温抵抗体入力
• シリアルおよびEthernetモジュールなどのデー
タ通信

• 高速カウンタ入力とパルス出力
• シリアルリモートI/Oマスタ/スレーブモジュール
• EthernetリモートI/Oマスタ/スレーブベースユ
ニットコントローラ

■実現可能なシステム

• 最大3,500点までのローカル/分散入出力を有す
る制御システムの構築

• 内蔵のPID命令や専用モジュールを使用した、コ
スト効率の高いプロセス制御の実行

SUシリーズについて

プロセス用途に最適

8-2
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SUシリーズについて

従来の小型PLCに対する常識を凌ぐ性能

8-3

■SU-5M/6Mは機能と価格の
バランスが最高の
ソリューション

SU-5M/6Mには、ユーザニーズを十分に満足させる
メモリと入出力が搭載されています。プログラム容量
は、内蔵メモリとして7.5Kもっております。またメモ
リカートリッジを装着する事により、最大31.5Kまで
プログラムできます。さらに、CPUおよび拡張ベース
で実装可能な入出力点数は2,048点をサポートして
いますが、リモートI/Oによって1,536点を増設でき
ます。またIEEE浮動小数点演算命令をサポートし、搭
載する3つの通信用コネクタで4つの通信ポートとし
て機能します。同時に操作表示パネル、Windows版
PCアプリケーション、最大7台までのリモートI/O、お
よびネットワーク上の他のPLCと通信することができ
ます。

SUシリーズは、ドラムシーケンス、ASCII出力、浮動
小数点演算、三角関数、ワード内ビット演算（bit of
word）、時間/ハードウェアによりトリガーされる割込
みルーチン、For/Nextループ、ダイレクト入出力、
PID等を実行できる、200種以上の命令をサポートし
ています。またリアルタイムクロック、カレンダおよび
履歴エラーログにも対応可能です。

■PIDをサポート
市販されているPLCのほとんどは、ランプ/ソーク、ア
ラーム、ループスケジュール設定などの機能が搭載さ
れていなかったり、PIDループごとにラダープログラム
を別々に作成しなければならないため、使い勝手の悪
いものとなっています。一方、SU-5M/6M CPUは下
記の機能を搭載しているため、操作が簡単です。

• 表形式で構成可能なPIDループ16種
• ループスケジュールの自動設定
• アラームおよびランプ/ソーク表示図
• 傾向分析が行えるループ調整画面を内蔵したプロ
グラミングソフトウェア

• 自動調整機能により、ほぼ最適なループ設定を
CPUが自動的に設定

SP、PV、出力、バイアスなどの
各種ループパラメータの傾向

ループ調整パラメータ、
構成可能なアラーム

ループフェースプレートは、各段のロジックを
表した複数のループを一目でわかるように表示
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SUシリーズについて

入出力への投資を削減可能に

8-4

■業界トップクラスの入出力製品を用意
一般に、入出力モジュールはPLCシステムにかかる費用の大部分を占めていますが、
当社ではユーザの方に素晴らしいニュースを用意しました。つまり、入出力モジュール
を搭載すればするだけ、費用を削減することができるのです。

■廉価なアナログモジュール
当社のU-8ADC-1アナログ入力モジュールは8チャネルのアナログ入力を搭載し、4
～20 mA、0～20 mA、0～5 V、0～10 V、1～5 V、±5 V、および±10 V（合
計7種類の範囲）を低価格でご提供します。
高密度アナログモジュールについては、当社F4-16AD-1モジュールを選択してくだ
さい。このモジュールは16チャネルの電流入力を搭載していますが、非常に低価格と
なっています。

■専用モジュール
SUシリーズファミリの強力な命令語はほとんどの業務についてカバーしていますが、
専用モジュールを使用すると、プログラマの仕事がさらに簡単になるケースがありま
す。プロセス制御をごく簡単に実現する為に弊社PIDモジュールや温度制御モジュ
ールを選択してください。

■容易なプログラミングを実現した
ダイレクトソフト

ダイレクトソフトは、弊社がお届けする32ビットWindowsプログラミングパッケ
ージです。このプログラミングソフトウェアは、DL05、DL06、DL205シリーズ
CPU、SA/SRシリーズ、PZシリーズ CPU、SUシリーズ CPUなど、ダイレクトロ
ジックPLCファミリ、ならびにKoyo PLCのすべてをサポートしています。幅広い
オンライン/オフラインプログラミング機能や文書作成機能を満載しています。

エレメント使用状態

相互参照表
ポイント＆クリックによる変更

ニーズに合わせた
表示方法の選択



■柔軟性の高いシリアル
およびEthernetリモート
接続機能を利用して、
必要な場所に入出力を設置

SUシリーズは、弊社PLC全機種に対応した幅広いリ
モートI/Oを用意し、ユーザはこの中から自由に選択
することができます。その可能性は、事実、無限に広が
っていますが、ここではそのいくつかをご紹介します。
使い勝手のよい高速リモートI/Oをお求めになる場合
は、H4-ERM Ethernetリモートマスタモジュールの
Ethernet入出力カードをお勧めします。

• H4-ERM Ethernetリモートマスタモジュール
には、フル拡張したSUシリーズ Ethernetスレ
ーブベースユニット（H4-EBC）を最大4台まで、
またはDL205シリーズ Ethernetスレーブベ
ースユニット（H2-EBC）を最大16台まで、あ
るいはターミネータI/Oスレーブベースユニッ
ト（T1H-EBC）を最大16台まで接続すること
ができます。これらの製品を採用することにより、
市販されているEthernetカテゴリ5ケーブルや
ハブ、スイッチを使用して、セグメント当たり最
大100メートルの範囲内で、Ethernetリモート
I/Oシステムを簡単に装備することができます。

• 厳しい環境条件において耐ノイズ性が必要な場合
は、光ファイバ対応のEthernetリモートマスタ/
スレーブベースユニットをお勧めします。

低コストのリモートI/Oソリューションの場合は、当社
のシリアルリモートI/Oカードのいずれかを検討して
ください。SU-5M/6Mの下側ポートを使えば、追加
の費用はまったくかかりません。

• U-02RMリモートI/Oマスタモジュールには、
SUシリーズまたはDL205シリーズ I/Oベース
ユニット、あるいはターミネータI/Oシステムに実
装された最大7台までのリモートスレーブユニッ
トを接続することができます。

• SU-5M/6M CPUの通信ポートには、SUシリー
ズまたはDL205シリーズ I/Oベースユニット、
あるいはターミネータI/Oシステムに実装された
最大7台までのリモートスレーブユニットを接続
することができます。

SUシリーズについて

離れた場所に設置可能な入出力

8-5
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または

または

SUシリーズ高速カウンタI/Oモジ
ュール（H4-CTRIO）は低価格で
ありながら、高速カウント機能と
パルス出力機能を1台のモジュー
ルに搭載しています。このモジュ
ールには、必要な機能をクリック
し、空欄に値を入力するだけの簡
単操作でモジュールを構成でき
るソフトウェアユーティリティが
用意されています。本モジュール
を稼動させるのにラダープログラ
ムは必要ありませんが、簡単なラ
ダープログラムを作成して、ユー
ザ用途が求める高速条件に合わ
せてPLCプログラムを調整する
こともできます。主な特徴は次の
通りです。

• エンコーダ入力×2、または
100 kHz高速カウンタ×4
（32ビットのカウント範囲
により、±21億カウントに
対応）

• プログラム可能なパルス出
力×2により、台形、速度S
字曲線、またはプログラム制
御された動的位置決めをサ
ポート、また、ディスクリー
ト出力（絶縁仕様）×4によ
りカウンタプリセット値（最
大128個）に応答可能

• パルスキャッチ機能により、
モジュールはそれぞれのパル
ス幅が0.1 msしかない入力
（×4）も読み出すことが可
能

• プログラム可能なフィルタを
使用して最大4個の入力信
号を読み出し、入力信号の完
全性を確保

• SUシリーズCPUベースユニ
ットに複数のモジュールを実
装可能

制限：すべての入力機能とすべ
ての出力機能を同時に実行する
ことはできません。カウントとパ
ルス出力を同時に実行すること
はできますが、本モジュールはク
ローズドループ制御を内部的に
はサポートしていません。

ステッピング/サーボモータ

用25 kHzパルス出力×2 

100 kHz カウンタ×4

カウンタプリセット値に応答可能な

ディスクリート出力（絶縁仕様）×4

パルス出力

カウンタとパルス出力を穴埋め形式で設定できるため、設定時間を節約します。

100 kHzアップ/ダウンカウンタ×2、
またはエンコーダ入力

SUシリーズについて

高速カウンタに最新機能を搭載

8-6



柔軟性の高い
プログラマブル表示器との通信
ローカルまたはリモート通信やマルチドロップ接続、マルチパネル接続だけ
でなく、複数のEthernetネットワークへの接続も、SUシリーズファミリで
は問題なく実現できます。

SU-5MおよびSU-6M CPUには、プログラマ接続用を含め3つの通信用コ
ネクタを持ち、合計4つの通信ポートとして機能します。このうちの2ポート
は、最大38.4kbpsの通信速度に対応した長距離通信やプログラマブル表示
器を接続できるRS-422を構成することが可能です。さらに、シリアル入出
力を増やしたい場合は、CPUベースユニットに複数のU-01DMモジュール
を増設することができます。また、弊社のシリアルポートのほとんどは、
MODBUS RTU（マスタ/スレーブの両モード）、DirectNet（CCM）、Kシ
ーケンスなど、複数のプロトコルをサポートしています。

U-05N
16点DCシン
ク/ソース入力
モジュール

F4-08THM
8チャネル
温度入力
モジュール

U-15T
16点DC
シンク出力
モジュール

U-58T
32点高密度
DC出力

U-55T
16点DC
ソース出力
モジュール

■Ethernetによる低コスト通信
数千もの入出力をカバーする64Kプログラムや128Kプログラムを、ご
自分で書いてデバッグしたいですか。メモリが安いからという理由だけ
で、それを使わなければならないと思う必要はありません。弊社の
Ethernetネットワーク接続モジュールならば、小規模で管理しやすい
それぞれのアプリケーションを複数のDL05/DL06、DL205シリー
ズやSUシリーズシステムで稼動させ、これらのアプリケーション間で
通信させることが可能な「分散PLCシステム」を、簡単に低コストで構
築することができます。

■標準規格のEthernet
H4-ECOMモジュールは、Ethernet完全準拠の装置です。標準規格の
10Base-Tまたは光ファイバ接続を採用し、標準のIPおよびIPXプロト
コルをサポートしています。また、低コストの既製のEthernet PCカー
ドやハブなどの装置と完全に互換性がありますので、よく利用されてい
るコンピュータ販売店やディスカウントカタログ業者から購入すること
ができます。

SUシリーズについて

SUシリーズにプログラマブル表示器を接続

8-7
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■実現可能な応用例
H4-ECOMモジュールは、下記の機能を同時に実行することができます。

非常に柔軟性の高い分散型制御システム

各PLCとPCは独立かつ非同期的に稼動できますので、分散型高速制御
システムを真に低コストで構築することができます。ネットワーク上の
各PCだけでなく、DL05/DL06、DL205シリーズ PLCおよびSUシ
リーズもそれぞれの動作を実行できます。

SUシリーズとDL205シリーズ PLCの
ネットワークにおける超高速プログラミング

ユーザのPC上で稼動するWindowsアプリケーションから当社ダイレク
トソフトWindowsプログラミングパッケージへ、瞬時に切替えられ
ることを想像してください。このソフトウェアにより、高速のプログ
ラムアップロードやダウンロードを実行したり、PLCのネットワーク
上での変更を監視することができます。

SUシリーズ/DL205で構成する高速
DDEネットワーク

Visual Scopeを使えば、Ethernetネットワーク
との間で、データを高速で読み書きすることがで
きます。スプレッドシート、HMI画面などのPC
パッケージと連動させることができます。

高速ピアツーピア通信

H4-ECOMはマスタとしてもスレ
ーブとしても機能できますので、高

速ピアツーピアネットワークを簡単に実
現することができます。

U-01DM
CPU搭載の
シリアル
ポートが
足りない
場合の

増設ポート

■柔軟性の高い
内蔵シリアル通信機能

SU-5M/6M CPUはシリアルポートを4本搭載してい
ますので、他の装置とのさまざまな通信をサポートでき
ます。
SU-5M/6M CPUの下側ポートは、25ピンコネクタ1
個で、RS-232C、RS-422、および弊社独自のリモー
トI/Oプロトコルをすべてサポートしています。その他の
ポートにつきましても、プログラマブル表示器やPCを接
続して、オンラインプログラミングを同時に行うことが
できます。

H4-ECOM
Ethernet上の

高速プログラミング
およびHMI用
インタフェース

H4-ECOM
ユーザ業務
システムと
のEthernet

接続

ユーザの
業務システム

SUシリーズについて
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このページでは、SUシリーズファミリが提供
するさまざまな製品を簡単に紹介します。

■CPU
SU-6M : AC 100/200 V電源
SU-6M-C : DC 24 V電源
内蔵フラッシュメモリ 7.5K語
メモリカートリッジ 7.5K/15.5K/31.5K語

SU-5M : AC 100/200 V電源
SU-5M-C : DC 24 V電源
内蔵フラッシュメモリ 7.5K語
メモリカートリッジ 7.5K/15.5K語

SU-6B : AC 100/200 V電源
SU-6B-C : DC 24 V電源
メモリカートリッジ 7.5K/15.5K語

SU-5E
内蔵EEPROM 3.5K語

■メモリカートリッジ
CMOS RAM 7.5K（G-03M）
CMOS RAM 32K（G-05M）
UVPROM 32K（G-15M）
EEPROM 32K（G-25M）
CMOS RAM 7.5K大容量コンデンサで

バックアップ（G-53M）

■プログラミング
命令語プログラマ（S-01P2、S-20P）
ダイレクトソフトWindows版プログラミ
ングソフトウェア

■ベースユニット
スロット4モジュール用ベースユニット
（U-14B, U-04B）
スロット6モジュール用ベースユニット
（U-16B, U-06B）
スロット8モジュール用ベースユニット
（U-18B, U-08B）
スロット4モジュール用拡張なしベースユニット
（U-04BJ）
スロット6モジュール用拡張なしベースユニット
（U-06BJ）
スロット8モジュール用拡張なしベースユニット
（U-08BJ）

■拡張ベース
ユニット用電源
AC 100/200 V電源（U-01EW）
DC 24 V電源（U-01EW-C）

■ディスクリート入力
モジュール
DC入力
8点 DC 24～48 V（U-50N）
16点 DC 12～24 V（U-05N）
16点 DC 12～24 V（1ms応答）
（U-05NH）
32点 DC 24 V（U-08N）
32点 DC 24 V(1ms応答)（U-08NH）
32点 DC 5～12 V（U-38N）
64点 DC 24 V（U-09N）

AC入力モジュール
8点 AC 100/200 V（U-20N）
16点 AC 100 V（U-25N）
AC/DC入力モジュール
8点 AC/DC 90～150 V（絶縁仕様）

（F4-08NE3S）
16点 AC/DC 12～24 V（U-55N）

■ディスクリート出力
モジュール
DC出力モジュール
8点 DC 12～24 V（U-12T）
8点 DC 24～150 V（F4-08TD1S）
16点 DC 5～24 V（U-15T）
16点 DC 12～24 V（U-55T）
32点 DC 5～15 V（U-38T）
32点 DC 5～24 V（U-18T）
32点 DC 12～24 V（U-58T）
64点 DC 5～24 V（U-19T）
AC出力モジュール
8点 AC 18～220 V（U-20T）
16点 AC 18～220 V（U-25T）
リレー出力モジュール
8点 2 A（U-01T）
8点 5 A/点（絶縁仕様）（D4-08TRS-2）
8点 10 A/点（絶縁仕様）（D4-08TRS-1）
16点 1 A/点（U-05T）

■アナログモジュール
（12ビット）
アナログ入力
4チャネル入力、電流/電圧（U-01AD-1）
4チャネル入力、電流/電圧（絶縁仕様）
（F4-04ADS）
8チャネル入力、電流/電圧（U-8ADC-1）
16チャネル入力、電流（F4-16AD-1）
16チャネル入力、電圧（F4-16AD-2）
アナログ出力
4チャネル出力、電流/電圧（U-4DAC-2）
4チャネル出力、電流（F4-04DA-1）
4チャネル出力、電圧（F4-04DA-2）
8チャネル出力、電流（F4-08DA-1）
8チャネル出力、電圧（F4-08DA-2）
16チャネル出力、電流（F4-16DA-1）
16チャネル出力、電圧（F4-16DA-2）

■アナログモジュール
（16ビット）
温度入力
8チャネル入力、測温抵抗体（F4-08RTD）
8チャネル入力、熱電対（F4-08THM）
アナログ出力
4チャネル出力、電流（絶縁仕様）
（F4-04DAS-1）
4チャネル出力、電圧（絶縁仕様）
（F4-04DAS-2）

■通信モジュール
Ethernet通信（H4-ECOM(-F)）
データ通信（U-01DM）

■専用モジュール
8点割込み入力（U-01NI）
高速カウンタ入出力（H4-CTRIO）
高速カウンタ（U-01Z）
16ループPID（F4-16PID）
8/16点入力シミュレータ（D4-16SIM）
4ループ温度コントローラ（U-4LTC）
位置決めコントローラ（U-01PM）
位置決めコントローラ（U-11PM）

■リモートI/Oモジュール
Ethernet
Ethe rnetリモートマスタモジュール
（H4-ERM(-F)）
Ethernetベースコントローラ（スレーブ）
（H4-EBC(-F)）
リモートI/Oプロトコル（シリアル）
リモートI/Oマスタモジュール
（U-02RM）
リモートI/Oスレーブ AC 100/200 V
（U-02RS）
リモートI/Oスレーブ DC 24 V
（U-02RS-C）

■プログラマブル表示器
プログラマブル表示器の製品ラインナップ

および、SUシリーズシステムに接続する構成
ソフトウェアについては、このカタログのプロ
グラマブル表示器の章を参照してください。
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SUシリーズ CPUの選択
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■システム容量
システム容量とは、CPUがさまざまな用途に
どこまで対応できるかを示しています。シス
テム容量を決める際に考慮すべき点をいくつ
か説明します。

必要なメモリ容量 ラダーメモリとデータレジ
スタ（Vメモリ）の両方を考慮してください。
ラダーメモリについては、ほとんどのブール命
令は1ワードのメモリを必要とします。タイマ、
カウンタなど、命令によっては2ワード以上が
必要です。Vメモリアドレスは16ビットワー
ドですので、データ保存などに適しています。

必要なメモリの種類 SU-5Eは、ラダープログ
ラム用にEEPROMメモリを搭載しています。
SU-6Bにはメモリカートリッジを実装しなけ
ればなりませんが、サイズとメモリの種類を
数通りの中から選択できます。SU-5M/6M
はラダープログラム用の7.5Kフラッシュメモ
リを搭載していますが、この内蔵メモリの代
わりに、メモリカートリッジを使用すること
もできます。

必要な入出力点数 使用するユーザ装置の台
数を知っておく必要があります。それぞれの
CPUがサポートしているCPU、拡張ベース、
およびリモートI/Oの点数は異なります。次
ページの仕様表を参照してください。

リモートI/Oの有無 ほとんどの用途の場合、
それぞれの制御線をPLCの制御盤へ戻すため
の配線コストは、リモートI/O機能を使用すれ
ば削減することができます。SUシリーズ
CPUはどのタイプも、リモートI/O機能をサ
ポートしています。SU-5M CPUは、下側の
25ピンポートに、またSU-6M CPUは、端
子台にリモートI/Oを接続できる機能を内蔵
しています。

■性能
1msが重要となるような時間に厳しい用途の
場合は、全体的なスキャンタイムが高速な
CPUを選択してください。また、ブール命令
（接点とコイル）だけが必要な用途の場合は、
SU-6Bがもっとも有効です。簡単な演算や
データ命令をいくつか使用する場合は、SU-
5Mを選択してください。両者を比較すると、
SU-5Mの方が基本的なほとんどの演算命令
やデータ命令の実行がかなり速く、全体的な
スキャンタイムも高速です。

■プログラミングと診断機能
当社のCPUには多くの命令と診断機能が搭
載されていますので、ユーザのプログラムおよ
びデバッグ時間を大幅に短縮することができ
ます。基本的なシーケンス命令からPIDや浮
動小数点演算命令にいたるまで、幅広くカバ
ーしています。基本的な命令グループのいく
つかを次ページに紹介します。

■CPU内蔵通信機能
SUシリーズ CPUはどのモデルも、通信ポー
トを2つ以上搭載しています。どのSUシリー
ズ CPUもDirectNetプロトコルをサポート
していますので、下側のポートにより、簡単か
つ経済的にネットワーク接続を実現できま
す。MODBUSが必要な場合は、SU -
5M/6M CPUを推奨します。このCPUは、
MODBUS RTUマスタ/スレーブ機能を内蔵
しています。もちろん、Ethernet通信モジュ
ール、データ通信モジュールなど、さまざま
な通信モジュールを用意しています。

■専用入出力モジュール
コスト効果の高いディスクリートおよびア
ナログ入出力モジュールに加えて、専用のモ
ジュールも各種豊富に用意していますので、
条件の非常に厳しい用途にも対応できます。
SU-5EおよびSU-6Bは、専用モジュールを
CPUベースユニットにしか搭載できません
が、SU-5M/6M CPUは専用モジュールを
CPUベースユニットに実装できるだけでな
く、U-XXBベースユニット（XXは搭載スロッ
ト数を表します）を使用すれば、選択された
専用モジュールを拡張ベースユニットにも実
装することができます。SU-5M/6M CPUを
検討されている場合は、専用モジュールの使
い方に制限を受けることがあります。詳しい
説明については、SU-5M/6Mの章の注を参
照してください。
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SUシリーズCPU仕様

SU-5E SU-6B SU-5M

システム容量

ラダーメモリ（ワード）
内蔵メモリ
メモリカートリッジの実装
Vメモリ（ワード）
バッテリバックアップ
合計CPUメモリ入出力点（実際の入出力
点数は、選択する入出力構成により異なり
ます）
入出力モジュール点密度
ベースユニット当たりの入出力モジュール
スロット数
CPUと拡張ベースで実装可能な入出力点数
シリアルリモートI/O（CPU＆拡張
入出力を含む）
リモートI/Oチャネル
リモートモジュールチャネル当たりの入出力
点数
EthernetリモートI/O（CPU＆拡張
入出力を含む）
ディスクリート入出力点数

アナログ入出力チャネル
リモートI/Oチャネル
リモートチャネル当たりの入出力

3.5 K  EEP ROM
該当せず
3.0K
可
1664（I＋Q＋M＋GI）

2/4/8/16/32/64
4/6/8

入力320点/出力320点
最大1664

2
512

可

最大1664
（CPU＆拡張入出力を
含む）
Vメモリへマップ
供給電力による制限
16,384（1664に制限）

なし、要MC
最大15.5K
7.0K
可
2688（I＋Q,＋M＋GI）

2/4/8/16/32/64
4/6/8

入力320点/出力320点
最大1664

2
512

可

最大2688
（CPU＆拡張入出力を
含む）
Vメモリへマップ
供給電力による制限
16,384（2688に制限）

7.5K フラッシュ
最大15.5K
15.3K
可
8192（I＋Q＋GI＋GQ）

2/4/8/16/32/64
4/6/8

入力1024点/出力1024点
最大4224

3
512、2048（ポート3）

可

最大8192
（CPU＆拡張入出力を
含む）
Vメモリへマップ
供給電力による制限
16,384（フル拡張した16
台のH4-EBCスレーブと、
Vメモリおよびbit-of-word
命令を使用した場合）

性能

接点実行（ブール演算）
標準スキャンタイム（1Kブール演算時）

3.0μs
8～10ms

0.33μs
2～3ms

0.96μs
4～5ms

プログラミングおよび診断機能

ラダー式
ステージ式
RUN中書き換え
可変/固定スキャン
命令数
内部リレー
タイマ
カウンタ
ダイレクト入出力
サブルーチン
For/Nextループ
時間割込み
整数演算
浮動小数点演算
三角関数
テーブル命令
PID
ドラムシーケンス
ワード内ビット操作
リアルタイムクロック/カレンダ
内部診断機能
パスワードセキュリティ
システム＆ユーザエラーログ

可
可/384
不可
可変
129
480
128
128
可
不可
不可
不可
可
不可
不可
不可
不可
不可
不可
不可
可
不可
不可

可
可/1024
可
可変
191
1024
256
128
可
可
可
可
可
不可
不可
可
不可
不可
不可
可
可
可
可

可
可/1024
可
固定または可変
254
2048
256
256
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
マルチレベル
可

CPUポート通信

内蔵ポート数
Kシーケンス（プログラマ専用）
DirectNet（CCM）
MODBUS RTU マスタ/スレーブ
ASCII出力（PRINT）
最大通信速度（bps）

2ポート
可
可
不可
不可
19.2k

2ポート
可
可
不可
不可
19.2k

4ポート
可
可
可
可
38.4k

SU-6M

7.5K フラッシュ
最大31.5K
15.3K
可
8192（I＋Q＋GI＋GQ）

2/4/8/16/32/64
4/6/8

入力1024点/出力1024点
最大4224

3
512、2048（ポート3）

可

最大8192
（CPU＆拡張入出力を
含む）
Vメモリへマップ
供給電力による制限
16,384（フル拡張した16
台のH4-EBCスレーブと、
Vメモリおよびbit-of-word
命令を使用した場合）

0.96μs
4～5ms

可
可/1024
可
固定または可変
255
2048
256
256
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
マルチレベル
可

4ポート
可
可
可
可
38.4k

質量 780g 880g 840g 920g

SU-6B-C SU-5M-C

質量 880g 840g

SU-6M-C

920g

U-01EW U-01EW-C

質量 660g 680g



P
LC

D
L0

5/
06

D
L2

05
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ

I/0
P

Zシ
リ
ー
ズ

S
U
シ
リ
ー
ズ

プ
ロ
グ
ラ
マ

SA
/S

Rシ
リ
ー
ズ

付
録

A
Z

-C
1

S
Jシ

リ
ー
ズ

SUシリーズ CPU

SU-5M/6Mの主な特徴

8-12

■SU-5M/6M CPU
SU-5M/6M CPUは他のCPU（SU-5E CPU
およびSU-6B CPU）モデルが持っている性
能を隈なく搭載しているだけでなく、他の機
能も搭載しています。CPUとして多くの機能
を搭載しながら、その費用を廉価に抑えてい
ます。

■CPU内蔵通信ポート
SU-5M/6Mは、簡便性をさらに高めるため、
通信ポートを4つ搭載しています。15ピン
ポートは当社独自のKシーケンス（プログ
ラマ専用）プロトコルをサポートし、主に、
S-01P2命令語プログラマやダイレクトソフ
トソフトウェアを搭載したPCとのプログラ
ミング接続に使用します。また、プログラマブ
ル表示器の接続にも使用できます。6ピンモジ
ュラジャックもKシーケンスをサポートして
いるほか、DirectNet（CCM）のスレーブポー
トやASCII出力ポートとしても使用すること
ができます。下側の25ピンポートは2本の
論理ポートとして機能し、各ポートに異な
るピンが割り当てられています。このポート
は、主にDirectNetマスタ/スレーブや
MODBUSマスタ/スレーブプロトコルをサポ
ートするネットワーキングポートとして使用
します。また、プリンタ、またはASCII入力を
サポートする他の装置と接続するASCII出力
ポートとしても使用することができます。各
ポートについて、次ページの通信ポート表に
詳しく説明します。

■PIDループ16種
SU-5M/6M CPUは、最大16個までのPID
ループをCPU内で直接処理することができま
す。制御モードは、自動制御、手動制御、カス
ケード制御など、さまざまなモードから選択
できます。さらに、プロセス変数、変化率、偏
差など多種多様なアラームも用意されていま
す。各種ループ動作パラメータはVメモリ内に
保存されますので、プログラマブル表示器な
どから簡単にアクセスすることができます。
ループのセットアップは、弊社のダイレクト
ソフトプログラミングソフトウェアで行いま
す。ループ仕様および各種機能を、次ページ
に簡単にまとめます。

注：先頭が「F4」で始まる専用モジュールを使用している既存のシステムで、そのCPUをSU-5M/6M CPUに置
き換えることを検討されている場合、SU-5M/6Mにそれらのモジュールを実装して稼動させるには、モジュールを
アップデートしなければならないケースがあります。したがって、発注される前に、これらの詳細について弊社の技術
サービスグループまでお問い合わせください。

SU-5M SU-6M
SU-6M-C

SU-5M/6Mは4つの通信ポートを搭載

■浮動小数点演算
SU-5M/6M CPUはIEEE形式の浮動小数点演
算をサポートしています。つまり、SU-5M/6M
には、すべての三角関数とさまざまな形式の整
数/浮動小数点数変換が搭載されていることに
なります。

■電源
SUシリーズの電源は、CPUに実装されていま
す。ACタイプとDCタイプ（－C）の形番を用意
しております。
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TERM

TXD+

TXD-

RXD+

RXD-

0V

配線用端子台

RUNリレー

24 V補助電源
（400 mA）

ロジックグランド

シャーシ接地

AC電源

AC100/200 V
電圧選択

CPUバッテリ
（RB-5）

メモリカートリッジ
（オプション）
実装スロット

0V

1
2
3
4
5
6

0V
5V
RS-232 RXD
RS-232 TXD
5V

0V

RS-422 TXDRS-422 TXD＋ 
RS-422 TXDRS-422 TXD－ 

RS-422 RXDRS-422 RXD＋ 
RS-422 RXDRS-422 RXD－ 

1

25

RS-232C TXD
RS-232C RXD
RS-232C RTS
RS-232C CTS

0V

RS-422 RXD－ 
RS-422 CTS＋ 

RS-422 TXD＋ 

RS-422 TXD－ 

RS-422 RTS－ 
RS-422 RTS＋ 

RS-422 CTS－ 

1

25

RS-422 RXD＋ 

RS-232 TXD
RS-232 RXD

オンライン（TTL） 
CPUエラー（TTL） 

アース 

5V

0V
0V

HHP検出 

CPUレディ（TTL） 

5V

0V

1

15

モジュラジャック

15ピンコネクタ

25ピンコネクタ 25ピンコネクタ

ポート0

ポート1 ポート3

6ピン端子台（SU-6Mのみ）

ポート3

ポート2

SU-5M/6M通信ポートのピン配列

このページの図は、SU-5M/6M CPUに搭載されて
いるさまざまなハードウェア機能を示したものです。

6ピン
端子台
ポート3

SU-6Mにのみ存在する端子台です。PLC内部で、
上記の25ピンコネクタのポート3と信号的につな
がっています。

CPUの主なスイッチ

RUN CPUを強制的にRUNモードにします。通信ポートをロックします
ので、動作モードを周辺装置から変更できなくなります。

TERM 周辺装置（命令語プログラマ、DCM、ダイレクトソフトな
ど）から動作モードを選択できるようになります。

STOP CPUを強制的にRUNモードから切替えます。

CPUの状態表示

PWR 点灯
消灯

CPU電源良好
CPU電源障害

RUN 点灯
消灯

CPUはRUNモード中
CPUはSTOPモード中

CPU 点灯
消灯

CPU自己診断エラー
CPU自己診断良好

BATT 点灯
消灯

CPUバッテリ電圧低下
CPUバッテリ電圧良好または機能無効

DIAG 点灯
消灯

CPU診断またはローカルバスエラー
CPU診断またはローカルバス良好

I/O 点灯
消灯

入出力自己診断エラー
入出力自己診断良好

TXD 点灯
消灯

データを送信中
データ送信停止

RXD 点灯
消灯

データを送信中
データ送信停止

通信ポート

モジュラ
ジャック
ポート2

プログラミングポート、RS-232C、通信速度は、
最大38.4kbpsまで選択可能。ダイレクトソフト
S-10D、プログラマブル表示器、ネットワークな
どを接続。Kシーケンスプロトコル、DirectNet
（CCM）プロトコル（スレーブのみ）。ASCII出力。

15ピン
ポート0

プログラミングポート、RS-232C、9600kbps。命
令語プログラマ、ダイレクトソフト、S-10D、な
どへ接続。Kシーケンスプロトコル（固定局アド
レス＝1）。

25ピン
ポート1
および3

汎用ポート。RS-232C、RS-422、RS-485リモート
I/Oのみ。通信速度は、ソフトウェアにより最大
38.4kbpsまで選択可能。ダイレクトソフト、プ
ログラマブル表示器、ネットワークなどへ接続。
2本の論理ポート（使用するコネクタ上のピンは
異なります）。ソフトウェアにより選択できるプ
ロトコルは次の通りです。
プロトコル ポート1 ポート3
Kシーケンス ○ ○
DirectNet（CCM）マスタ/スレーブ ○ ○
MODBUSマスタ/スレーブ ○ ○
リモートI/O 該当せず ○
ASCII出力 ○ ○



P
LC

D
L0

5/
06

D
L2

05
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ

I/0
P

Zシ
リ
ー
ズ

S
U
シ
リ
ー
ズ

プ
ロ
グ
ラ
マ

SA
/S

Rシ
リ
ー
ズ

付
録

A
Z

-C
1

S
Jシ

リ
ー
ズ

SUシリーズ CPU

SU-5M/6M 固定/可変スキャン

8-14

SU-5M/6M CPUのスキャン制御としては3
種類を用意していますので、高速マシン制御
用途に使えます。

可変：スキャンごとにスキャンタイムが変わ
ります。実際のスキャンタイムは、実行される
命令により異なります。

制限：これはスキャン毎にスキャンタイムが
変わるという点では可変スキャンと類似して
いますが、実際のスキャンタイムがあらかじ
め指定された目標スキャンタイムを越えると、
スキャンオーバーラン状態となります。

固定：実際のスキャンがあらかじめ指定され
た時間内に完了すると、アイドル時間が挿入
されてスキャン周期を一定にします。また実
際のスキャンが指定された時間を越えると、
すべての命令が実行できるようにスキャンが
延長されます。この場合も、スキャンオーバー
ラン状態となります。

メモリ

SU-5M/6Mは、7.5Kのフラッシュメモリを
ボードに実装しています。メモリカートリッ
ジ（オプション）の選択により、SU-5Mでは
最大15.5K、SU-6Mでは最大31.5Kまでア
ップグレードできます。問題が発生してもメ
モリカートリッジは取り外せますので、メモ
リカートリッジの使用を推奨します。

充実の命令

SU-5M/6Mは200種類を越える強力な命令
をサポートしています。たとえば、次のような
命令があります。

• ドラムシーケンス4種、それぞれ16ステ
ップ、最大16出力

• 立ち上がりおよび立ち下りでのワンショ
ットトリガ

• ワード内ビット操作によるビットセット、
リセットなど

• 三角関数
• 浮動小数点変換

C
P
U
ス
キ
ャ
ン
2

C
P
U
ス
キ
ャ
ン
1

C
P
U
ス
キ
ャ
ン
2

可変スキャン 

C
P
U
ス
キ
ャ
ン
1

C
P
U
ス
キ
ャ
ン
2

固定スキャン 

アイドルアイドルタイムタイムが 
挿入されます。挿入されます。 

C
P
U
ス
キ
ャ
ン
1

制限スキャン 

必要に応じて、スキャン必要に応じて、スキャン 
タイムタイムが変わります。が変わります。 

C
P
U
ス
キ
ャ
ン
3

スキャンタイムが目標値を越えると、スキャンタイムが目標値を越えると、 
スキャンオーバーラン状態となりますスキャンオーバーラン状態となります。 

スキャンタイムの目標値スキャンタイムの目標値 
はありません。はありません。 
必要に応じて、スキャン必要に応じて、スキャン 
タイムが変わります。タイムが変わります。 

スキャンスキャンタイムタイム 
の目標値の目標値 

スキャンスキャン 
タイムタイムの 
目標値目標値 

C
P
U
ス
キ
ャ
ン
3

C
P
U
ス
キ
ャ
ン
3

スキャンタイムが目標値をスキャンタイムが目標値を 
越えると、スキャンオー越えると、スキャンオー 
バーラン状態となります。バーラン状態となります。 

 

Q3

出力出力 

R1402 K2345

幅広い比較接点幅広い比較接点 

開始開始 
16ステップ、最大16出力のドラム出力のドラム 

ステップへリセットステップへリセット 

ドラムシーケンスドラムシーケンス4種 

B1500.3

BOUT

Vメモリ位置内のメモリ位置内の1個のビットに簡単にアクセスできます個のビットに簡単にアクセスできます 

B1450.15

立ち上がりトリガ、立ち上がりトリガ、1回のスキャンでオンになります回のスキャンでオンになります 

I 20 Q4

出力出力 

使い勝手のよいボックス命令による三角関数使い勝手のよいボックス命令による三角関数 

I1
サインを取るサインを取る 

ダブルワードのダブルワードの 
実数を出力する実数を出力する 

3 時間駆動時間駆動 

3 時間＆イベント駆動時間＆イベント駆動 

3 時間＆イベント駆動、時間＆イベント駆動、 
ビットマスクありビットマスクあり 

3 時間＆イベント駆動、時間＆イベント駆動、 
ビットマスク、ワード出力ありビットマスク、ワード出力あり 

 

注：既存のシステムで先頭が「F4」で始まる専用モジュールを使用していて、このシステムのCPUをSU-
5M/6M CPUで置き換えることを検討されている場合、SU-5M/6Mにそれらのモジュールを実装して稼動
させるには、モジュールをアップデートしなければならないケースがあります。したがって、発注される前に、
これらの詳細について弊社の技術サービスグループまでお問い合わせください。

SU-5M/6Mのプログラムには、リリース2.1以降のダイレクトソフトが必要です。
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SU-5M/6M PIDループ
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式の制御式の制御 出力の制御出力の制御 
エレメントエレメント 
（バルブなど）（バルブなど） 
の制御の制御 

処理 
（ヒーター 
など） 

可変センサー 
処理 

可変入力 
処理 

セット 
ポイント値ポイント値 Σ 

 

S-10Dまたは
プログラマブル表示器

SU-5M/6M
CPU

SUシリーズ
アナログ出力または
ディスクリート出力

PIDループ制
御ブロック図

SUシリーズ
アナログ

入力モジュール

PIDループの仕様と主な機能

ループ数 選択可能、最大16個

CPU Vメモリ条件 選択したループ当たりVメモリ位置32ヶ所（ランプ/ソーク使用時には、さらにループ当たり32のVメモリが別途必要）。

PIDアルゴリズム 位置または速度形式のPID式。オプションとして、ダイレクトまたはリバース動作、誤差の平方根、および誤差二乗制御を指定可能。

オートチューニング 開ループステップ応答法および閉ループリミットサイクル法

サンプルレート PVサンプル間の時間間隔を秒または分単位で0.05～99.99の範囲内で指定します。16種すべてのループを使用する場合、最小抽出レートは
0.2秒または（PLCスキャンタイム×ループ数）のいずれかに制限されます。

ループ動作モード ループ動作は、自動制御、手動（オペレータ）制御、またはカスケード制御のいずれかとなります。ループを手動モードにすると、PVアラーム監視が継続します。

ランプ/ソーク ループ当たり最大16ステップ（ランプ×8、ソーク×8）まで。ランプ/ソークステップの表示有り。

平方根PV フロー制御用途の場合、PVの平方根を指定します。

リミットSP セットポイントの許容変化について、最大値と最小値を指定します。

リミット出力 出力範囲の最大値と最小値を指定します。

ゲイン 比例ゲイン（0.01～99.99）を指定します。

リセット 積分時間（0.1～99.98）を秒または分単位で指定します。

レート 微分時間（0.00～99.99）を秒単位で指定します。

レート制限 微分項の計算で使用するPVを制限する微分利得制限係数を指定します（0～20）。

バンプレス切替I
ループを手動から自動に切替えると、バイアスとセットポイントは自動的に初期化されます。この機能はバンプレス切替を行って、自動モードへの
切替時に、出力が急激に変化しないようにすることができます。

バンプレス切替II モジュールが手動から自動へ切り替わるとき、出力と等しくなるようにバイアスをセットします。これにより、セットポイントを再入力し
なくても、自動モードへ切替えたり、自動モードから切替えることができます。

ステップバイアス セットポイントが大幅に変わる場合に、比例バイアス調整を行います。これにより、ループを高速のまま安定化させ、出力が範囲を超えな
いようにすることができます。ステップバイアスは、通常の調整済みバイアス動作と一緒に使用してください。

ワインドアップ防止 位置形式のPID式を指定した場合、PID出力が0または100％に達するとリセット動作が停止します。調整済みバイアス動作を選択するか、
バイアス動作を凍結します。

誤差不感帯 セットポイント以上および以下の増減値（「あそび」）を指定します。この区間では、出力を変化させません。

誤差二乗 誤差を二乗すると、微小の誤差がループ出力に与える影響を最小限に抑えることができますが、「誤差二乗」と「誤差不感帯」制御をともに有効にする必要があります。

アラーム仕様
不感帯 変化率以外のすべてのアラームについて、アラームの不感帯（0.1％～5％）を指定します。

PVアラーム点 「Low-Low」「Low」「High」「High-High」の各状態について、PVアラーム設定を指定します。不感帯を指定して、PVがアラーム限界に近づいた
ときアラームサイクルを最小限に抑えることもできます。

PV偏差 セットポイント値からのPV偏差の範囲（2種類）を表すアラームを指定します（イエロー偏差とレッド偏差）。

変化率 PVの変化率上下限を指定します。

温度制御の必要性
ユーザの用途が温度制御に絞られるならば、SU-5M/6M CPUよりも優れたソリューションがあります。U-4LTCモジュールをチェックしてください。このモジュールは、弊社製単ループコントローラを経済的な
モジュールに実装することができます。詳しい仕様はこの章で紹介します。このモジュールは最大4個までのループを直接制御することができ、さらに、ヒーターや冷却器制御用のリレー出力も搭載しています。
SU-5M/6M CPU内蔵のPID機能を使用する場合、ループを完成させるにはアナログ入力モジュールや出力モジュール（ディスクリートまたはアナログ）を別途購入しなければなりません。したがって、このよう
にした場合、U-4LTCと比べると、全体的な費用が高くなります。
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SUシリーズ CPU

SU-6B/SU-5E 主な特徴

8-16

■SU-6B CPU
SU-6B CPUの性能は、SU-5M CPUの性
能をスペックダウンしたものです。求めてい
るものが高速な命令実行や良好な通信機能
で、高度な演算やPIDは不要であるならば、
このCPUがお勧めです。

命令語

SU-6Bに搭載されている命令語は、SU-
5M/6Mのほとんどの性能をカバーしていま
す。ただし、SU-6Bは、PID、浮動小数点演算、
ドラムシーケンス、三角関数など、高度な命令
についてサポートしていないものがあります。

内蔵通信ポート2つ

SU-6Bは2つの通信ポートを内蔵していま
す。上側のポートには、プログラミング用のパ
ーソナルコンピュータや命令語プログラマ、操
作表示パネル、プログラマブル表示器などを直
接接続することができます。下側のポートは
スレーブ専用ポートで、DirectNet（CCM）や
Kシーケンス（最大通信速度は19.2kbps）
をサポートしています。

電源の範囲

SU-6Bはさまざまな電源に対応しています。
AC 100/200 Vバージョン（SU-6B）、DC
24 Vバージョン（SU-6B-C）が用意されてい
ます。

■SU-5E CPU
SU-5Eは、SUシリーズ製品ファミリの中で
もっとも廉価なCPUです。たとえば、SUシ
リーズを検討されている主な理由が入出力
の形状であるとか、あるいは強力なCPUパ
ワーを必要としない用途であるといった場
合は、SU-5Eをお試しください。

内蔵通信ポート2つ

SU-5Eも2つの通信ポートを内蔵していま
す。上側のポートには、プログラミング用のパ
ーソナルコンピュータや命令語プログラマ、操
作表示パネル、プログラマブル表示器などを直
接接続することができます。下側のポートは
スレーブ専用ポートで、DirectNet（CCM）プ
ロトコル（最大通信速度は19.2kbps）をサ
ポートしています。

EEPROMメモリを内蔵

SU-5Eの利点の一つは、3.5Kのプログラム
用EEPROMメモリを内蔵していることです。
メモリカートリッジは必要ありません。

SU-6B
SU-6B-C SU-5E

命令語プログラマ

操作表示パネル
S-10D

プログラマブル表示器
ダイレクトソフト

DirectNet
ネットワークスレーブ

SU-5EおよびSU-6B
には、通信ポートが2
つ内蔵されています。
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SU-6B/SU-5Eの諸機能
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RUNリレー

24 V補助電源
（400 mA）

ロジックランド

シャーシ接地

AC電源

AC100/200 V
電圧選択

CPU バッテリ（RB-5）

RS-232C TXD
RS-232C RXD

オンライン（TTL） 
CPUエラー（TTL） 

HHP検出 

CPUレディ（TTL） 

15アース 

0 V
0 V
0 V

5 V
5 V

1 RS-232C TXD
RS-232C RXD
RS-232C RTS
RS-232C CTS

0 V

RS-422 RXD－ 
RS-422 CTS＋ 

RS-422 TXD＋＋ 

RS-422 TXD－－ 

RS-422 RTS－ 
RS-422 RTS＋ 

RS-422 CTS－ 

RS-422 RXD＋ 

1

25

15ピンコネクタ
25ピンコネクタ

ポート0

■SU-5E/SU-6B通信ポートのピン配列

下記の図は、SU-6B CPUに搭載されている
ハードウェア機能を示したものです。SU-5E
の外観もメモリカートリッジ実装スロットを除
き同様です。

CPU 主なスイッチ

RUN CPUを強制的にRUNモード
にします。

TERM 
周辺装置（命令語プログラマ、DCM、
ダイレクトソフトなど）から動作モードとテ
ストモードを選択できるようになります。

STOP CPUを強制的にSTOPモードにします。

通信ポート

15ピン

プログラミングポート、RS-232C、9600bps、
Kシーケンスプロトコル。命令語プログラマ、ダ
イレクトソフト、S-10D、プログラマブル表示器
を接続。

25ピン

補助ポート、RS-232CまたはRS-422。通信速度は、
CPUのDIPスイッチにより選択可能。Kシーケンス
プロトコル、DirectNet（CCM）プロトコル（スレー
ブのみ）により、DirectNet（CCM）、ダイレクトソ
フトやプログラマブル表示器を接続。

CPU DIPスイッチ

SW1
オン
オフ

CPUバッテリ使用不可
CPUバッテリ使用可

SW2
オン
オフ

局アドレス＝1
局アドレスは命令語プログラマ
で設定

SW3 SW4 bps

オフ オフ 300 

オフ オン 1,200 

オン オフ 9,600 

オン オン 19,200 

CPU状態表示

PWR
点灯
消灯

CCPU電源良好
CPU電源障害

BATT
点灯
消灯

CPUバッテリ電圧低下
CPUバッテリ電圧良好
または機能無効

RUN 
点灯
消灯

CPUはRUNモード中
CPUはSTOPモード中

I/O 
点灯
消灯

入出力診断エラー
入出力診断良好

CPU 
点灯
消灯

CPU診断エラー
CPU診断良好 COM 

点灯
消灯

通信障害
通信良好

メモリカート
リッジ実装ス
ロット（SU-
6Bのみ）

ポート1
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SUシリーズ CPU

メモリカートリッジ

8-18

SU-6BおよびSU-5M/6M用のメモリカートリッジを下記の表にまとめます。プログラムを保存するため、SU-6Bにはメモリカートリッジを実装しな
ければなりません。SU-5M/6Mは7.5Kのプログラム用フラッシュメモリを内蔵していますが、プログラムスペースを広く確保したい場合は、この内蔵
メモリの代わりにメモリカートリッジを実装してもかまいません（SU-5Eにはプログラム用メモリが実装されています。また、メモリカートリッジを実
装することはできません）。

メモリカートリッジ G-03M G-05M G-14M
廃形 G-15M G-25M

電池 リチウム＊ リチウム＊ なし なし なし

G-53M

なし（大容量コンデン
サによるバックアップ）

書き込みサイクル寿命 該当せず 該当せず 1,000 1,000 >10,000 該当せず

書き込み禁止 内部ジャンパ 内部ジャンパ 該当せず 該当せず 内部ジャンパ 内部ジャンパ

SU-5E

SU-6B

SU-5M

SU-6M

メモリ消去方法

各CPU
の対応

電気 電気 紫外線 紫外線 電気 電気

× × × × × ×

○ ○（15.5Kのみ） ○ ○（15.5Kのみ） ○（15.5Kのみ） ○

○ ○（15.5Kのみ） ○ ○（15.5Kのみ） ○（15.5Kのみ） ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

プログラム容量 7.5K 32K 15.5K 32K 32K 7.5K

メモリタイプ COMS RAM COMS RAM UVPROM UVPROM EEPROM CMOS RAM

＊：交換用電池形番　RB-7

質量 42g 42g 60g 60g 38g 42g
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SUシリーズ CPUのプログラミングツールに
は、2種類（ダイレクトソフト（PC用のプロ
グラミングソフトウェア）とS-01P2命令語
プログラマ）があります。

ダイレクトソフト
プログラミングソフトウェア

強力なWindows版プログラミングパッケー
ジにより、SUシリーズシステムを簡単にプロ
グラムしたり監視することができます。ダイレ
クトソフトについて詳しくは、本書の「ソフ
トウェア」の章を参照してください。

SUシリーズ
プログラミング用ケーブル

ダイレクトソフトを稼動するPCとSUシリー
ズ CPUとを接続するケーブルを、正しく選択
してください。

命令語プログラマ

タイプを問わず、SUシリーズ CPUの15ピ
ンポートには、S-01P2命令語プログラマを
接続することができます。メモリカートリッ
ジ用スロットは、命令語プログラマ用コネク
タの横にあります。このスロットにメモリカ
ートリッジ（UV PROMを含む）に挿着して、
CPUとメモリカートリッジとの間でデータ/
プログラムを転送することができます。
また、命令語プログラマのS-20Pも使用で
きます。

S-9CNS1+Z-20JPS-9CNS1+Z-20JP

RS-232C

パーソナルコンピュータ 

9ピンDコネクタ（メス） 

RS-232C

パーソナルコンピュータ  PLC

25ピンDコネクタ（オス） 9ピンDコネクタ（メス） 

SUシリーズ CPU 
（下側ポート） 
または 
SUシリーズ DCM、、 
または 
SA/SRシリーズ  
E-03DM

RS-232C

パーソナルコンピュータ 

9ピンDコネクタ（メス） 

S-30JG-TS-30JG-T

6ピンモジュラプラグ（6P6C） 

D2-230、D2-240、SUシリーズ（ポート2） 
CPU Ports

PLC

15ピンDコネクタ（オス） 

SUシリーズ CPUプログラミングポート 
 

ピンの名称は、IBM DTE/DCE規格に準拠しています。 

3 4 5 621

2 RXD
3 TXD
5 GND
1 DCD
4 DTR
6 DSR
7 RTS
8 CTS

1 YOP
2 TXD
3 RXD
4 ONLINE
7 CTS
8 YOM

13 0V
14 0V
15 0V

2 TXD
3 RXD
7 GND
4 RTS
5 CTS

4 TXD
3 RXD
1 GND

2 RXD
3 TXD
5 GND
1 DCD
4 DTR
6 DSR
7 RTS
8 CTS

2 RXD
3 TXD
5 GND
1 DCD
4 DTR
6 DSR
7 RTS
8 CTS

S-9CNS1+Z-20JP+S-25CNP1S-9CNS1+Z-20JP+S-25CNP1
 

S-01P2 S-01P2プログラマの接続には、
2種類の接続ケーブルが用意され
ています。

• S-30JP：3 mケーブル
• S-15JP：1.5 mケーブル
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入出力モジュールの選択に当たっては、考慮
すべき点がいくつかあります。

1. 環境条件： 入出力モジュールの使用環境
条件を確認します。

2. ハードウェア条件： その製品が、ユーザ用
途に最適な機能、性能、システム容量を持っ
ているかを確認します。

3. ユーザ装置との終端条件： そのモジュー
ルとユーザ装置との接続方法や、DCモジュ
ールの場合はタイプ（シンク/ソース）を確
認します。
4. 消費電流の計算： ベースユニットから供
給される電流内で、選択したモジュールがす
べて正常に稼動できることが大切です。この
章の消費電流計算の説明を参照してくださ
い。

■環境条件のチェック
SUシリーズシステム（CPU、拡張電源、ベー
スユニット、入出力モジュール）全般に適用
される環境条件を下記の表にまとめます。選
択したモジュールがすべて、これらの環境条
件の下で稼動できるかを確認してください。

■ハードウェア条件の確認
各SUシリーズモジュールのハードウェア仕
様は、この章の中で説明しています。ディス
クリートモジュールの仕様は、右図の例のよ
うな形式にまとめています。仕様表、ディレー
ティング曲線、配線図を十分に理解してくだ
さい。専用モジュールの仕様は、各モジュール
と類似した形式にまとめています。これらの
モジュールの仕様から、そのモジュールがユ
ーザの用途に適しているかを判断できます。

■接続を左右する要因
物理配線の接続： 一般に、SUシリーズモ
ジュールは、ユーザ装置を接続する方法とし
て、4種類の接続方法を採用しています。こ
れには、着脱式端子台（すべての8点および
16点モジュールに装着）、コネクタ（32点
および64点モジュールに装着）、標準Dサブ
コネクタ（ほとんどのインテリジェント型専
用モジュールに装着）、およびモジュラジャッ
クスタイル（数種類の専用モジュールに装着）
があります。形番については、それぞれの入
出力仕様シートを参照してください。

DC装置のシンク/ソース： DC型のユーザ装
置を使用している場合は、そのデバイスの構
成（シンクまたはソース）を調べる必要があり
ます。これにより、その装置とモジュールを配
線する方法が決まりますので、モジュールの
選択にも影響します。
弊社では、シンクモジュールもソースモジュ
ールも用意しています。シンク/ソース構成と、
ユーザシステムに与える影響について詳しく
は、「付録」を参照してください。

仕様 ディレーティング

モジュール配線 標準回路

仕様 定格

保存周囲温度 －20℃～70℃*

使用周囲温度 0℃～60℃*

周囲湿度 相対湿度5％～95％
（結露しないこと）**

耐振動

JIS C 0040 正弦波振動試
験方法に準拠
MIL STD 810C方式514.2
に準拠

耐衝撃
JIS C 0041に準拠
MIL STD 810C方式516.2
に準拠

耐ノイズ NEMA（ICS3-304）

雰囲気 腐食性ガスの無いこと

* 命令語プログラマの保存周囲温度は、－10℃～65℃です。
S-10Dの保存周囲温度は、－20℃～70℃です。
S-10Dの動作温度は、0℃～50℃です。
**命令語プログラマの周囲湿度は、20％～90％（結露しないこと）で
す。
S-10Dの周囲湿度は、30％～95％（結露しないこと）です。
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■アナログモジュールを
選択する際の秘訣

ACインバータの速度を制御したり、SUシリー
ズアナログモジュールで駆動させる場合は、必
ず、電流ソース型のF4-04DAS-1、または電
圧ソース型のF4-04DAS-2アナログ出力
モジュール（絶縁仕様）を選択してください。
詳細なモジュールの仕様は、この章に記載さ
れています。
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■モジュールの入出力占有点数
下記の表は、各モジュールが占有する入出力点数をまとめたものです。これを参考にして、選択した入出力構成が設定できる合計入出力点数内に収まる
ことを確認してください。また、CPUのモデルによって、サポートできる入出力点数が異なりますので注意してください。

DC入力 入出力点

U-50N 入力8点

U-05N-（H） 入力16点

U-08N-（H） 入力32点

U-38N 入力32点

U-09N 入力64点

AC入力

U-20N 入力8点

U-25N 入力16点

AC/DC入力

U-55N 入力16点

F4-08NE3S 入力8点

DC出力 入出力点

U-12T 出力8点

F4-08TD1S 出力8点

U-15T 出力16点

U-55T 出力16点

U-18T 出力32点

U-58T 出力32点

U-38T 出力32点

U-19T 出力64点

AC出力

U-20T 出力8点

U-25T 出力16点

リレー出力

U-01T 出力8点

F4-08TRS-2 出力8点

F4-08TRS-1 出力8点

U-05T 出力16点

アナログ 入出力点

U-01AD-1 入力16/32点

F4-04ADS 入力16点

U-8ADC-1 入力16点

F4-16AD-1 入力16点

F4-16AD-2 入力16点

U-4DAC-2 入力16点

F4-04DA-1、(-2) 出力16点

F4-08DA-1、(-2) 出力16点

F4-16DA-1、(-2) 出力32点

F4-08RTD 入力32点

F4-04DAS-1、(-2) 出力32点

F4-08THM 入力16点

通信モジュール

すべてのモジュール 0

専用モジュール 入出力点

U-01NI 入力16点

U-01Z 入力16点/出力32点

U-11PM 入力16点/出力16点

U-01PM 入力16点/出力16点

F4-16PID 0 

D4-16SIM 入力8/16点

U-4LTC 0 

H4-CTRIO 0 
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■システムの柔軟性を
高める入出力構成4種

SUシリーズシステムの入出力構成は、大きく
分けて4種類あります。それぞれについて、次
の2ページで説明します。入出力システムを構
成する際は、これらの構成を念頭においてく
ださい。

■ローカルI/O
CPUベースユニットは、CPUを搭載するベー
スユニットのことを言います。「ローカルI/O」
という用語は、CPUを搭載したベースユニ
ットに実装されるモジュールを意味します。
ローカルI/Oはすべて、CPUのスキャンごとに
更新されます。64点モジュールを実装した
CPUベースユニットの場合、最大512点まで
の入出力を使用できます。

■拡張入出力
一般的に、拡張ベースユニットを使用するの
は、CPUベースユニットの入出力スロットが
足りない場合や、入出力を増設するためベー
スユニットから供給される電流を超過してし
まう場合です。この場合はベースユニットを
増設します。それぞれのベースユニットの
CPUスロットには、拡張電源としてU-
01EW（AC電源タイプ）またはU-01EW-
C（DC24V電源タイプ）を実装します。ま
た、拡張ベースユニットとCPUベースユニ
ット間を結ぶケーブルが必要です。CPUベ
ースユニットには最大3台までの拡張ベース
ユニットを接続できますので、ベースユニッ
トは合計4台になります。CPUは、スキャン
ごとに、拡張I/0を更新します。SU-5M/6M
の場合、CPUと拡張ベースで実装可能な入出
力点数は2048点になります。また、SU-5E
とSU-6Bの場合、合計640点になります。

ローカル入出力 

SU-6BとSU-5Eは、最大2チャネルを 
サポートします。 

M
R RS

CPU

拡張 
電源 

拡張 
電源 

拡張 
電源 

SU-5M/6Mは、最大3チャネルをサポート 
します。 

RS

■入出力システム構成例

リモートI/Oベースユニットの台数は、
チャネル当たり最大7台まで、合計1000 m

SU-5Mは、25ピンコネクタを、また、
SU-6Mは6ピンの端子台を使用した
リモートI/Oポートも搭載しています。

拡張入I/O 拡張ベースは3台まで

入出力拡張ケーブル（最大ケーブル長：1 m）



P
LC

D
L0

5/
06

D
L2

05
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ

I/0
P

Zシ
リ
ー
ズ

S
U
シ
リ
ー
ズ

プ
ロ
グ
ラ
マ

SA
/S

Rシ
リ
ー
ズ

付
録

A
Z

-C
1

S
Jシ

リ
ー
ズ

ベース拡張およびネットワーク接続による増設

ベース拡張およびネットワーク接続による増設

8-24

■EthernetリモートI/O
SUシリーズ EthernetリモートI/Oシステム
では、CPUベースユニットから離れた位置
にI/Oベースユニットを配置することができ
ます。実際に構成するとそのほとんどの場合
で、制御対象の装置のそばに入出力点を配置
できますので、配線コストを抑えることがで
きます。

CPUベースユニットのI/Oスロットに、
Ethernetリモートマスタモジュール（H4-
ERM）を実装します。Ethernetベースコント
ローラ（EBC）モジュールはリモートスレーブ
ユニットとして機能し、リモートベースユニッ
ト（1台以上）のCPUスロットに実装します。
またリモートベースユニットには、SUシリー
ズ標準モジュールを実装できます。リモート
スレーブとマスタとはカテゴリ5 UTPケー
ブル（最大ケーブル長は100メートル）で接
続します。接続長を延長する場合はリピータ
を、またノード数を増やす場合はハブを使用
します。光ファイババージョンは業界規格の
62.5/125 ST型光ファイバケーブルを使
用し、最大2kmまで延長することができま
す。

H4-ERMモジュール1台で、最大16台までの
H2-EBCシステム、16台までのターミネータ
I/OEBCシステム、または16台までのフル実
装したH4-EBCシステムをサポートすること
ができます。

PLC、ERM、およびEBCスレーブモジュール
は互いに連携して、リモートI/Oを更新します。
これらのスキャンサイクルは同時に発生しま
すが、非同期的に実行されます。スキャンごと
に監視しなければならない重要な入出力点
は、CPUベースユニットに収容することを推
奨します。

ERM Workbenchは、ERMモジュールとそ
のリモートスレーブを構成するWindows版
ソフトウェアユーティリティで、その操作は非
常に簡単です。

ERMモジュールとそのスレーブは、専用の
EthernetリモートI/Oネットワーク上に配置
することを強く推奨します。Ethernetネット
ワークは非常に膨大な量のデータトランザク
ションを処理することができ、その処理は非
常に高速で行われますが、Ethernetトラフィ
ック量が重くなってくると、スレーブ入出力
の信頼性と入出力ネットワークの速度に悪影
響を及ぼすことがあります。したがって、
ERMネットワーク、複数のERMネットワーク
とECOM/業務ネットワークとは互いに切り
離すようにしてください。

■シリアルリモートI/O
リモートI/Oソリューションは、CPUベースユ
ニットから離れた位置にI/Oを配置すること
ができます。リモートI/O点は、CPUのスキャ
ンとは非同期的に更新されます。このため、リ
モートI/Oは、スキャンごとにI/Oを更新する
必要のない用途に限定されます。
リモートI/Oでは、リモートマスタがリモート
I/Oチャネルを制御しなければなりません。こ
のマスタは、CPUベースユニットに実装した
モジュール（U-02RM）、または（25ピンポ
ートを使用する）SU-5M/6M CPUとなりま
す。U-02RMソリューションの場合、CPUが
リモートマスタを更新し、次にこのリモート
マスタが、各リモートベースユニットに実装
されたリモートスレーブモジュール（U-
02RS）と通信することにより、リモートI/O
ベースユニットとのやり取りをすべて処理し
ます。SU-5M/6M CPUを使用する場合、
CPUはU-02RSと直接通信します。

リモートマスタとリモートスレーブとの最大
距離は1kmです。

SU-5M

3

2

1

512

1536

7

入出力構成仕様 SU-6M SU-6B SU-5E

使用可能な合計
チャネル数

使用可能な合計リモートチャネル数 3 2 2

リモートI/O

システム当たりの最大U-02RM台数 2 2 2

CPUポートに構築できるマスタ数 1 0 0

チャネル当たりサポート可能な最大入出力点数 512 512 512

サポート可能な最大入出力点数 1536 1024 512

チャネル当たりの最大リモートI/Oベース
ユニット台数

7 7 7
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■I/Oモジュール実装条件
SUシリーズシステムによく使用されるI/Oモ
ジュール（AC、DC、AC/DC、リレーおよび
アナログ）は、一般に、CPU、拡張、またはリ
モートシステムのどのベースユニットにも実
装することができます。ただし、あるタイプの
専用モジュールと64点I/Oモジュールを実装
できるのは、CPUベースユニット、またはU-
1XBベースユニットに限られます。右の表は、
SUシリーズシステム用のすべてのモジュール
/ユニットについて、分類別に実装できるベー
スユニットをリストしたものです。またモジュ
ールは電流を消費しますので、実際にそのモ
ジュールを実装できるかは供給電流の制限を
受けます。

モジュール/ユニット
CPUベース
ユニット

拡張ベース
ユニット

リモートベース
ユニット

CPU

拡張電源

8/16/32点DC入力

64点DC入力

AC入力

AC/DC入力

8/16/32点DC入力

64点DC出力

DC入力

リレー出力

アナログ入力/出力

熱電対入力

CPUスロットのみ

○
○1

○
○
○
○1

○
○
○
○

CPUスロットのみ

○
○2 

○
○
○
○2 

○
○
○
○

○

○
○
○

○
○
○
○

リモートI/O

リモートマスタ（シリアル/Ethernet）

リモートスレーブユニット

○
CPUスロットのみ

通信モジュール ○

専用モジュール

割込み

SU-5Eに実装

SU-6B/SU-5M/6Mに実装

PID

4ループ温度コントローラ

高速カウンタ

シミュレータ

スロット0のみ

スロット0および1

○

○

○

○

○

○ ○

1 - 64点モジュールを使用する場合は、CPUベースユニットのスロット5、6、7にはどのタイプの専用モジュールも実装できません。

2 - システムの構成がSU-5M/6M CPUで、システム内のベースユニットがすべてU-1xBベースユニットの場合、拡張ベースユニットにモジュールを実装できます。
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この章では、SUシリーズシステムで個々の
I/Oのアドレスを指定する方法について説明
します。

■8進数によるアドレス表記
SUシリーズは8進数によるアドレス表記を採
用しています。すなわち、I/Oのアドレスには、
「8」「9」は含まれません。I/O点は「0」から
始まり、使用するモジュールによりますが、8
点、16点、32点、64点ごとに増えていきま
す。また、入力を「I」で、出力を「Q」で表して
います。

■自動アドレス指定
SUシリーズ CPUは、CPUベースユニットと
拡張ベースユニットに実装されているI/Oモ
ジュールを自動的に検査して、電源投入時に、
正しいI/O構成とアドレス設定を確立します。
モジュールをタイプ別にグループ化する必要
はありませんので、通常はディスクリート入
力と出力モジュールをどのような順序で混載
してもかまいません。ただし、ある専用モジュ
ール、およびモジュールの組合せについては
制限があります（モジュールの実装条件を参
照してください）。ディスクリートI/Oモジュ
ールを数台使用した簡単なシステムの場合の
アドレス例を右図に示します。
ほとんどの用途の場合、構成を変更したり調
整する必要はありません。ただし、自動アドレ
ス指定を選択している場合に、新しいモジュ
ールを実装済みのモジュールの間に追加実装
すると、I/Oアドレスが再割当てされることが
あります。将来的にモジュールを追加したい
場合は、必ず実装済みのモジュールの右側に
追加実装するようにして、I/Oアドレスが再割
当てされないようにするか、手動アドレス指
定を選択してください。

■手動アドレス指定
SU-6B CPUおよびSU-5M/6M CPUでは、
CPUおよび拡張ベースユニットに実装されて
いる任意のI/Oスロットまたは全スロットに
対して、I/Oアドレスを手動で割り当てること
ができます。これは、標準的な構成から少し変
更してカスタム条件に対応しなければならな
いときに便利な機能です。またI/Oモジュール
の間に未実装のスロットを残さなければなら
ず、モジュールを追加実装することによるア
ドレス再割当て問題が発生しないようにした
い場合も有効な方法です。自動構成の場合、
アドレスは8点単位で割り当てられます。一
方、手動構成では、モジュールはすべて16点
以上と想定しますので、「20」（8進表記）の
倍数となるアドレスしか割り当てることがで
きません。ただし、手動構成の場合は、16点、
32点、および64点モジュールしか使えない
ということではありません。8点モジュールも
使えますが、16点のアドレスが割り当てられ
ますので、8点は未使用のままとなります。

■リモートI/Oアドレス指定
I/Oをアドレス指定する場合、リモートI/Oは
非常に柔軟性があります。たとえば、システム
を設定する際に、開始アドレス、合計点数な
どを指定します。

■手動アドレス指定と
データ型識別子の選択

リモートI/Oでは、アドレスに使用する識別子
型を選択することができます。たとえば、リ
モートI/OをリンクI/OのGIやGQだけでなく、
内部リレーにも割付けされるように選択する
ことができます。これは、ローカルI/Oも拡張
入出力もすべてのI入力やQ出力の制限を超え
ている場合に、非常に便利な機能です。こう
したさまざまな選択は、リモートI/Oのロジッ
クを設定する際に決定します。

16点 
入力入力 

8点 
入力入力 

32点 
入力入力 

16点 
出力出力 

8点 
出力出力 

1616点 
出力出力 

I 0
--

I 17

I 20
--

I 27

I 30
--

I 67

Q0
--

Q17

Q20
--

Q27

Q30
--

Q47

16点 
入力 

8点 
入力 

32点 
入力 

16点 
出力 

I 100
--

I 117

I 0
--

I 17

I 20
--

I 57

Q20
--

Q37

8点 
出力 

Q100
--

Q117

アドレスは手動により割り当てられています

8点モジュールですが、16点を占有します。

新しいモジュールを追加実装しても、競合は発生しません。

入力はI0から
始まります。

アドレスは自動により各
モジュールに割り当てら

れています。

出力はQ0から
始まります。
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■4、6、8スロット搭載
ベースユニット

SUシリーズ製品ファミリには、搭載スロット
数が4スロット、6スロット、および8スロット
のベースユニットが用意されています。

■拡張電源
拡張電源（U-OIEW、U-OIEW-C）は、ローカ
ル拡張を実現する場合のみ必要です。拡張ユ
ニットは、拡張ベースユニットのCPUスロッ
トに実装されます。拡張電源の外見はCPUと
似ていますが、内蔵しているのは電源のみと
なります。SUシリーズのCPUはベースユニッ
ト内の専用スロットに実装しますので、入出
力スロットを占有しません。これは、拡張電源
（U-01EW、U-01EW-C）やリモートスレー
ブユニット（U-02RS）についても同様です。
それぞれの拡張ベースユニットとCPUベー
スユニットの接続には、ベース拡張ケーブル
（U-10JまたはU-O5J）が必要です。

■SU-5M/6Mベースユニットと
1xベースユニット

旧タイプのSUシリーズシステムでは、64点
モジュール等の特殊I/Oは、CPUベースユニ
ットのみに限定されていました。この制限を
排除するには、「1x」ベースユニットとSU-
5M/6M CPUを使用しなければなりませ
ん。新しいベースユニットの形番は、「U-
14B」「U-16B」「U-18B」となります（注：
既存のシステムに「1x」ベースユニットを増
設するだけでは、専用モジュールを拡張ベー
スユニットに実装することはできません。
CPUならびに他の拡張ベースユニットもすべ
て交換する必要があります）。既存のシステム
に「1x」ベースユニットを増設することはで
きますが、このままでは通常のベースユニッ
トの制限を受けることになります。

CPU

0.5m
1 m

CPU CPU

拡張コネクタ

4スロット搭載ベースユニット 6スロット搭載ベースユニット

8スロット搭載ベースユニット

CPU、拡張電源、
またはリモートスレーブ

スロット ベース拡張ケーブル

入出力スロット

または 
SU-5M

SU-5M SU-5M

SU-5E

SU-5M/6M  CPUを
使用してください。

両ベースユニットとも
「1x」タイプを使用してください。

U-04B

U-14B

SU-5M/6Mと「1x」タイプの
ベースユニットを使用していま

すので問題ありません。

拡張ベースユニットの専用モジュール

U-14B

U-14B

専用
モジュール

専用
モジュール

専用
モジュール
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CPU内蔵の通信ポートの他に通信ポートを増
設して、プログラマブル表示器やHMIを接続
したり、弊社の他の製品で構成されたネット
ワーク、あるいはMODBUS RTUまたは
Ethernetネットワークに接続する計画がある
場合は、H4-ECOM Ethernet通信モジュー
ル、またはU-01DMシリアルデータ通信モ
ジュールを選択してください。両モジュール
の仕様および通信機能については、この章で
詳しく説明しています。

■H4-ECOMによるEthernet
ネットワーク接続

SUシリーズ CPUはどのモデルにも、H4-
ECOM モジュールを実装することができま
す。これにより、簡単にEthernetネットワー
クに接続することができます。H4-ECOMモ
ジュールは、RJ45ポートを搭載し、業界標準
の10Base-T ネットワーク接続をサポートし
ています。また、H4-ECOM-Fモジュールは、
10Base-FL光ファイバ接続を可能にするST
型バイヨネット式コネクタを搭載しています。
ECOMモジュールは、数多くのメーカから市
販されている規格ケーブル、ハブ、リピータを
接続することができます。また、ECOMモジ
ュールを使用すれば、ほとんど無制限ともい
える数のPLCをEthernetネットワークに接
続できます。これは、ユーザのHMIや他の
Windows版ソフトウェアが使用できる最速
のデータ転送レートになります。ネットワーク
上の任意のPLCをプログラムするには、ダイ
レクトソフトを使用します。また、稼働中の
PLCを監視してみれば、EthernetとECOM
モジュールを使用した方が更新が速くなるこ
とがわかります。

■U-01DMによる
シリアルネットワーク接続

SUシリーズ CPUはどのモデルにも、U-
01DMデータ通信モジュールを実装すること
ができます。このモジュールは、DirectNetマ
スタ/スレーブ、DirectNetピア、または
MODBUS RTUスレーブとして機能させる
ことができます。また、U-01DMモジュール
は、RS-232CおよびRS-422通信をサポー
トしています。DM経由でCPUをローカル側
でプログラムしたり、PCをRS-422マスタに
設定すれば、ダイレクトソフトを使用してネ
ットワーク上の任意のPLCをプログラムする
ことができます。

ダイレクトソフトプログラミングソフトウェア、HMIソフトウェアなどの
Windows版プログラムを稼動するPC

H2-ECOMを実装した
D2-240/D2-250-1/

260 CPU

H2-ECOMを実装した
D2-240/D2-250-1

/260 CPU

H4-ECOMを実装したSU-
5E、SU-6B、またはSU-

5M/6M CPU

Ethernetスイッチ

マスタ/スレーブネットワーク

SUシリーズ CPU
（下側ポート）

DM
（スレーブ）

SUシリーズ
DM（マスタ）

D2-260（スレーブ）

注意: SUシリーズCPUは、MODBUS RTUネットワークにつなげるためのMODBUS
RTUマスタとスレーブモジュールをサポートします。これらのモジュールにつ
いては、この章の後半に記述します。



■消費電流条件の確認
選択したI/Oモジュールの消費電流によって
は、I/Oの構成が変わってきます。使用する
I/Oモジュールの種別と数量を決める際は、ベ
ースユニットの電源から供給される電流には
限りがあるということを忘れないでください。
SUシリーズから供給される電流との各装置
が消費する電流を次ページの表にまとめてい
ます。隣の表は、ユーザのシステムが消費する
電流の計算方法を示しています。これらの表
から、ユーザが選択した装置の消費電流がユ
ーザのシステム構成で供給される電流の範囲
内にあるかを容易に調べることができるよう
になっています。
選択したI/Oモジュールが最大供給電流を超
えている場合、いくつかのモジュールを拡張
電源や（リモートI/Oを使用する場合は）リ
モートI/Oベースユニットに移し替えると問
題が解決できる場合があります。

警告：消費電流の計算は正しく行うことが非
常に大切です。供給電流を超過してしまうと、
システムが予測不能な動作に陥り、人体への
危険や装置の破損を招く場合があります。

■消費電流の計算例
SUシリーズシステムの消費電流の計算方法
を下記に示します。この例は、8スロットベー
スユニットを元に説明しています。これを参
考にして、ユーザのSUシリーズシステムに設
置されるベースユニットごとにこのような表
を作成してください。

SUシステムの消費電流及び設置

SUシステムの消費電流及び設置
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SUシリーズ CPUの供給電力仕様と消費電力

A

ベースユニット番号

0
装置種別 DC 5 V (mA)

外部電源 DC 24 V
(mA)

B 供給電流

CPU/拡張電源/リモートスレーブ SU-6B CPU 3700 400 

C 消費電流

スロット0 U-05N +150 +0 

スロット1 U-05N +150 +0 

スロット2 U-01DA +250 +300

スロット3 U-50N +100 +0

スロット4 U-50N +100 +0

スロット5 U-55T +100 +0

スロット6 U-55T +100 +0

スロット7 U-05T +1000 +0

D その他

ベースユニット U-08B +80 +0

命令語ログラマ S-01P2 +320 +0

E 最大消費電流 2950 300

F 残留電流 3700-2950=750 400-300=100

1. 上記のような表を作成し、欄(2)に記入します。
2. 次ページ表を参照して、供給電流と、それぞれの装置が消費する電流を（欄(3)と(4)）に記入します。CPU、拡張電源、リモートス
レーブが供給する電流はそれぞれ異なりますので、特に注意してください。「その他」の分類（行(D)）に区分けされる装置は、ベー
スユニット、命令語プログラマなどの装置です。これらの装置は、ベースユニットに直接実装しませんが、電流を消費します。

3. システム装置が消費する電流をスロット0から順番に（欄(3)と(4)）に記入し、合計値を「最大消費電流」（行(E)）の欄に記入します。
4. 「供給電流」（行(B)）の値から「最大消費電流」（行(E)）の値を引きます。答えを「残留電流」（行(F)）の欄に記入します。
5. 「最大消費電流」が（欄(3)または(4)）の供給電流よりも大きい場合、消費電流が超過していることになります。この構成のまま稼
動させるのは安全ではありませんので、I/O構成を再編成しなければなりません。ただし、補助電力は、すべての外部装置の電力を
カバーする必要はありません。400 mA以上の供給電流が必要な場合、外部24 V電源を増設してもかまいません。このようにする
と、外部装置に対する消費電流を供給電流内に収めることができます。

仕様 AC電源内蔵ユニット DC 24 V電源内蔵ユニット

形番 SU-5M、SU-6M、SU-6B、SU-5E、
U-01EW（拡張電源）

SU-5M-C、SU-6M-C、SU-6B-C、
U-01EW-C（拡張電源）

耐電圧（絶縁） 1分（1次、2次、フィールドアース、およびRUNリレー間にAC 1,500 V印加）

絶縁抵抗 > 10MΩ（DC 500 V印加）

入力電圧範囲 AC 85～132 V（100 Vレンジ）、
AC 170～264 V（200 Vレンジ）

DC 20～28 V（DC 24 Vレンジ、
リップルは10％未満）

最大突入電流 20 A 20 A

最大消費電力 50 VA 38 W 
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供給電流

CPU/リモートユニット/
拡張電源

DC 5 V供給電流（mA） 24V 補助供給電流（mA）

SU-5E CPU
SU-6B CPU
SU-6B-C CPU
SU-5M CPU
SU-5M-C CPU
SU-6M CPU
SU-6M-C CPU
U-01EW
U-01EW-C
U-02RS
U-02RS-C
H4-EBC
H4-EBC-F

3700
3700
3700
3100
3100
3100
3100
4000
4000
3700
3700
3470
3300

400
400
なし
400
なし
400
なし
400
なし
400
なし
400
400

消費電流

電力消費装置 5V消費電流（mA）
必要な外部DC 24 V
電流（mA）

入出力ベースユニット

U-04B、U-14B、U-04BJ
U-06B、U-16B、U-06BJ
U-08B、U-18B、U-08BJ

80
80
80

なし
なし
なし

DC入力モジュール

U-50N
U-05N、（H）
U-08N、（H）
U-38N
U-09N

100
150
150
150
300

なし
なし
なし
なし
なし

リモートI/Oモジュール

H4-ERM
H4-ERM-F
U-02RM

320
450
300

なし
なし
なし

AC入力モジュール

U-20N
U-25N

100
150

なし
なし

AC/DC入力モジュール

U-55N
F4-08NE3S

150
90

なし
なし

通信モジュール

H4-ECOM
H4-ECOM-F
U-01DM

320
450
500

なし
なし
なし

DC出力モジュール

U-12T
F4-08TD1S
U-15T
U-55T
U-18T
U-38T
U-58T
U-19T

150
295
200
400
250
250
350
800

35
なし
125
なし
140
140 (15V)
120（4 A最大、負荷を含む）
なし

AC出力モジュール

U-20T
U-25T

250
450

なし
なし

専用モジュール

H4-CTRIO
U-01NI
U-01Z
U-01PM
U-11PM
F4-16PID
D4-16SIM
U-4LTC

400
100
300
300
300
160
150
280

なし
なし
なし
なし
なし
なし
なし
75

リレー出力モジュール

U-01T
F4-08TRS-1
F4-08TRS-2
U-05T

550
575
575
1000

なし
なし
なし
なし

アナログモジュール

プログラミング

U-01AD-1
F4-04ADS
U-8ADC-1
F4-16AD-1
F4-16AD-2
U-4DAC-2
F4-04DA-1
F4-04DA-2
F4-04DAS-1
F4-04DAS-2
F4-08DA-1
F4-08DA-2
F4-16DA-1
F4-16DA-2
F4-8RTD
F4-08THM

85
270
75
75
75
120
70
90
60
60
90
80
90
80
80
110

100
120
120
100
100
100
75＋回路当たり20
90
回路当たり50
回路当たり60
100＋回路当たり20
150
100＋回路当たり20
150
なし
60

S-01P2（命令語プログラマ） 320 なし

S-10D 150 なし
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SUシリーズシステムの設置条件を理解する
ことにより、環境条件内でSUシリーズ製品
を確実に稼動させることができます。

■安全性
システムの設置は、該当する電気法令および
規格に準拠しなければなりません。

■ベースユニットの
寸法と実装

右図を参考にして、ユーザの用途にSUシリー
ズシステムを設置できることを確認してくだ
さい。冷却のための空気の適切な流れを確保
するため、SUシリーズベースユニットは水平
に実装しなければなりません。ベースユニッ
トの寸法と、ユーザ用途の必要条件とを照ら
し合わせてください。たとえば、操作のしやす
さやケーブルの配線のため、50mmのスペー
スを空けることを推奨していますが、場合に
よっては、この間隔を調整してください。また、
制御盤内に実装する場合、本体と制御盤との
空き間隔については設置のためのガイドライ
ンを参照してください。

良好 

空気の流れ 

140mm

162mm

111mm

140mm

歯付き座金 

パネル アースブレイド 
銅製ラグ 

パネルまたは 
単点接地 

32点または64点I/Oモジュール
ハンダ式コネクタの場合

32点または64点I/Oモジュール
リボン式コネクタの場合

プログラミングおよび入出力
ケーブルの場合

8点または16点入出力の場合

8点または16点
入出力の場合

1

A

C

B

50mm 119mm

SUシリーズベース

50mm
min

50mm
min

50mm
min

注：パネルドア（またはパネルドアに実装される器具）からSU
シリーズの構成部品までの空きスペースとして、50 mm以上
を確保してください。

C

258mm

332mm

406mm

A

293mm

367mm

441mm

B

275mm  

349mm 

423m  

環境仕様 定格

保存周囲温度 －20℃～70℃

使用周囲温度 0℃～60℃

周囲湿度 30％～95％相対湿度（結露しないこと）

耐振動
JIS C 0040 正弦波振動試験方法に準拠
MIL STD 810C方式514.2に準拠

耐衝撃
JIS C 0041に準拠
MIL STD 810C方式516.2に準拠

耐ノイズ NEMA（ICS3-304）

雰囲気 腐食性ガスのないこと

ベースユニット

U-14B, U-04B, U-04BJ

U-16B, U-06B, U-06BJ

U-18B, U-08B, U-08BJ
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U-04B
U-14B

660g

U-16B
U-06B

830g

U-08B
U-18B

990g

U-04BJ

660g

U-06BJ

830g

U-08BJ

990g

SUシステムの消費電力及び設置
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形番

質量

ベースユニット質量

G-03M

42g

G-05M

42g

G-15M

60g

G-25M

38g

G-53M

42g

形番

質量

メモリカートリッジ質量
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■概要
SUシリーズには、大規模なリモートI/Oが用
意されています。リモートI/Oの目的は、制御
対象の装置の近傍にI/Oを配備することにより
配線コストを低減することにあります。各
CPUの容量を右の表に示します。SU-
5M/6MのCPUに搭載されている25ピンポ
ート及びSU-6Mの端子台には、U-02RMと同
じ機能が組み込まれていますが、ここで説明
するU-02RMを使用してもできます。その仕
組みは次のようになっています。リモートマ
スタと呼ばれる専用モジュールをCPUベース
ユニットに実装します。このマスタモジュー
ルは、最大7台までのリモートスレーブを制御
することができます。それぞれのスレーブモ
ジュールは、ツイストペア通信ケーブル（最大
長は1km）により、デイジーチェーン方式でマ
スタモジュールと接続します。各リモートス
レーブは、SUシリーズベースユニット（サイ
ズは任意）に実装します。リモートベースには、
標準のSUシリーズモジュールを実装します。

リモートI/O点には、通常のI/Oアドレスを割
り当てることもできますし、専用のリモート
I/Oアドレスを割り当てることもできます。リ
モートマスタは、リモートI/O情報をCPUに送
出します。リモートマスタとCPUとの通信は、
CPUのスキャンとは非同期的に行われます。

U-02RS
U-02RM

最長
1000 m

リモートマスタ

リモートスレーブ

リモートマスタ リモートスレーブ

リモート
ベースユニットは、
チャネル当たり
最大7台まで

リモートI/O
マスタモジュール

U-02RM

リモートI/O
スレーブモジュール

U-02RS
U-02RS-C

SU-5M SU-6B SU-5E

サポート可能な最大リモートマスタ台数 3* 2 2 

サポート可能な最大I/O点数 1536 1024 512 

チャネル当たりサポート可能な最大I/O点数 512 512 512 

チャネル当たりの最大リモートI/Oベースユニット台数 7 7 7 

*U-02RMは最大2台、1チャネルは25ピンCPUポート経由。

SU-6M

3* 

1536 

512 

7 
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シリアルリモートI/Oモジュール
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P
L
C

PWR

RUN

DIAG

I/O

PAR

LINK

T

1

2

3

G

UNIT
ADRS

U-02RS

REMOTE I/O MASTER
PWR

DIAG
I/O
MSTR

RUN

PAR
LINK

UNIT
ADRS

T

1

2

3

G

30VDC 1A
CLASS2

U-02RM

U-02RM

U-02RM
リモートマスタ

U-02RS
リモートスレーブ

DC 24 V
補助電源

シャーシ接地

ロジックグランド

RUNリレー

AC電源

AC100/200 V
電圧切替

リモート端子台

RUNリレー

リモート
端子台

リモートスレーブ仕様

CPU当たりの
最大スレーブ点数

512（SU-5E）、

1024（SU-6B/5M/6M）、

占有する入出力アドレス

スレーブベースユニットに実装している入出力モジュールは、自動的には標準の
入力/出力点を占有しません。各ベースユニットのI/O点数に等しいレートでリモ
ートI/O点数を占有しますが、オプションとして、標準の入出力アドレスを使用す
ることもできます。

端子台種別 固定

外部電源 AC 100 V/AC 200 V（U-02RS）
DC 24 V（U-02RS-C）

リモートマスタ仕様

モジュールタイプ インテリジェント型装置

CPU当たりの
マスタ台数

最大2台

サポート可能な
スレーブ数

チャネル当たり7台の
スレーブ

スレーブとの通信
シールド付きツイストペア
ケーブルによるRS-485
（38.4kbps）

推奨ケーブル Belden 9841または相当品

伝送距離 最大1km

端子台種別 固定

質量 240g

質量 U-02RS  760g U-02RS-C  760g
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■Ethernetリモート
I/Oマスタ

EthernetリモートマスタH4-ERM(-F)は、
SU-5E CPU、SU-6B CPU、およびSU-
5M/6M CPUシステムとスレーブI/Oとを高
速Ethernetリンクで接続します。

入出力の増設ニーズ

ERMモジュール1台により、最大16台まで
のH2-EBCシステム、16台までのターミネー
タI/OEBCシステム、または16台までのフル
実装したH4-EBCシステムを増設することが
できます（詳しくは次ページを参照してくだ
さい）。これらは組み合わせてもかまいませ
ん。

注：膨大な量のT1H-EBCアナログ入出力または
E4-EBC 16チャネルアナログ入出力を必要とす
る用途の場合、H4-ERMモジュール単体のバッフ
ァ容量を超過してしまうことがあります。このよ
うな場合は、H4-ERMを増設してください。

容易な接続

ERMは、カテゴリ5 UTPケーブル（最大ケー
ブル長は100m）により、ユーザの制御ネッ
トワークと接続します。接続長さを延長した
り、ノード数を増大させたい場合はリピータ
を使用します。また、ERMの光ファイババー
ジョンは業界規格の62.5/125 ST型光フ
ァイバケーブルを採用し、最大2kmまで延
長することができます。
PLC、ERMおよびEBCスレーブモジュール
は互いに連携して、リモートI/O点を更新しま
す。これら3形番のスキャンサイクルは同時に
発生しますが、非同期的に行われます。した
がって、スキャンごとに監視しなければなら
ないような重要なI/OはCPUベースユニット
内に収容することを推奨します。

ERMと他のEthernet装置との
ネットワーク接続

ERMモジュールとそのスレーブは、専用の
EthernetリモートI/Oネットワーク上に配置
することを強く推奨します。Ethernetネット
ワークは非常に膨大な量のデータトランザク
ションを処理することができ、その処理は非
常に高速で行われますが、Ethernetトラフィ
ック量が重くなってくると、スレーブI/Oの信
頼性と入出力ネットワークの速度に悪影響を
及ぼすことがあります。したがって、ERMネ
ットワーク、複数のERMネットワークと
ECOM/業務ネットワークとは互いに切り離
すようにしてください。

ソフトウェア構成

ERM Workbenchは、ERMモジュールとその
リモートEthernetスレーブを構成するソフト
ウ ェ ア ユ ー テ ィ リ テ ィ で す 。E R M
Workbenchでは、2通りの方法でERM入出
力ネットワークを構成することができます。

• ERM Workbench PLCウィザード：
PLCをCPUインタフェースとして使う場
合、ERM Workbench PLCウィザードに
より、構成手順が大幅に簡素化されます。

• ERM Workbench：ERM Workbench
は、CPUインタフェースがPLCの場合と
WinPLCの場合に基づいて入出力ネット
ワークを構成し、ERM入出力ネットワー
クに関するすべてのパラメータにアクセ
スすることができます。

ERMネットワークを構成する
ERM Workbenchを稼動してい
るPC。ERMおよびそのスレーブを
構成したら、PCを外してもかまい
ません。 H4-ERM

H2-EBCシステム

T1H-EBCシステム

H4-EBCシステム

Ethernet
リモートI/O

マスタモジュール
H4-ERM
H4-ERM-F

インバータ

ERM Workbenchソフトウェア

最大セグメント長は100 m

■光ファイバケーブル
6-37を参照ください。

仕様 H4-ERM H4-ERM-F

通信 10Base-T
Ethernet

10Base-FL
Ethernet

データ転送レート 10 Mbps

リンク長 100m 2km

Ethernetポート RJ45
ST型

光ファイバ

Ethernetプロトコル TCP/IP、IPX

Ethernetスイッチ

質量 179g 193g
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■PCを使用した制御システムや　
H4-ERMリモートI/O
スレーブに使用するEBC

H4-EBCおよびH4-EBC-F Ethernetベース
コントローラモジュールは、PCを使用した制
御システムまたはH4-ERM Ethernetリモー
トI/Oシステムと、SUシリーズI/Oとの間に、
低コストで高性能なEthernetリンクを構築
できます。H4-EBCモジュールは業界規格の
10Base-T Ethernet通信をサポートし、ま
た、H4-EBC-Fモジュールは10Base-FL（光
ファイバ）Ethernet規格をサポートしていま
す。両モジュールとも、ユーザのPCアプリ
ケーションとSUシリーズI/Oベースユニット
との間で、転送レート10 Mbpsの通信を樹立
します。EBCモジュールはTCP/IPおよびIPX
プロトコルと互換性を持っていますので、柔
軟性の高いPC通信が可能です。また、4種類
のアドレス指定方法からユーザの用途に最適
な方法を選択することにより、ネットワーク
上のモジュールを簡単に特定することができ
ます。EBCモジュールは下記をサポートして
います。

• I/O点数はほぼ無制限
• 専用ネットワークで実行されるI/O更新
• 市販のネットワーク接続機器を使用して
既存のネットワークへ接続

• 高速入出力更新（ベースユニット当たり
1 ms以下）

■光ファイバケーブル
6-37を参照ください。 ■使いやすく

信頼性の高い高速通信
H4-EBC(-F)モジュールは、どのSUシリーズ
ベースユニットのCPUスロットにも実装する
ことができます。市販のケーブル、ハブ、リピ
ータを用いて、10Base-Tポートまたは
10Base-FLポートをネットワーク接続します。

H4-EBC(-F)モジュールは、最大3台の拡張ベースユニットをサポートします。

RJ12シリアルポート10Base-T用RJ45ポート

H4-EBC

10Base-FL用
STバイヨネット

H4-EBC-F

Ethernet
ベースコントローラ
モジュール

H4-EBC
H4-EBC-F

仕様 H4-EBC H4-EBC-F

通信 10Base-T Ethernet 10Base-FL Ethernet

データ転送レート 10Mbps 10Mbps

リンク長 100m 2km

Ethernetポート RJ45 ST型光ファイバ

Ethernetプロトコル TCP/IP、IPX TCP/IP、IPX

シリアルポート RJ12、Kシーケンス、ASCII入出力 RJ12、Kシーケンス、ASCII入出力

質量 54g 57g
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■概要

• PLC間の高速ピアツーピアネットワー
ク接続

• ダイレクトソフトプログラミングソフ
トウェアを使用した高速更新

• ヒューマンマシンインタフェース（HMI）
やWindows対応ソフトウェアからの高
性能なアクセス機能

• カスタムドライバ開発用SDK（無償）
• ほぼ無制限といえるネットワークノード
数

• DIPスイッチおよびNetEditソフトウェ
アによる簡単な設定

Ethernet通信モジュール（ECOM）は、PLC
間の高速ピアツーピアネットワーク接続を画
期的な低価格でお届けします。ネットワーク
マスタとして1台のPLCを無理に指定する必
要はありません。任意のPLCから他のPLCへ
自由に通信を始めることができます。また、業
界規格のケーブル、ハブ、リピータを使って、
PLCとPCをリンクすることができます。
Visual Scopeを使用すれば、簡単な
Windows版スプレッドシートプログラムと、
ネットワーク接続したPLCとをリンクさせる
ことができます。あるいは、ヒューマンマシン
インタフェース（HMI）ソフトウェアとダイレ
クトロジックPLCとをリンクさせることも可
能です。さらに、ダイレクトソフトプログラ
ミングソフトウェアから、ネットワーク上の
任意のダイレクトロジックPLCで稼動して
いるラダープログラムを監視したり更新す
ることができます。

■容易な接続
ユーザ用途の使用条件に合わせて、カテゴリ
5 UTPケーブルまたは62.5/125 ST型光
ファイバケーブルを使用します。UTPケーブ
ルを使用すると、ノード間の距離は最大100
mまでですが、光ファイバケーブルの場合は
2kmまで延長できます。

接続距離を延長したり、ノード数を増やした
い場合はリピータを使用してください。UTP
ケーブルは廉価なケーブルです。光ファイバ
ケーブルを使用すれば、電気ノイズによる問
題をほぼ完全に排除することができます。ユ
ーザのニーズに合わせて、接続形式を選択し
てください。

H4--ECOM

10BASE--T
ETHERNET PORT

H4--ECOM--F

10BASE--FL
ETHERNET PORT

TRANSMIT

REC EI VE

L INKGD
ACT

ERROR

L INKGD
ACT

ERROR

ETHERNET COMMUNICATION ETHERNET COMMUNICATION
FIBER OPTIC

....

H4-ECOM

H4-ECOM
H2-ECOM

H4-ECOM

Ethernet
通信モジュール

H4-ECOM
H4-ECOM100
H4-ECOM-F

Ethernetスイッチ

■光ファイバケーブル
光ファイバケーブルは、コア径/グラッド径
62.5/125μmタイプを使用します。
ノイズに強い、接続距離が2kmまでと長いこ
となどがメリットです。工場間(落雷のおそれ
があるような場合)で接続が必要な場合などに
有効です。

入手先

ブラックボックス・ネットワークサービス株
式会社(http://www.blackbox.co.jp)

2010年9月時点での商品リンクは、以下の
通りです。

オンラインストア＞ケーブル＞光ファイバ・
ケーブル

ハブ、ルータなども購入ができます。詳細は、
Mail: info@blackbox.co.jp または、電
話:03-5471-8800に確認下さい。

H4-ECOM-F

10Base-FL Ethernet

10Mbps

2km

ST型光ファイバ

TCP/IP、IPX

193g

H4-ECOM100

10Base-T Ethernet

100Mbps

100m

RJ45

TCP/IP、IPX

179g

仕様 H4-ECOM

通信 10Base-T Ethernet

データ転送レート 10Mbps

リンク距離 100m

Ethernetポート RJ45

Ethernetプロトコル TCP/IP、IPX

質量 179g

100M対応のH4-ECOM100もあります。
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H4-ECOM(-F)モジュールは、SUシリーズ
CPUベースの任意のI/Oスロットに実装しま
す*。このモジュールは、PLC間通信に必要な
識別データ、説明情報、および通信パラメー
タをフラッシュメモリに保存しています。
PLCモジュールを実装または撤去する場合
は、必ず、電源を切ってください。

*注：SUシリーズシリーズ（および互換性のある）
CPUはすべて、H4-ECOM(-F) モジュールをサ
ポートしています。

■NetEdit3ソフトウェア
無償のNetEditソフトウェアは、当社のWeb
サイトからダウンロードできます。NetEdit
を実行して、ユーザネットワークに合わせて
ECOMモジュールを設定してください。柔軟
性の高いアドレス指定方法により、プロトコ
ルや識別方法をユーザの選択に合わせること
ができます。各モジュールには、番号、または
名称、あるいはその両方を割り当てます。IP
アドレスを使用する必要はありませんが、ユ
ーザネットワークに不可欠の場合は設定す
ることができます。PCとPLC間の通信には、
IPXおよびTCP/IPの2種類のプロトコルを
使用できます。ユーザのプロトコルを選択し
たり、あるいは両方を使用することもできま
す。NetEdit画面には、ネットワーク上のモ
ジュールごとに、識別情報とトラブルシュー
ティング情報が表示されます。この画面の
[詳細な設定] をクリックすると、PLC間通
信のパラメータをNetEditで調整すること
ができます。ネットワーク識別情報は、ダイ
レクトソフトプログラミングソフトウェア
からでも変更できます。

NetEd i t3では、指定したIPアドレスの
ECOMにパケットを発行する設定ができま
す。（ブロードキャストを発行しません。）

■PLC間通信
PLC間通信は、ネットワークからの読み出し
（RX）命令と、ネットワークへの書き込み
（WX）命令を使って行われます。右の図に示
すように、RXおよびWX命令をルーチン内に
組み込みます。SPリレー（ビジービット）1個
を使用すると、複数の命令を順番に配列した
り、1個のRXまたはWX命令が書き換えられ
ないようにすることができます。また他のSP
リレーにより、通信エラーを通知させること
もできます。最初のLDS命令の中で、通信の
開始側ECOMを実装しているベースユニット
とスロット番号、および受信側ECOMのモジ
ュールIDをセットします。次のLDS命令では、
転送するバイト数をセットします。1回のRX
またはWX命令で最大128バイトまでを転送
できます。また、RXを実行する場合もWXを
実行する場合も、8進定数読込（LDR）命令
には、開始側PLCが搭載しているメモリの開
始アドレスをセットします。したがって、RX
またはWX命令には、受信側PLCの開始アド
レスをセットします。

Q50SP123

SP122
LDS

LDS

LDR

RXまたは WX

SET

O40600

K0104

K8

M100

通信エラービット

スロット1に
実装したECOM
モジュールの場合の
プログラム例

ビジービット

SU
スロットスロット0 スロットスロット1 スロットスロット2 スロットスロット3
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■概要
SUシリーズデータ通信モジュール（DM）は、
SUシリーズファミリ用の汎用通信インタ
フェースです。このモジュールの用途は主
に4通りあります。

• パーソナルコンピュータ、プログラマブ
ル表示器などに接続するための汎用通
信ポートの増設

• DirectNet（CCM）ネットワークへのネ
ットワークインタフェース

• RTUプロトコルを使用してMODBUSネ
ットワークへ接続するネットワークイ
ンタフェース

• 無手順シリアル送受信機器とのインタフ
ェース

■通信ポートの増設
SUシリーズ CPUはどのモデルも、通信ポ
ートを少なくとも2つ搭載しています（SU-
5M/6Mは4本も搭載しています）。ただし、
通信ポートを増設したい場合は、データ通信
モジュールを別途実装することができます。
DMは増設通信ポートですので、その仕様は
SUシリーズのポート1と同様です。したが
って、SUシリーズ CPUのポート1に接続で
きる装置ならばすべて、DMに接続すること
ができますが、SUシリーズと互換性のある
ドライバがその装置に搭載されていること
を確認してください。このようにすれば、プロ
グラマブル表示器、パーソナルコンピュータ
などの装置を接続することができます。また、
DMはプログラミングが不要なため、DM通
信パラメータをセットし、ケーブルで接続す
ればデータ転送を始めることができます。

DATA COMMUNICATION
PWR
NAK
TOUT
MSTR

OK
ENQ
HDR
DATA

ON LINE

OFF LINE

UNIT
ADR
(HEX)

232C/422)

U-01DM

通信およびプロトコルの
設定用DIPスイッチ

RS-232C/
RS-422通信ポート

DM（補助ポート）

オンライン/
オフライン
スイッチ

アドレス
選択スイッチ

データ通信
モジュール

U-01DM

DMを産業用モデムと接続

します

仕様

モジュール種別 インテリジェント型

CPU当たりのモジュール台数 最大7台、CPUベースユニットの任意のスロット

通信
RS-232C/422、DirectNet（CCM）、またはMODBUS（スレーブのみ）RTUプロト
コル、通信速度は300bps～38.4Kbpsの範囲から選択可能、奇数パリティまたは
パリティなし、HEXまたはASCIIモード

推奨ケーブル Belden 9729または相当品（RS-422の場合）

配線コネクタ D sub 25ピンコネクタ

質量 265g
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■DirectNet（CCM）
ネットワークインタフェース

PLC間、あるいはホストコンピュータなどの
インテリジェント型装置とPLCとの間でデー
タを共有させたい場合、DMをネットワークイ
ンタフェースとして使用することができます。
DMは簡単にDirectNet（CCM）と接続でき
ます。このネットワークを使用すれば、弊社製
PLCからタイマ/カウンタデータ、入出力情報、
Vメモリ情報など、ほとんどすべての種類のシ
ステムデータをアップロードしたり、ダウンロ
ードすることができます。DMを実装すると、
SUシリーズは、DirectNet（CCM）のマスタ
あるいはスレーブとして機能することができ
ます。

ネットワークマスタ：DMを実装すると、SU
シリーズは、DirectNet（CCM）のマスタと
して機能することができます。DMは、PLCプ
ログラムから発行された通信リクエストを受
信し、これらのリクエストを自動的にネット
ワークコマンドへ変換して、ネットワーク上
の別のPLCからデータを読み出したり、デー
タを書き込むことができます。また、この機
能を利用して、DMを搭載した2台のSUシリ
ーズシステム間でピアツーピア構成を設定
することができます。他のオプションが必要
な場合は、H4-ECOMモジュールを検討して
ください。

ネットワークスレーブ：SUシリーズ CPUは、
どのモデルも、ネットワークスレーブポート
を搭載しています。このポートがすでに使用
されている場合は、DMを実装してネットワ
ークスレーブポートを増設することができ
ます。この場合、DMは、DMのアドレスを持
つメッセージがネットワーク上を流れてい
ないか監視します。DMはネットワークコマ
ンドを解読し、データを読み書きするリクエ
ストを発行し、マスタステーションに確認お
よび情報を送り出します。DMはプログラミ
ングが不要なため、DM通信パラメータをセ
ットし、ケーブルで接続すれば、データ転送
を始めることができます。 ■MODBUS

インタフェース
DMをスレーブステーションインタフェース
として使用し、MODBUS RTUプロトコルを
使用するMODBUSネットワークへSUシリ
ーズシステムを接続することができます。た
だし、ホストシステムは、適切なデータを読み
書きするMODBUSコマンドを発行できなけ
ればなりません。

ネットワーク 
スレーブ 

ネットワークネットワーク 
スレーブスレーブ  

マスタ/スレーブネットワーク

ピアネットワーク

SUシリーズ CPU
（下側ポート）

DM
（スレーブ）

SUシリーズ DM
（マスタ）

D2-260（スレーブ）

DM（ピア）DM（ピア）

MODBUSマスタ

スレーブステーション
で、ネットワークリクエ
ストに応答します。

RTUプロトコルを
使用するMODBUS

ネットワーク

DMを実装したSUシリーズ
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■概要
F4-16PIDモジュールは、SUシリーズ CPU
と独立して最大16種類のPIDループを実行
できるように設計されたPIDコプロセッサモ
ジュールです。F4-16PIDは、高速インテリ
ジェントバスインタフェースにより、プロセス
変数を読み出してSUシリーズ CPUのVメモ
リへPID出力を直接書き込みます。そして簡
単なメニュー操作によりPIDループを構成で
きるようにしたソフトウェアが用意されてい
ます。CPUに必要なラダープログラムは最小
限に抑えていますので、コプロセッサが行う
浮動小数点演算を多用するPID計算がCPU
スキャンタイムに与える影響を少なくして
います。その結果、コプロセッサが高速PID
を実行している間も、CPUは高速ディスク
リート制御を実行することができます。この
アーキテクチャにより、PID命令を命令語に
組み込んだ小型PLCよりも性能が高くなっ
ています。

■動作
プロセス変数（PV）は、一般に、アナログ入力
や熱電対などの入力モジュールから受信しま
す。ユーザのラダープログラムにより、入力値
がプロセス変数位置にコピーされます。
PIDモジュールはループ出力値を計算して、
それを出力用Vメモリに保存します。ユーザは
この値をアナログ出力チャネルに書き込んだ
り、ディスクリート出力の時間比率として利
用したり、あるいは、セットポイントやカス
ケード状になっているループの別のループへ
送出することができます。

ループ情報はすべて、ユーザが指定したVメモ
リブロックから読み出され、また、書き込まれ
ます。オンに設定されたループはそれぞれ、
32個のVメモリ位置が必要です。ループパラ
メータはすべてVメモリに保存されますので、
SUシリーズのVメモリを読み書きできる装置
（命令語プログラマ、プログラマブル表示器
等）ならば、ループを構成/調整したり、監視
することができます。1ループあたりのVメモ
リブロックには、次に示す情報が含まれてい
ます。

• ビットマップモードワード
• プロセス変数（PV）
• セットポイント（SP）
• バイアス
• 出力
• ビットマップアラームワード
• サンプルレート（0.1～999.9秒または
Min.）

• ゲイン
• リセット
• レート
• PV Low-Lowアラーム
• PV Lowアラーム
• PV Highアラーム
• PV High-Highアラーム
• PV Yellow偏差限界
• PV Orange偏差限界
• アラーム不感帯
• エラー不感帯（SPより上）
• エラー不感帯（SPより下）
• 微分利得制限係数
• セットポイント下限
• セットポイント上限
• 最大出力クランプ
• 最小出力クランプ

ラダープログラムを作成することにより、PID
制御のバリエーションを構成することができ
ます。

• 自動/手動モード制御
• セットポイントランプ/ソーク
• アラームワード復号化
• 時間比例制御ループ
• カスケードループ
• 位置決めアクチュエータ制御ループ

16ループPID
コプロセッサ
モジュール

F4-16PID
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仕様と主な特徴

モジュール種別 コプロセッサ、インテリジェント型

ループ数 最大16

CPU当たりのモジュール数 最大6、CPUベースユニット内の任意のスロット

PIDアルゴリズム 位置または速度形式のPID式。オプションとして、ダイレクトまたはリバース
動作、誤差平方根、誤差二乗制御を指定可能。

サンプルレート PVサンプル間の時間間隔を秒または分単位で0.1～999.9の範囲内で指定します。

自動/手動 内部リレー（M）が起動すると、該当のループを自動モードにします。
ループが手動モードのとき、PVアラーム監視が継続します。

平方根PV フロー制御用途の場合、PVの平方根を指定します。

リミットSP セットポイントの許容変化について、最大値と最小値を指定します。

ゲイン 比例ゲイン（0.00～99.99）を指定します。

リセット リセット時間（0.1～999.9）を分、秒、ミリ秒またはマイクロ秒単位で指定します。

バンプレス切替 I
ループを手動から自動に切替えると、バイアスとセットポイントは自動的に
初期化されます。この機能により、急激な変化を起こさせずに転送すること
ができます。

バンプレス切替 II
モジュールが手動から自動へ切り替わるとき、出力と等しくなるようにバイ
アスをセットします。これにより、セットポイントを再入力しなくても、自動
モードへ切替えたり、自動モードから切替えることができます。

リミット出力 オプションとして、出力範囲の最大値と最小値を指定します。

ステップバイアス
セットポイントが大幅に変わる場合に、比例バイアス調整を行います。これにより、
ループを高速のまま安定化させ、出力が範囲を超えないようにすることができます。
ステップバイアスは、通常の調整済みバイアス動作と一緒に使用してください。

ワインドアップ防止
位置形式のPID式を指定した場合、PID出力が0または100％に達したとき、
リセット動作を停止します。調整済みバイアス動作を選択するか、バイアス
動作を凍結します。

レート 微分時間（0～999.9）を分または秒単位で指定します。

レート制限 微分項の計算で使用するPVを制限する微分利得制限係数を指定します
（99.99～00.01）。

誤差不感帯 セットポイント以上および以下の増減値（「あそび」）を指定します。この区
間では、出力を変化させません。

誤差二乗 誤差を二乗すると、微小の誤差がループ出力に与える影響を最小限に抑えることが
できますが、「誤差二乗」と「誤差不感帯」制御をともに有効にする必要があります。

PVの20％オフセット アナログ入力モジュール範囲（0～20 mA）で4～20 mA送出器を入力する場
合に、PVからの20％オフセットを指定します。

不感帯 変化率以外のすべてのアラームについて、アラームの不感帯（0.1％～5％）を指定します。

PVアラーム 4つのアラーム点の状態により、Q出力またはMを起動します。

PV偏差
4つのアラーム点の状態により、Q出力またはMを起動します。セットポイン
ト値からのPV偏差（上下）を表すアラーム（イエロー偏差）と、セットポイ
ント値からの大幅なPV偏差を示すアラーム（オレンジ偏差）を指定します。

変化率 指定された変化率の限界よりもPV変化が速い場合、Q出力またはMを起動し
ます。

伝送器故障 伝送器が故障していないか、PVを監視します。

アラーム仕様

質量 208g
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■概要
U-4LTCは、単ループ温度コントローラ4台
の機能を1台のモジュールに収容したもので
す。このモジュールは構成可能な非同期PID
ループ4種と、温度入力/制御出力を搭載して
いますので、PLCがSTOPモードでも、正確
な温度制御を維持できます。また、このモジュ
ールは最大±3276.7℃まで温度を制御で
き、熱電対入力と測温抵抗体入力に対応して
います。ジャンパの設定を変更するだけで、ユ
ーザ用途に最適な入力構成を選択できます。
両入力構成とも、ヒーターおよび冷却器制御
用のSSR出力に対応しています。

■動作
温度は、測温抵抗体または熱電対入力により、
直接、U-4LTCに読み込まれます。温度が目
標値（セットポイント）になっていないと、自
動的に制御出力が起動します。また、U-
4LTCは制御ループを自動調整する機能を持
っていますので、温度やプロセス状態の変化
に簡単に適応させることができます。U-
4LTCはSUシリーズ用のインテリジェント
モジュールですので、ラダープログラムで簡
単にランプ/ソークセットポイントを変化さ
せることができます。

浮動小数点計算は温度コントローラ内で実行
されますので、CPUは最小限の設定・ラダー
プログラムで済み、CPUスキャンタイムに与
える影響はわずかとなります。また、温度コン
トローラは、低温アラーム、高温アラーム、偏
差アラーム、ヒーター焼損、伝送器故障とい
った状態を監視するアラームおよび診断機能
も搭載しています。

U-4LTCからの情報はすべて、SUシリーズ
CPUメモリへ書き込まれます。その結果、こ
れらの情報は、協調制御時やプログラマブル
表示器使用時、あるいはデータ収集時に、
CPU経由で自由にアクセスすることができ
ます。
各ループの動作特性は、ユーザがSUシリーズ
CPUのVメモリ内で設定したメモリブロック
にプログラムされます。温度コントローラは
このメモリ領域にアクセスして、各ループの
動作パラメータを決めます。オンに設定され
たループは、それぞれ、24個のVメモリ位置
を使用します。ループパラメータはすべてVメ
モリ内に保存されますので、SUシリーズのV
メモリを読み書きできる装置ならば、ループ
を構成したり監視することができます。温度
コントローラはPLCに情報を読み書きしま
す。これには以下のものがあります。

連続読み出し

• モードワード
• 温度セットポイント

ループ更新後の書き込み

• 出力（0.0～100.0％または0～4095）
• アラームワード
• プロセス温度

設定の読み出し/
自動調整後の書き込み

• ゲイン
• リセット、積分時間（0～999.9秒）
• レート、微分時間（0～999.9秒）

設定のための読み出し

• 低温アラーム
• 高温アラーム
• 温度偏差アラーム
• アラーム不感帯
• セットポイント下限
• セットポイント上限
• 熱電対のタイプ
• PID制御期間
• オン/オフヒステリシス

測温抵抗体/熱電対入力
U-4LTCは、測温抵抗体入力にも熱電対入力
にも対応しています。次ページの仕様表を参
照してください。

温度コントローラはPID計算を実行し、対応する
SSRを制御します。

測温抵抗体入力または熱電対入力
を4本実装し、温度を読み出します。

U-4 LTC

4台の単ループコントローラを1台のモジュールに
まとめています。

4ループ温度
コントローラ
モジュール

U-4LTC
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一般仕様

モジュール種別 コプロセッサ、インテリジェント型

ループ数 最大4個

CPU当たりのモジュール数 最大8台、CPUベースユニットの任意のスロット

占有入出力点数 なし

設定メモリ ループ当たり24個の専用メモリ

入力タイプ 測温抵抗体または熱電対

コントローラ出力
オープンコレクタ、（高電流SSR駆動用）
DC 5～26.4 V（0.15 A）

コンバータ種別 電荷平衡、24ビット

ノッチフィルタ
> 100 dB（50 Hzおよび60 Hz）

（f-3 dB＝13.1 Hz）

同相信号除去比
最小90 dB（DC時）、最小150 dB
（50 Hzおよび60 Hz）

サンプルレート
モジュール単位で選択可能
800 ms（10 Hzフィルタ時）
160 ms（50 Hzフィルタ時）

変流器 0.5 A～50 A 感知範囲

最小出力オン時間 300 ms～感知ヒーター電流

熱電対仕様

温度範囲

Jタイプ：－190℃～760℃（－310°F～1400°F）
Eタイプ：－210℃～1000℃（－346°F～1832°F）
Kタイプ：－150℃～1372℃（－238°F～2502°F）
Rタイプ：65℃～1768℃（149°F～3214°F）
Sタイプ：65℃～1768℃（149°F～3214°F）
Tタイプ：－230℃～400℃（－382°F～752°F）
Bタイプ：529℃～1820℃（－984°F～3308°F）
Nタイプ：－70℃～1300℃（－94°F～2372°F）
Cタイプ：65℃～2320℃（149°F～4208°F）

入力障害保護 60 VmsまたはDC 50 V（最大）

冷接点補償 自動補償

入力インピーダンス 20 MΩ DC

分解能 ±0.1℃（相対精度）

最大誤差 ±3℃（熱電対誤差を除く）

測温抵抗体仕様

温度範囲

Pt100タイプ：－200℃～850℃（－328°F～1562°F）
Pt1000タイプ：－200℃～595℃（－328°F～1103°F）
jPt100タイプ：－35℃～450℃（－36°F～842°F）
10Ωタイプ：－200℃～260℃（－328°F～500°F）
25Ωタイプ：－200℃～260℃（－328°F～500°F）

入力障害保護 DC 50 V（最大）

測温抵抗体励起電流 200μA

分解能 ±0.1℃

最大誤差 ±1℃

ループ仕様

ループ動作モード
PID制御：Vメモリ内に保存されているPIDパラメータに従って、出力を計算し制御します。自動調整をオンにすると、モジュールは自動調整プロセス
中に計算されたPIDパラメータを使用します。オン/オフ制御：プロセス温度、セットポイント、オン/オフヒステリシス、および制御種別（加熱または
冷却）のみに基づいて、出力をオン/オフ制御します。

PID制御期間 サンプルレートと出力を生成する時間（0.5～99.9s）を指定します。

リミットSP セットポイントの許容変化について、上限と下限を指定します。

スケーリング 自動的に温度を工業単位に変換します。

ゲイン 比例ゲイン（0.0～6553.5）を指定します。自動調整機能をセットすると、ゲインも自動的に決定されます。

リセット リセット時間（0～65535）sを指定します。自動調整機能をセットすると、リセット時間も自動的に決定されます。

ワインドアップ防止 PID出力が0または100％に達したとき、リセット動作を停止します。プロセス温度が応答を始めると、バイアスは自動的に調整されます。

レート 微分時間（0～65535）sを指定します。自動調整機能をセットすると、レートも自動的に決定されます。

アラーム仕様

不感帯 アラームの温度不感帯を指定します。温度が（アラーム限度－不感帯）を越えていると、アラームは通常通りアクティブになります。

高温 温度は、プログラムされている上限を越えています。

低温 温度は、プログラムされている下限を越えています。

偏差 プログラムされている偏差限度を越えて、温度がセットポイントから高温または低温になりすぎていると、Q出力またはMが起動します。

伝送器故障 測温抵抗体または熱電対が焼損したり、入力が失われると、このアラームが発生します。

質量 360g



割込み入力モジュール

割込み入力モジュール

8-45

■概要
U-01NIは、8点割込みモジュールです。この
モジュールは、高い優先順位のイベントが発
生したときに特殊な動作を実行しなければな
らない用途を想定して設計されています。こ
の優先順位の高いイベントが発生すると、割
込みモジュールはDCレベル入力信号を検出
します。次に、モジュールはCPUに対して、現
在実行している動作を中断するよう、自動的
に通知します。CPUは直ちに通常のスキャン
サイクルの実行を中断して、その割込み入力
信号点が特定する割込ルーチンへジャンプし
ます。CPUは、割込ルーチン内のプログラム
を実行します（たとえば、時間厳守で更新を
行わなければならない場合、ダイレクト入出
力命令を使用すれば、直ちに入出力を読み書
きすることができます）。割込みルーチンの実
行が完了すると、CPUは中断したところに戻
って、通常のスキャンサイクルを再開します。
CPUは、次の割込み信号を検出するまで、通
常のスキャンを繰り返します。

■ハードウェア機能
U-01NIは、8点の入力信号を受けられるよ
うに設計されています。これらの入力には、0
～7までのラベルが振られています。複数の入
力を同時に受信した場合、順位はそれぞれの
ラベル番号の順（先頭が「0」で最後が「7」）
になります。

割込みとして使用していない入力は、通常の
DC入力として使用することができます。この
設定は、モジュール背部の8ビットDIPスイッ
チで行います。

割込み信号は、立ち上がりまたは立下りでト
リガすることができます。この選択はDIPス
イッチで行います。

応答時間に対する入力制限範囲は2種類あり
ますが、この選択もDIPスイッチで行います。

割込み
No.1

割込ルーチン

受信信号通常の
プログラム

割込み
入力モジュール

U-01NI

モジュール仕様

CPU当たりのモジュール数
1台（SU-5E）、2台（SU-6BおよびSU-5M/6M）モジュールは、CPU
ベースユニットの第1スロット、（2台目を）第2スロットに実装し
なければなりません。

入力点数 8（入力16点を占有）

入力電圧範囲 DC 10.20～26.4 V

動作電圧範囲 DC 12～24 V

最大入力電流 10.0 mA

インピーダンス 2.7 kΩ

入力電流 4.4 mA（DC 12 V）、9.0 mA（DC 24 V）

オンレベル電圧 DC 9.5 V

オフレベル電圧 DC 3.0 V

最大オフ電流 1.5 mA

最小オン電流 4.0 mA

オフ→オン応答時間 0.08～0.59 ms、または0.88～6.47 ms

オン→オフ応答時間 0.15～0.89 ms、または1.64～9.81 ms

端子種別 着脱式20P端子台

質量 250g
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■概要
高速カウンタ入出力（H4-CTRIO）モジュー
ルは、カウント計測またはタイミング用途向
けの高速パルス型入力信号を受信し、ステッ
ピングモータ制御、監視、アラーム、その他の
ディスクリート制御機能向けの高速パルス型
出力信号を供給できる設計になっています。
H4-CTRIOモジュールは、入力イベントに基
づいた正確なカウント計測またはタイミング
を必要とする用途、あるいは高速制御出力用
途に対して非常に柔軟に対応することができ
ます。

H4-CTRIOモジュールはマイクロプロセッサ
を内蔵し、PLC/コントローラとは非同期的
に稼動することができます。つまり、本モジュ
ールから生成される出力は、入力信号に対し
てリアルタイムに応答しますので、PLC/コ
ントローラは遅延待機することなく入出力
をスキャンできることになります。
H4-CTRIOモジュールは、インクリメンタル
エンコーダなど、パルス出力を送出するユー
ザ装置と連携できるように設計されています。

■CTRIOモジュールの特徴
CTRIOモジュールは次のような入出力機能を
持っています。

• DCシンク/ソース入力×8、DC 9～30 V
• DCシンク/ソース出力×4（絶縁仕様）、
DC 5～30 V、1 A/点

サポートしている入力

• 90°位相差2相出力エンコーダ/カウン
タ×2（最大100 kHz）、または単チャ
ネルカウンタ×4（最大100 kHz、モジ
ュール端子Ch1A、Ch1B、Ch2A、
Ch2Bを使用）

• 高速エッジタイマ、デュアルエッジタ
イマ、パルスキャッチ、カウントリセッ
ト、カウント禁止、または原点サーチ限
界点（モジュール端子Ch1C、Ch1D、
Ch2C、Ch2Dを使用）

サポートしている出力
• 高速ディスクリート出力×4（独立し
た構成が可能）、または2チャネルパル
ス出力制御（チャネル当たり20 Hz～
25 kHz）

• パルス出力制御用パルス/方向、または
CW/CCWパルス

• ユーザ制御プログラムから直接、制御
可能なディスクリート出力

■ソフトウェア構成
スケーリングおよび構成の操作はすべて、
CTRIO Workbench（Windows版ソフトウェ
アユーティリティプログラム）で行います。こ
れにより、本モジュールを設定するのにラダ
ープログラムを作成する必要はありません。
CTRIO Workbenchは、Windows 98/
2000/XP、およびNT 4.0 SP5以降に対
応しています。

■主な用途

• エンコーダ入力による高速定尺切出し
動作

• ステッピング/サーボモータを制御する
摘み挿入（ピック＆プレース）または
割出し（インデキシング）機能

• ウェブ素材制御向け動的レジストレー
ション

• 内蔵スケーリング機能を用いた速度制
御向け高精度周波数カウント計測

• 高速梱包、接着、ラベル貼付向けPLS（プ
ログラム可能リミットスイッチ）機能

• 高速製品検出向け10μs未満のパルス
キャッチ機能

• レベルまたは流量制御機能

■サポートしているシステム
バックプレーンの消費電流が許される場合
は、複数のH4-CTRIOモジュールを同じベー
スユニットに実装することができます。

SUシリーズ PLC
H4-CTRIOモジュールを実装できるのは、
SU-5M/6M CPUのみとなります。SU-5E
CPU、SU-6B CPUはCTRIOモジュールを
サポートしていません。モジュールは、いずれ
のSUシリーズベースユニットの場合も、任意
のI/Oスロットに実装します。ただし、CTRIO
モジュールは、拡張ベースユニットやシリア
ルリモートI/Oベースユニットには実装でき
ません。

PCを使用した
Ethernet入出力制御システム
H4-CTRIOモジュールは、H4-EBCインタフェ
ースモジュールを経由して、PCを使用した
制御システムと接続することができます。ま
た、H4-EBCを使用すると、SUシリーズロ
ーカル拡張ベースユニットにH4-CTRIOを
実装することができます。

ERM/EBCシステム
H4-CTRIOモジュールは、H*-ERMシステム
内のH4-EBCスレーブに実装することができ
ます。

高速カウンタ
入出力モジュール

H4-CTRIO

CTRIO Workbenchメイン構成画面

CTRIO入力/出力機能は、[入出力の
構成]ダイアログボックスで割り当てます
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■入出力仕様
一般仕様

モジュール種別 インテリジェント型

ベースユニット当たりのモジュール数 消費電流による制限のみ

占有入出力点数 なし。入出力は、PLCのVメモリに直接割付けし、PC制御によるアクセスが可能です。

端子種別 着脱式20P端子台

絶縁 2500 V（入出力～ロジック間）、1000 V（入力チャネル間、全出力間）

* ステッピングモータを使用する場合は、外部供給電源を用意してください。

H4-CTRIO入力仕様

入力 8点（シンク/ソース）、
最大100 kHz

最小パルス幅 5 μs

入力電圧範囲 DC 9～30 V

最大電圧 DC 30 V

入力電圧保護 ツェナダイオード
（DC 33 V）

定格入力電流 標準8 mA、最大12 mA

最小オン電圧 DC 9.0 V

最大オフ電圧 DC 2.0 V

最小オン電流 5 mA（オン状態の保証に
はDC 9 Vが必要）

最大オフ電流 2.0 mA

オフ→オン応答時間 3 μs未満

オン→オフ応答時間 3 μs未満

H4-CTRIO入力リソース

カウンタ/タイマ 4（4入力チャネルグループ当たり2）

応答オプション

×1、×2または×4、エンコーダ、
アップ/ダウンカウンタ、
エッジタイマ、デュアルエッジ
タイマ、入力パルスキャッチ、
リセット、禁止

タイマ範囲/分解能 42億（32ビット）、1μs

カウンタ範囲 ±21億（32ビット、または
31ビット＋符号ビット）

H4-CTRIO出力仕様

出力
4点（それぞれ絶縁仕様）、電流ソース/シンク、

FET出力（オープンドレイン、ソース、浮遊ゲートドライブ）

電圧範囲 DC 5 V～DC 36 V

最大電圧 DC 36 V

出力固定電圧 DC 60 V

最大負荷電流 1.0 A

最大負荷電圧 DC 36 V

最大漏洩電流 100 μA

最大許容突入電流 5 A（20 ms間）

オフ→オン応答時間 3 μs未満

オン→オフ応答時間 3 μs未満

オン状態電圧降下 最大0.3 V

外部電源 ループ電源の場合のみ、内部モジュール機能使用時は不要*

過電流保護 最大15 A

温度による停止 接点温度＝150℃

温度異常によるリセット 接点温度＝130℃

デューティサイクル範囲 1％～99％（1％単位、デフォルト＝50％）

構成可能なプリセット値
a) 単独
b) 複数

a) 各出力ごとにプリセット1個を割当て可能、または
b) 各出力ごとにプリセット値テーブル1個を割当て可能、テーブル1個には最大
128個のプリセット値を設定可能、設定可能な最大テーブル数＝255

H4-CTRIO出力リソース

パルス出力/ディスクリート出力 パルス出力：2チャネル（各チャネル当たり2出力、20 Hz～20 kHz）、
ディスクリート出力：4点

リソースオプション

パルス出力：パルス/方向またはCW/CCW、プロファイル：台形、S字曲
線、対称S字曲線、動的位置、動的速度、原点サーチ、速度モード、限界
までRUNモード、位置までRUNモード
ディスクリート出力：4（セット、リセット、パルスオン、パルスオフ、ト
グル、リセットカウント機能から構成可能、タイマ/カウンタ入力機能に
対する応答として割当て）
生データモード：ユーザのユーザプログラムからディスクリート出力へ
の直接アクセス

目標位置範囲 ±21億（32ビット、または31ビット＋符号ビット）

質量 252g
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■設置と配線
H4-CTRIOモジュールは独立した入力チャネルを2本搭
載しています。この入力チャネルはそれぞれ光学的に分
離された入力×4で構成されています（1A～1D入力点
はコモン1M、2A～2Dはコモン2M）。入力はシンク電
流、ソース電流のどちらにも配線できます。

また、本モジュールは光学的に分離された出力を4個搭
載しています（Y0～Y3出力点は、それぞれ、M0～M3
コモンから分離しています）。正電流が端子Cnに入り、
端子Ynから出るように、出力を配線してください（次ペ
ージのブロック図を参照してください）。

CTRIO Workbenchから、本モジュールをユーザの用
途に合わせて構成することができます。それぞれの入力
機能（カウント、タイミング、リセットなど）および出力
機能（パルス出力、ディスクリート出力など）は、モジュ
ールの構成時に設定します。

電源、回路極性、ユーザ装置について詳しくは、下記の
注を参照してください。

■状態表示

2A
2B
2C
2D

F1
F2
Y2
Y3

OK ER

COUNTER I/O

H4–CTRIO

1A

2A

5–12mA

1B

2B

1C

2C

1D

2D

1M

2M

NC

NC

C0

C2

Y0

Y2

+

L

1A
1B
1C
1D

F1
F2
Y0
Y1

TB

INPUT:

1.0A Max

OUTPUT:

per point

C1

C3

Y1

Y3

+

++

+

L
+

+

+

L

L

H4–CTRIO

+

+

+

+

DC 9-30 VDC 9-30 V

DC 9-36 VDC 9-36 V

注：

1. 入力（1A、1B、1C、1D、および2A、2B、2C、2D）に接続す
るDC 9～30 V電源は、ユーザ側で用意してください。端子1M
および2Mは、チャネル1およびチャネル2入力共通となります。
最大消費電流は、入力点当たり12 mAです。

2. 入力電源の極性（右図）は逆転することができます。ただし、ユ
ーザ装置の極性を考慮してください。市販されている装置のほ
とんどは対応可能な極性が1種類のみの設計になっていますの
で、電源の配線を逆にすると、装置を破損する可能性がありま
す。

3. 出力の極性は1種類のみとなります。また、DC 5～36 V電源は、
ユーザ側で用意してください。出力回路当たりの最大許容電流は
1 Aです。

1A
2A

1B
2B

1C
2C

1D
2D

1M
2M

NC
NC

C0
C2

Y0
Y2

C1

C3

–    +

Y3

Y1

–    +

–    +

–    +

L

–    +

L

–    +

–    +

–    +

L

–    +

L

–    +

–    +

–    +

H4-CTRIO LEDの説明

OK モジュール状態良好

ER ユーザプログラムエラー

1A－1D チャネル1A～チャネル1D入力状態

2A－2D チャネル2A～チャネル2D入力状態

（CH1)F1－F2 チャネル1リソース状態

（CH2)F1－F2 チャネル1リソース状態

Q0～Q3 出力状態

H4-CTRIO LED診断表示の意味

LED OK LED ER 意味

点灯 消灯 すべて正常（RUNモード時）

点滅 点滅 ブートモード時（ユーザによるOSアップグレード時）

点滅 消灯 STOPモード時

消灯 点滅 モジュール自己診断故障

消灯 点灯 モジュール障害（ウォッチドグタイムアウト発生）

消灯 消灯 モジュール電源断

TB ユーザ端子台の実装状態不良

H4-CTRIO LED診断表示の意味

1A－1D 実際のチャネル1入力状態による

2A－2D 実際のチャネル2入力状態による

（CH1）F1 チャネル1機能1がカウント中またはタイミング取得中

（CH1）F2 チャネル1機能2がカウント中またはタイミング取得中

（CH2）F1 チャネル2機能1がカウント中またはタイミング取得中

（CH2）F2 チャネル2機能2がカウント中またはタイミング取得中

Q0～Q3 実際の出力状態による：点灯＝出力から電流送出時
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■半導体入力装置の配線
DCタイプのユーザ装置は、シンク電流、ソー
ス電流のいずれかに構成されています。この
構成により、その装置とCTRIOモジュールと
の配線が異なります。シンク/ソースの考え方
について詳しくは、本書の付録「シンク/ソー
ス」を参照してください。

+-

1A

1M

DC 24 V

検出回路 

この配線図は、チャネル1の端子1A、
1B、1C、1Dに適用される標準的な配
線を示しています。対応するチャネル2
の端子についても、同様な回路が表示さ
れています。 

対応するチャネル2の端子につい
ても、同様な回路が表示されてい
ます。 

+

-

1A

1M

D
C
 2
4
 V

D
C
 2
4
 V

この配線図は、チャネル1の端子1A、
1B、1C、1Dに適用される標準的な
配線を示しています。対応するチャネ
ル2の端子についても、同様な回路が
表示されています。 

検出回路 

対応するチャネル2の端子についても、
同様な回路が表示されています。 

NPNデバイス（シンク）

PNPデバイス（ソース）

Yn

+

-

 

+

-

Yn

DC +5～36 V

DC +5～36 V

Cn（n＝0、1、2、3） 

Cn（n＝0、1、2、3） 

CTRIO CTRIO 
出力出力 
 

CTRIO CTRIO 
出力出力 
 

負荷負荷 

負荷負荷 

■パルス出力ブロック図

■ステッピング/サーボモータドライバ配線例

1A
2A

1B
2B

1C
2C

1D
2D

1M
2M

NC
NC

C0
C2

Y0
Y2

C1
C3

Y3
Y1

+ -
+-DC 5～36 V

DC 5～36 Vステッピングモータドライバステッピングモータドライバ 

ステッピングモータドライバステッピングモータドライバ 

パルスパルス 

方向方向 

（または（またはCWCW） 

（または（またはCCWCCW） 

パルスパルス 

方向方向 

（または（またはCWCW） 

（または（またはCCWCCW） 
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■構成用ソフトウェア
CTRIO Workbenchは、CTRIOモジュールの構成や用途に適した工
業単位への信号変換を行うソフトウェアユーティリティです。また、
Workbenchでは、CTRIOモジュールのSTOPモードとRUNモードの
切替え、入出力状態と機能の監視、モジュール機能の診断制御など、さ
まざまな機能を実行することができます。

CTRIO Workbenchの入出力の構成設定

[入出力の構成] ダイアログボックスでは、入力機能と出力機能をモジ
ュールに割り当てます。入力機能と出力機能をどのように選択するか
で、使用できるオプションが決まります。入力機能ボックスでは、サポ
ートされている機能を選択することができます。Workbenchソフトウ
ェアでは、サポートされていない構成はすべて選択できないようになり
ます。

CTRIO Workbenchのオンボードスケーリング機能

工業単位への変換は、スケーリングウィザードを使って行います。
ウィザードに表示されるオプションは、カウンタ機能の場合と、
タイマ機能の場合では異なります。カウンタ機能を選択すると、
「位置」および「レート」のスケーリングが行えます。また、タイマ
機能を選択すると、「時間間隔」のスケーリングが行えます。

ファイルから読み込みおよび
ファイルへの書き出し機能を使って、
構成を取り込んだり保存します

モジュールの状態と構成を示す
詳細なスナップショット画面

ネットワーク接続されているPLC
からモジュールを選択します

[入出力の監視] 画面

簡易デバッグ機能を搭載した
[入出力の監視] ダイアログボックス

CTRIO Workbenchのメイン構成画面

[入出力の構成] 画面

スケーリングウィザード画面

H4-CTRIO

CTRIO Workbenchの診断/監視機能

モジュールがRUNモードにあるとき、Workbenchのメイン画面から [入
出力の監視] ダイアログボックスを開くことができます。このダイアログ
ボックスを使うと、設置する前に簡単にユーザの構成をテストしたり、デ
バッグすることができます。[入出力の監視] ダイアログボックスは、「入力
機能」「出力機能」「システム機能」を表示する3つのエリアで構成されて
います。入力機能タブの下に表示されるデータには、入力Dwordに関する
全パラメータ、状態ビット、および構成されている入力/出力機能ごとの
状態などがあります。出力機能タブの下には、出力（D）wordに関する全
パラメータ、実行中に変更できる構成情報、正常に転送されたビット数お
よびエラーとなったビット数を示すフィールドが表示されます。システム
機能は、CTRIOの内部レジスタを読み出したり、レジスタに書き込む場合
に使用します。
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高速定尺切出し用途

■高速入力動作
CTRIOモジュールは、さまざまな高速入力および出力動作をすべて
1台のモジュールで行うことができます。柔軟性の高い2チャネル入
力と独立した2チャネル出力といった設計により、高速カウント、タ
イミング、パルスキャッチ動作だけでなく、高速ディスクリート出力
または数通りのプロファイルから選択が可能なパルス出力動作の両
方をサポートしています。CTRIOモジュールのリソースによる制限
のため、入力機能と出力機能のすべての組合せに対応できるわけで
はありませんが、CTRIOの代表的な応用例のいくつかを下記に示し
ます。これらの例から、高速入出力動作へのユーザニーズと照らし合
わせてください。

■高速カウント
エンコーダ（モジュール当たり最大2台までのエンコーダ）入力を使用
したカウント機能をCTRIOモジュールに構成し、外部リセット、パル
チキャッチ、禁止信号を接続できます。下記に示す簡単な定尺切出し
用途の場合、材料の入力位置基準情報がエンコーダからモジュールに
送られます。モジュールの高速出力は、切断装置とクラッチ/ブレーキ
装置に配線します。あらかじめモジュールにプログラムされたセットポ
イント値とロータリエンコーダからのカウント値が等しくなると、高速
出力が生成されて送り動作が停止し、固定長ごとに材料が切断されま
す。さらにクラッチ/ブレーキ信号を禁止信号として使用すれば、材料
が切断されている間はカウントしないようにすることができます。

■高速タイミング
CTRIOモジュールでは、カウント数にも、レートにも対応可能なタイ
ミング機能を構成することができます。ギアの歯を検出する近接セン
サを標準的な構成にセットすると、カウントの受信レートからギアの
速度を計算することができます。さらにこの値をユーザの用途に必要
な工業単位に変換することができます。

[入出力の構成] 画面でCTRIOに高速カウントを構成

[入出力の構成] 画面でCTRIOに高速タイミングを構成

光電センサ

近接センサ

ギア

CTRIOモジュールを実
装したPLC

CTRIOモジュールを実
装したPLC

モータ
インタフェース

CTRIO高速出力

モータ
制御線

ギアボックス、
クラッチ/ブレーキ
インタフェース

切断部品

切断機インタフェース

ロータリ
エンコーダ

定尺切出し
される材料

高速タイミング用途

高速エッジタイミング用途

物理配線接続するカウント、
リセット、禁止をポイント＆

クリック操作で選択

強力なエッジタイミング機能
エッジボタンを押すたびに、使用可能なエッジ

タイミング値が順番に表示されます
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■パルス出力動作

ステッピング/サーボモータ制御用パルス出力

CTRIOモジュールでは、数種類のパルス出力制御を構成することが
可能です。ほとんどの場合、ステッピングまたはサーボモータシステ
ムを接続します。本モジュールは、最大25 kHzまでのパルス出力信
号を2チャネルに送出することができ、パルス/方向出力または
CW/CCWパルス出力をサポートしています。選択可能なプロファイ
ルとしては、台形、S字曲線、対称形S字曲線、動的位置決め、動的速
度調整、原点サーチを用意しています。プロファイルはすべて、
CTRIO Workbenchソフトウェアが用意するグリッド形式パラメー
タフィールドや選択したプロファイルのグラフィック表示により簡
単に構成することができます。また、ユーザプログラムで制御できる
3種類のプロファイル（速度モード、限界までRUNモード、および定
置までRUNモード）を別途用意しています。

応用例

上記に示した簡単な回転割出し（インデキシング）の例では、固定台
形プロファイルを選択しています。この用途の場合、CTRIOからの
パルス/方向出力をステッピングモータドライバに配線します。この
用途の条件は、回転式テーブルを滑らかに動かして、等間隔で並んで
いるそれぞれの容器に製品を注入することです。各動作に必要なパ
ルス数をあらかじめ定め、それをCTRIO Workbenchの「合計パル
ス数」に入力し、合わせて「開始周波数」「終了周波数」「位置合わせ周
波数」（加速後の速度）も入力します。加速および減速パラメータを
時間単位で入力しておくと、ランプ距離の計算が不要になります。パ
ラメータをすべて入力すると、構成したプロトコルファイルが自動
的にグラフィック表示されます。この構成をモジュールにダウンロ
ードすれば、後はPLC CPUから出力イネーブル信号を送出するだけ
で動作を開始できます。

その他の主なパルス出力用途
• 曲線型の加速/減速プロファイルが必要なステッピング/サーボモータに
対して信号伝達するS字曲線型加速/減速プロファイル（固定された製品、
コンベア上のボックス、インデクサ上の容器内の液体、印刷時のトンボな
どの動きに対して、最初の「急激な動作」を減退させます）

• あらかじめプログラムされたカウント数、あるいはモジュールに配線され
た外部高速ディスクリート入力のいずれかに基づいて、所定の位置まで
実行することが求められる動的位置決め。この使い方は、巻き取りや、動
的なレジストレーション・マークを使用したり、速度を変更するウェブ
制御では一般的な用例です。

• CTRIOディスクリート入力限界値を使用して原点位置を見つける
原点サーチルーチン

[パルスプロファイルの変更] 画面で台形パルス出力プロファイルを選択

S字曲線加速/減速パルス出力プロファイル

[プロファイルの計算] を押すと、
出力パルスプロファイルが
グラフィック表示されます。

グリッド形式パラメータ
により、出力パルスプロファイル

の微調整が可能

注入口CTRIOパルス出力信号

筐体内のステッピングモータ

回転式ターン
テーブル

回転式割出しによる液体注入用途

ステッピングまたは
サーボモータドライバ

CTRIOモジュールを実
装したPLC
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高速入力動作とパルス出力動作の組合せ

柔軟性の高いCTRIOモジュールの設計により、高速入力と高速パルス
出力信号の転送を同時に組み合わせることが可能です。ただし、この
場合、モジュールはクローズドループ制御を内部的にはサポートしてい
ないという制限があります。クローズドループ制御機能をCTRIOに搭
載するには、この制御を調整するためのPLCのプログラムが別途必要
になるため、制御がPLC CPUのプログラムスキャンに左右されること
になります。CTRIOでは、パルス出力をドライバに供給しながら、重要
でない応答に対する入力を高速でカウントすることにより、単純な位置
/速度監視を容易にします。

応用例

上記に示す簡単なドリルヘッド用途では、CTRIOからのパルス出力を
ステッピング/サーボモータドライバへ配線しています。入力は、ドリ
ルヘッド部品の可動部の送りネジに装着されたエンコーダに配線しま
す。CTRIOモジュールからドライバへの出力パルス列により、モー
タが送りネジを回転させます。これにより、送られてくる材料内へド
リルが進行します。ロータリエンコーダは、ドリルヘッドの速度と位
置を監視しています。両端にある近接センサはリミットスイッチと
して機能し、ドリルヘッドが動き過ぎないようにしています。また、
原点センサをドリルヘッド部品の中央部に置き、これにより、PLCがカ
ウント数をリセットできるようにしています。

CTRIOパルス出力プロファイルPLC CPUプログラム

マルチヘッドドリル装置への応用

近接センサ

近接センサ近接センサ

ロータリ
エンコーダ

ステッピングまたは
サーボモータドライバ

CTRIOモジュールでクローズドループ制御を実行するには、
ループを閉じるためにPLC CPUプログラムからの関与が必要
になります。このようにすると、用途は、PLC CPUスキャンに
左右されることになります。

CTRIO Workbenchを使用して、高速
入力と高速パルス出力の同時動作をモ
ジュールに構成

CTRIOモジュールを
実装したPLC

CTRIO高速入力パルス列

■高速入力動作と
パルス出力動作の組合せ

ラダー
プログラム

送りネジ
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■概要
SUシリーズ高速カウンタは高速アップ/ダウ
ンカウント機能を搭載し、カウントデータと、
CW、CCW、減速、一致などの出力信号を出
力します。本モジュールはSUシリーズ CPU
と非同期的に機能しますので、高速応答と制
御が可能です。したがって、このモジュール
は、特に、エンコーダ（位相差またはアップ/
ダウン）や双方向モータを使用する用途に最
適となります。

U-01Zモジュールの主な特徴は次の通りで
す。

• 位相差またはアップ/ダウンエンコーダ入力

• 最大入力パルスレート100 kHz（デューティサ

イクル50％）

• ユーザ制御入力7種

• モータの速度や方向を制御する外部出力4種

• カウント計測範囲－8388608～

＋8388607（オーバーフロー機能付き）

• カウンタ入力逓倍：×1、×2または×4

• ユーザが選択可能なカウント方向

• モード（AまたはB）選択：Aモードは等号でカ

ウンタをリセット、Bモードは等号後もカウン

トを継続

• 原点位置を自動的に検索する原点サーチモード

• パルスレートを決めるサンプリングカウント

INA

INB

INA

INB

INA

INB

CW

1相出力ロータリエンコーダ相出力ロータリエンコーダ 
アップまたはダウンアップまたはダウン 

INAINA

INBINB未使用未使用 

1相出力ロータリ相出力ロータリエンコーダエンコーダ 
アップアップ 

ダウンダウン 

9090°位相差位相差2相出力相出力 
ロータリエンコーダ 

進み信号と遅れ信号進み信号と遅れ信号 

パルス信号入力パルス信号入力 

レベル信号出力レベル信号出力 

高速カウンタ
モジュール

U-01Z

U-01Z

2入力による標準的なカウント

ロータリエンコーダの場合、進み信号と遅れ信号は、
シャフトを回す向きにより決まります。これが位相差
カウントで方向を感知できる仕組みです。

1入力による標準的なカウント

位相差カウント

出力制御

CWは時計回り信号出力です。
可能性のある4種の出力の1つ
に過ぎません。

仕様

モジュール種別 インテリジェント型

割当て可能な入出力点数 16点（I入力）、32点（Q出力）

CPU当たりのモジュール数 8台、任意のローカルまたは拡張スロット位置

端子種別 着脱式20P端子台

カウント信号レベル DC 4.75 V～DC 30 V、10 mA未満

最大カウント速度 100 kHz（デューティサイクル50％）

最小入力パルス幅 5μs

質量 350g
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外部モジュール入力の説明

IN A 選択したモード次第で、これは標準アップ/ダウンカウンタ入力、位相差カウンタ入力の
1つのどちらかになります。

IN B 選択したモード次第で、これは標準アップ/ダウンカウンタ入力、位相差カウンタ入力の
1つのどちらかになります。

IN Z 位置制御では、この入力を基に原点サーチすることができます。また、外部から
カウンタをリセットする方法として使うこともできます。

LD（ロード） カウント計測でオフセット値を適用したい場合、この端子に印加される立ち上がり信号
により、計数値にオフセット値がコピーされます。

RST（リセット） この端子にHIGH（オン）信号が印加されると、カウンタがゼロにリセットされ、LOW
（オフ）信号へ遷移するまで、そのままの状態になります。

LATCH
現在の計数値を保存することができます。この端子に印加される立ち上がり信号に
より、現在の計数値が共有RAMに保存されます。また、計数は中断することなく継続し
ます。

C.INH
INAおよびINBに入る計数入力を一時的に無視することができます。この端子にHIGH
（オン）信号が印加されると、計数が禁止され、入力を無視することになります。現在の
計数値は、LOW（オフ）信号が印加されるまでそのままとなります。

RUN SUシリーズのRUNモードと混同しないでください。HIGH（オン）信号が印加されると、スター
ト（RUN）が実行されます。LOW（オフ）信号が印加されると、停止します。

LS1およびLS2 これらの端子のいずれかまたは両方をリミットスイッチに接続して原点サーチすること
ができます。また、単にディスクリート入力として使用することもできます。

外部モジュール出力の説明

CW

時計回り：スタート（RUN）がONされたとき、現在の計数値があらかじめ指定された
値よりも小さい場合、オンになります。また計数値とあらかじめ指定された値が等しい
と、リセットされます。また計数値とは独立して、U-01Zに割り当てられている内部出力
ビットにより、この出力を制御することができます。

CCW

反時計回り：スタート（RUN）がONされたとき、現在の計数値があらかじめ指定され
た値よりも大きい場合、オンになります。また計数値とあらかじめ指定された値が等し
いと、リセットされます。また計数値とは独立して、U-01Zに割り当てられている内部出
力ビットにより、この出力を制御することができます。

OUT1

減速：スタート（RUN）がONされているとき、現在の計数値が減速値と等しい場合、
この出力がオンになります。スタート（RUN）をいったんOFFし、再度、ONになったと
き、あるいはU-01Zに割り当てられている内部出力ビットがオンになると、この出力は
リセットされます。

OUT2

一致：スタート（RUN）がセットされているとき、現在の計数値があらかじめ指定され
た値と等しい場合、この出力がオンになります。スタート（RUN）をいったんOFFし、
再度、ONになったとき、あるいはU-01Zに割り当てられている内部出力ビットがオンに
なると、この出力はリセットされます。

SUシリーズCPUからU-01Zへの
内部インタフェース信号

一致出力リセット

オーバーフローリセット

書込み値ロード

スタート（RUN）

手動CCW

手動一致

手動CW

手動減速

計数禁止

計数ラッチ

計数リセット

加減算/位相差選択

計数方向切換え

原点サーチ指令

逓倍（x2）

逓倍（x4）

計数機能切換え

サンプリング計数

外部LD信号許可

非常停止

原点サーチ特殊機能

自動停止解除

電気原点許可信号

U-01ZからSUシリーズCPUへの
内部インタフェース信号

現在のカウント値 > プリセット値

現在のカウント値＝プリセット値

現在のカウント値 < プリセット値

カウントオーバーフロー

CCWの状態

一致の状態

CWの状態

減速の状態

LS2の状態

LS1の状態

原点サーチ実行中

サンプリング実行中

端子台抜け

外部電源障害

内部異常
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位置決めコントロールモジュール

1軸位置決めコントロールモジュール

8-56

P
C

U

OK

READY

BUSY

位置決め完了 

インポジション 

カウントオーバー 

OVT

OVT

データセット完了 

データエラー 

システムエラー 

ドウェルタイム中 

WAIT中 

割込み中 

ストップ中 

非常停止中 

ENABLE

原点サーチ指令 

原点復帰指令 

位置決め指令 

手動指令 

寸動指令 

外部割込入力切換え 

CCW/CW切換え 

リセット 

工程リセット 

カウンタロード 

オーバーライド／速度変更 

割込み 

STOP

ライトストローブ 

リードストローブ 

現在データ 

位置決めデータ 

U-01PM/U-11PM

バッファメモリ 

現在位置 
現在速度 

運転パラメータ 
位置決め位置 
(MAX.96ポイント)

CWパルス 

CCWパルス 

EXT RDY

偏差カウンタリセット 

インポジション 

Z相 

パルスモータ 
ドライバ 

または 

サーボモータ 
ドライバ パルスモータ 

外部コントロール 
割込み／STOP

非常停止 

OVT

OVT

原点 

＋ 

－ 

U-11PMのみ 

手動パルサ 

または 
サーボモータ 

＋ 

－ 

1
軸
位
置
決
め
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ジ
ュ
ー
ル
 

■概要
U-01PM/11PMは、SUシリーズ CPUか
らあらかじめ設定された位置決めデータによ
り、パルス列で各種モータドライバをコント
ロールし、1軸の位置決めを行うことができ
るモジュールです。また、U-11PMは、U-
01PMに手動パルサの機能が追加されてい
ます。

1軸位置決め
モジュール

U-01PM
U-11PM

仕様

制御軸数 1軸

最大位置指令範囲 －8388608～＋8388607パルス

速度設定範囲 1Hz～400kHz

加減速時間 10～65500ms（10ms単位）

速度オーバーライド 0～250%（10%単位）

バックラッシュ補正 0～999999パルス

電子ギヤ 1/50～50

位置決めパターン 8パターン

原点サーチ 3モード

ソフトリミット設定範囲 －8388608～＋8388607パルス

質量 U-01PM  280g U-11PM  280g



ディスクリート入力モジュール

DC入力モジュール

8-57

ディレーティング 
点数 

周囲温度（℃） 

LEDへ 

LEDへ 
コモン 

入力 光学的絶縁 

電流ソース構成を示しています。 

U-50N

～ 

˚
 

ディレーティングディレーティング 

U-05N

DC 12～24 V

DC 12～24 V

12～24 V DC 

DC 12～24 V

U-50N DC入力

モジュール当たりの入力数 8（シンク/ソース）

コモン 1点1コモン×8（コモン間は独立）

定格入力電圧 DC 24～48 V

入力電圧範囲 DC 20～52 V

最大入力電圧 DC 52.8 V

オン電圧レベル > 18 V

オフ電圧レベル < 7 V

入力インピーダンス 4.8 kΩ

入力電流
5 mA（DC 24 V）、
10 mA（DC 48 V）

最小オン電流 3.5 mA

最大オフ電流 1.5 mA

オフ→オン応答時間 3～10 ms

オン→オフ応答時間 3～12 ms

端子種別 着脱式20P端子台

状態表示 論理側

質量 250 g

U-05N DC入力

モジュール当たりの入力数 16（電流ソース）

コモン 8点1コモン×2（コモン間は独立）

定格入力電圧 DC 12～24 V

入力電圧範囲 DC 10.2～26.4 V

最大入力電圧 DC 26.4 V

オン電圧レベル > 9.5 V

オフ電圧レベル < 4.0 V

入力インピーダンス
3.2 kΩ（DC 12 V）、
2.9 kΩ（DC 24 V）

入力電流
3.8 mA（DC 12 V）、
8.3 mA（DC 24 V）

最小オン電流 3.5 mA

最大オフ電流 1.5 mA

オフ→オン応答時間 1～7 ms（2.3 ms標準）

オン→オフ応答時間 2～12 ms（4.6 ms標準）

端子種別 着脱式20P端子台

状態表示 論理側

質量 250 g
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ディスクリート入力モジュール

DC入力モジュール

8-58

10.2-26.4 V DC 

ディレーティングディレーティング 点数点数 

周囲温度（℃）周囲温度（℃） 

U-05NH

DC 12～24 V

DC 12～24 V

DC 12～24 V

DC 12～24 V

-

-

+

--

20～28 V DC 

20～28 V DC 

ディレーティングディレーティング 点数点数 

周囲温度（℃） 

電流の流れ 

電流の流れ 

電流の流れ 

電流の流れ 

ユーザ 
電源 

ユーザ 
電源 

ユーザ 
電源 

コモンコモン 

入力入力 

光学的絶縁 

電流シンク構成を示しています。 

LEDへ 

℃ 

U-08N

U-05NH DC入力

モジュール当たりの入力数 16（電流ソース）

コモン 8点1コモン×2（コモン間は独立）

定格入力電圧 DC 12～24 V

入力電圧範囲 DC 10.2～26.4 V

最大入力電圧 DC 26.4 V

オン電圧レベル > 9.5 V

オフ電圧レベル < 4.0 V

入力インピーダンス
3.2 kΩ（DC 12 V）、
2.9 kΩ（DC 24 V）

入力電流
3.8 mA（DC 12 V）、
8.3 mA（DC 24 V）

最小オン電流 3.5 mA

最大オフ電流 1.5 mA

オフ→オン応答時間 1 ms

オン→オフ応答時間 1 ms

端子種別 着脱式20P端子台

状態表示 論理側

質量 250 g

U-08N DC入力

モジュール当たりの入力数 32（シンク/ソース）

コモン 8点1コモン×4（コモン間は独立）

定格入力電圧 DC 24 V

入力電圧範囲 DC 20～28 V

最大入力電圧 DC 30 V

オン電圧レベル > 19 V

オフ電圧レベル < 10 V

入力インピーダンス 4.8 kΩ

入力電流 5 mA

最小オン電流 3.5 mA

最大オフ電流 1.6 mA

オフ→オン応答時間 2～10 ms

オン→オフ応答時間 2～10 ms

端子種別
40ピンコネクタ。コネクタは付属。8-
86参照。または、別売のターミナル
ユニット8-87参照

状態表示 論理側

質量 190 g

モジュールの前面に表示される状態は、16点までしか一度に表示できません。スイッチがA-B位置の
場合は、最初の入力点グループの状態（A0～A7、B0～B7の計16）が表示されます。スイッチがC-D位
置の場合は、2番目の入力点グループの状態（C0～C7、D0～D7の計16）が表示されます。



ディスクリート入力モジュール

DC入力モジュール

8-59

-

-

+

--

20～28 V DC 

ディレーティング 点数 

周囲温度（℃） 

電流の流れ 

電流の流れ 

電流の流れ 

電流の流れ 

ユーザ 
電源 

ユーザ 
電源 

ユーザ 
電源 

コモンコモン 

入力入力 

光学的絶縁 

電流シンク構成を示しています。 

LEDへ 

℃ 

U-08NH

ディレーティング 点数 

周囲温度（℃）周囲温度（℃） 

電流の流れ電流の流れ 

電流の流れ電流の流れ 

電流の流れ電流の流れ 

電流の流れ電流の流れ 

ユーザユーザ 
電源電源 

ユーザユーザ 
電源電源 

ユーザユーザ 
電源電源 

LEDLEDへ 

光学的絶縁光学的絶縁 

電流シンク構成を示しています。電流シンク構成を示しています。 

入力入力 

℃ 

5～12V12V

U-38N

5～12 V DC 12 V DC 

4.8-13.2 V DC 4.8-13.2 V DC 
3.1-8.2 mA

U-38N DC入力

モジュール当たりの入力数 32（シンク/ソース）

コモン 8点1コモン×4（コモン間は独立）

定格入力電圧 DC 5～12 V

入力電圧範囲 DC 4.75～13.2 V

最大入力電圧 DC 15 V

オン電圧レベル > 4 V

オフ電圧レベル < 2 V

入力インピーダンス 2 kΩ（DC 5 V）、
1.6 MΩ（DC 12 V）

入力電流 2.5 mA（DC 5 V）、
7.5 mA（DC 12 V）

最小オン電流 1.8 mA

最大オフ電流 0.8 mA

オフ→オン応答時間 1～4 ms

オン→オフ応答時間 1～4 ms

端子種別
40ピンコネクタ。コネクタは付属。8-
86参照。または、別売のターミナル
ユニット8-87参照

状態表示 論理側

質量 190 g

モジュールの前面に表示される状態は、16点までしか一度に表示できません。スイッチがA-B位置の
場合は、最初の入力点グループの状態（A0～A7、B0～B7の計16）が表示されます。スイッチがC-D位
置の場合は、2番目の入力点グループの状態（C0～C7、D0～D7の計16）が表示されます。

U-08NH DC入力

モジュール当たりの入力数 32（シンク/ソース）

コモン 8点1コモン×4（コモン間は独立）

定格入力電圧 DC 24 V

入力電圧範囲 DC 20～28 V

最大入力電圧 DC 30 V

オン電圧レベル > 19 V

オフ電圧レベル < 10 V

入力インピーダンス 4.8 kΩ

入力電流 5 mA

最小オン電流 3.5 mA

最大オフ電流 1.6 mA

オフ→オン応答時間 1 ms

オン→オフ応答時間 1 ms

端子種別
40ピンコネクタ。コネクタは付属。8-
86参照。または、別売のターミナル
ユニット8-87参照

状態表示 論理側

質量 190 g

モジュールの前面に表示される状態は、16点までしか一度に表示できません。スイッチがA-B位置の
場合は、最初の入力点グループの状態（A0～A7、B0～B7の計16）が表示されます。スイッチがC-D位
置の場合は、2番目の入力点グループの状態（C0～C7、D0～D7の計16）が表示されます。
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ディスクリート入力モジュール

DC入力モジュール

8-60

+

--

0

-
-

DC 24 VDC 24 V

DC 24 VDC 24 V

DC 24 VDC 24 V

ディレーティング 点数 

周囲温度（℃）周囲温度（℃） 

外部DC 24 Vコネクタを使用した 
32点ごとの配線 

電流の流れ電流の流れ 
電流の流れ電流の流れ 

電流の流れ電流の流れ 

電流の流れ電流の流れ 

電流の流れ電流の流れ 

電流の流れ電流の流れ 

電流の流れ電流の流れ 

内部接続内部接続 

入力入力 入力入力 

コモンコモン コモンコモン 

外部DC 24 V

LEDへ 

光学的絶縁光学的絶縁 

コネクタの24 Vを使用した 
32点ごとの配線 

コモンコモン 

コモンコモン 

コモンコモン 

コモンコモン 

LEDへ 

光学的絶縁光学的絶縁 

コネクタピン 

20～28 V DC

℃ U-09N

* 1. 64点モジュールを使用する場合、専用モジュールおよび通信モジュールはCPUベースユニットのスロット5、6、7に実装することはできません。

2. SU-5E、SU-6Bの場合、拡張ベースユニットには、64点モジュールを実装できません。

3. SU-5M/6Mの場合、CPUベース、拡張ベースともU-1XBを使用すると、64点モジュールは、拡張ベースにも実装できます。

U-09N DC入力

モジュール実装位置 CPUベースユニット専用*

モジュール当たりの入力数 64（電流ソース）

コモン 8点1コモン×4（コモン間は独立）

定格入力電圧 DC 24 V

入力電圧範囲 DC 20～28 V

最大入力電圧 DC 30 V

オン電圧レベル > 20.0 V

オフ電圧レベル < 13.0 V

入力インピーダンス 4.8 kΩ

入力電流 5.0 mA（DC 24 V）

最小オン電流 3.6 mA

最大オフ電流 2.6 mA

外部電源条件（オプション） DC 24 V±10％、最大320 mA

オフ→オン応答時間 2.5 ms（標準）

オン→オフ応答時間 5 ms（標準）

端子種別
40ピンコネクタ×2。コネクタは別売。
8-86参照。または、別売のターミナ
ルユニット8-87参照

状態表示 論理側

質量 220 g

モジュールに搭載されているLEDは32個しかありませんので、入力点の状態は32点までしか一度に表示できません。スイッ
チがA-B位置の場合は、最初の入力点グループの状態（A0～A17、B0～B17の計32）が表示されます（コネクタ1）。スイッチ
がC-D位置の場合は、2番目の入力点グループの状態（C0～C17、D0～D17の計32）が表示されます（コネクタ2）。



ディスクリート入力モジュール

AC入力モジュール

8-61

ディレーティング 点数 

周囲温度（℃） 

コモン 

LEDへ 

入力 光学的絶縁 

℃ 

U-20N

80-265 V AC 

/

ディレーティングディレーティング 点数点数 

周囲温度（℃）周囲温度（℃） 
℃ 

コモンコモン 

LEDLEDへ 

入力入力 
光学的絶縁光学的絶縁 

U-25N

100～120 V AC

U-20N AC入力

モジュール当たりの入力数 8

コモン 4点1コモン×2（コモン間は独立）

定格入力電圧 AC 100～200 V

入力電圧範囲 AC 80～265 V

最大入力電圧 AC 265 V

AC周波数 47～63 Hz

オン電圧レベル > 70 V

オフ電圧レベル < 30 V

入力インピーダンス 12 kΩ

入力電流 8.5 mA（AC 100 V）、
20 mA（AC 230 V）

最小オン電流 5 mA

最大オフ電流 2 mA

オフ→オン応答時間 5～30 ms

オン→オフ応答時間 10～50 ms

端子種別 着脱式11P端子台

状態表示 AC 265 V 論理側

質量 240 g

U-25N AC入力

モジュール当たりの入力数 16

コモン 8点1コモン×2（コモン間は独立）

定格入力電圧 AC 100 V

入力電圧範囲 AC 80～132 V

最大入力電圧 AC 132 V

AC周波数 47～63 Hz

オン電圧レベル > 70 V

オフ電圧レベル < 20 V

入力インピーダンス 8 kΩ

入力電流 14.5 mA（AC 120 V）

最小オン電流 7 mA

最大オフ電流 2 mA

オフ→オン応答時間 5～30 ms

オン→オフ応答時間 10～50 ms

端子種別 着脱式20P端子台

状態表示 論理側

質量 270 g
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ディスクリート入力モジュール

ACおよびAC/DC入力モジュール

8-62

ディレーティングディレーティング 点数点数 

周囲温度（℃）周囲温度（℃） 

コモンコモン 

LEDへ 

入力入力 
光学的絶縁光学的絶縁 

電流ソース構成を示しています。電流ソース構成を示しています。 

℃ 

U-55N

12～24 V AC/DC

U-55N AC/DC入力

モジュール当たりの入力数 16（シンク/ソーク）

コモン 8点1コモン×2（コモン間は独立）

定格入力電圧 AC/DC 12～24 

入力電圧範囲 AC/DC 10.2～26.4 V

最大入力電圧 AC/DC 37.5 V

AC周波数 47～63 Hz

オン電圧レベル > 9.5 V

オフ電圧レベル < 3.0 V

入力インピーダンス
3.2 kΩ（12 V）、
2.9 kΩ（24 V）

入力電流 3.8 mA（12 V）、
8.3 mA（24 V）

最小オン電流 4 mA

最大オフ電流 1.5 mA

オフ→オン応答時間 5～40 ms

オン→オフ応答時間 10～50 ms

端子種別 着脱式20P端子台

状態表示 論理側

質量 250 g



ディスクリート入力モジュール

AC/DC入力およびシミュレータモジュール

8-63

ディレーティング 点数 

周囲温度（℃） 

LEDへ 

光学的絶縁 

℃ 

0
1
2
3

4
5
6
7

A
8 16

INPUT SIMULATOR

0
1
2
3

4
5
6
7

B

A0

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7

B0

B1

B2

B3

B4

B5

B6

B7

OFF ON

D4-16SIM

F4-08NE3S AC/DC入力

モジュール当たりの入力数 8（シンク/ソーク）

コモン 1点1コモン×8（コモン間は独立）

入力電圧範囲 AC/DC 90～150 V

最大入力電圧 350 ピーク < 1 ms

AC周波数 47～63 Hz

オン電圧レベル > DC 90 V、AC 75 V

オフ電圧レベル < DC 60 V、AC 45 V

入力インピーダンス 22 kΩ

入力電流 5.5 mA（120 V）

最小オン電流 4 mA

最大オフ電流 2 mA

オフ→オン応答時間 8 ms

オン→オフ応答時間 15 ms

端子種別 着脱式20P端子台

状態表示 論理側

質量 256 g

D4-16SIM入力シミュレータ

モジュール当たりの入力数 8または16（内部スイッチにより選択可能）

端子種別 なし

状態表示 論理側

質量 250 g

8/16点選択スイッチはモジュール後部にあります。

8/16点のどちらを選択しているかは、入力スイッチの上にあるLEDにより分かります。
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ディスクリート出力モジュール

DC出力モジュール

8-64

ディレーティングディレーティング 点数点数 

出力電流出力電流 
1.25 A/点 

出力電流出力電流 
2 A/点 

（5 A/コモン）コモン） 

周囲温度（℃）周囲温度（℃） 
℃ 

DC 12DC 12～24 V

DC 12DC 12～24 V

内部接続内部接続 

コモンへコモンへ 

出力出力 

LEDへ 

DC 10.8～ 
26.4 V

コモンコモン 

光学的絶縁光学的絶縁 

12-24 V DC 

U-12T

1.5 A/点 

2.0 A/点 
（5A/コモン） 

周囲温度（℃） 

ディレーティング 

コモンはコモンは 
グループごとにグループごとに 

内部接続内部接続 

電源 

コモン 

出力 光学的絶縁 
LEDへ 

℃ 

U-12T DC出力

モジュール当たりの出力数 8（電流シンク）

コモン 4点1コモン×2（コモン間は内部で接続）

定格出力電圧 DC 12～24 V

動作電圧範囲 DC 10.2～26.4 V

出力種別 NMOS FET（オープンドレイン）

最大出力電圧 DC 40 V

オン電圧降下 DC 0.5 V（2 A）、
DC 0.2 V（1 A）

最大電流（抵抗） 2 A/点、5 A/コモン

最大漏れ電流 0.1 mA（DC 40 V）

最大許容突入電流 12 A（10 ms間）、
6 A（100 ms間）

最小負荷電流 0.2 mA

オフ→オン応答時間 1 ms

オン→オフ応答時間 1 ms

端子種別 着脱式11P端子台

状態表示 論理側

質量 240 g

ヒューズ 1個（7 A）/コモン、
交換不可

F4-08TD1S DC出力

モジュール当たりの出力数 8（電流シンク）

コモン 2点2コモン×4（コモン間は独立）

動作電圧範囲 DC 24～150 V

出力種別 MOS FET

最大出力電圧 DC 200 V < 1 ms

オン電圧降下 DC 0.5 V（2 A）

最大電流（抵抗） 2 A/点、4 A/コモン

最大漏れ電流 5 μA

最大許容突入電流 30 A（1 ms間）、
19 A（10 ms間）

最小負荷電流 該当せず

オフ→オン応答時間 25 μs

オン→オフ応答時間 25 μs

端子種別 着脱式20P端子台

状態表示 論理側

質量 282 g

ヒューズ 1個（3 A）/出力（図を参照）、
交換不可



ディスクリート出力モジュール

DC出力モジュール

8-65

ディレーティングディレーティング 点数点数 

出力電流出力電流 
0.35 A/0.35 A/点 

（3 A/3 A/コモン）コモン） 

周囲温度（℃）周囲温度（℃） 
℃ 

DC 5～24 V

DC 5～24 V

内部接続内部接続 

DC 5～ 
24 V

出力 

コモン 

光学的絶縁 

LEDへ 

U-15T

ディレーティングディレーティング 点数点数 
出力電流出力電流 
0.3 A/点 

出力電流出力電流 
0.35 A/点 

出力電流出力電流 
0.5 A/点 
（3 A/コモン）コモン） 

周囲温度（℃）周囲温度（℃） 
℃ 

DC 10.8～26.4 V

DC 12～24 V

コモン 

DC 12～24 V

出力 

光学的絶縁 

LEDへ 

12～24 V DC 24 V DC 

10.8-26.4 V DC 

U-55T

U-15T DC出力

モジュール当たりの出力数 16（電流シンク）

コモン 8点1コモン×2（コモン間は内部で接続）

定格出力電圧 DC 5～24 V

動作電圧範囲 DC 4.5～26.4 V

出力種別 NPNトランジスタ（オープンコレクタ）

最大出力電圧 DC 40 V

オン電圧降下
DC 0.5 V（0.5 A）、
DC 0.2 V（0.1 A）

最大電流（抵抗） 0.5 A/点、3 A/コモン

最大漏れ電流 0.1 mA（DC 40 V）

最大許容突入電流
2 A（10 ms間）、
1 A（100 ms間）

最小負荷電流 0.2 mA

オフ→オン応答時間 0.5 ms

オン→オフ応答時間 0.5 ms

端子種別 着脱式20P端子台

状態表示 論理側

質量 270 g

ヒューズ
1個（5 A）/コモン、
交換不可

U-55T DC出力

モジュール当たりの出力数 16（電流ソース）

コモン 8点1コモン×2（コモン間は独立）

定格出力電圧 DC 12～24 V

動作電圧範囲 DC 10.2～26.4 V

出力種別 NPNトランジスタ（エミッタフォロア）

最大出力電圧 DC 40 V

オン電圧降下 DC 1.5 V（0.5 A）

最大電流（抵抗）
0.5 A/点、
3 A/コモン（50℃）
2.5 A/コモン（60℃）

最大漏れ電流 0.1 mA（DC 40 V）

最大許容突入電流
2 A（10 ms間）、
1 A（100 ms間）

最小負荷電流 0.2 mA

オフ→オン応答時間 1 ms

オン→オフ応答時間 1 ms

端子種別 着脱式20P端子台

状態表示 論理側

質量 280 g

ヒューズ
1個（5 A）/コモン、
交換不可
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ディスクリート出力モジュール

DC出力モジュール

8-66

この回路は、モジュールと負荷にかかる
DC 24 Vを示しています。DC 24 V未
満の負荷電圧を使用する場合は、電源を
別途用意する必要があります。

ディレーティングディレーティング 点数点数 

出力電流出力電流 
0.1 A/0.1 A/点 

出力電流出力電流 
0.2 A/0.2 A/点 

周囲温度（℃）周囲温度（℃） 
℃ 

電流の流れ電流の流れ 

出力出力 

DC 5DC 5～ 
24 V24 V

コモンコモン 

光学的絶縁光学的絶縁 LEDLEDへ 

U-18T

U-18T DC出力

モジュール当たりの出力数 32（電流シンク）

コモン 8点1コモン×4（コモン間は独立）

定格出力電圧 DC 5～24 V

動作電圧範囲 DC 4.75～26.4 V

出力種別 NPNトランジスタ（オープンコレクタ）

最大出力電圧 DC 36 V

オン電圧降下 DC 0.6 V（0.2 A）

最大電流（抵抗） 0.2 A/点、1.6 A/コモン

最大漏れ電流 0.1 mA（DC 36 V）

最大許容突入電流 1 A（10 ms間）、0.5 A（100 ms間）

最小負荷電流 0.1 mA

オフ→オン応答時間 0.1 ms

オン→オフ応答時間 0.1 ms

端子種別
40ピンコネクタ。コネクタは、付属。
8-86参照。または、別売のターミナル
ユニット8-87参照

状態表示 論理側

ヒューズ なし

質量 190 g

モジュールの前面に表示される状態は、16点までしか一度に表示できません。スイッチがA-B位置

の場合は、最初の入力点グループの状態（A0～A7、B0～B7の計16）が表示されます。スイッチが

C-D位置の場合は、2番目の入力点グループの状態（C0～C7、D0～D7の計16）が表示されます。



ディスクリート出力モジュール

DC出力モジュール

8-67

ディレーティング 
点数 

出力電流 
0.015 A/点 

出力電流 
0.09 A/点 

出力電流 
0.05 A/点 

周囲温度（℃） 
℃ 

電流の流れ 

DC 5DC 5～15 V15 V

DC 5DC 5～15 V15 V

DC 5DC 5～15 V15 V

DC 5DC 5～15 V15 V

出力出力 

DC 5DC 5～ 
15 V15 V

コモンコモン 光学的絶縁光学的絶縁 

LEDLEDへ 

U-38T

ディレーティング 点数 

出力電流 
0.2 A/点 

（1 A/コモン） 

周囲温度（℃） 
℃ 

電流の流れ 

DC 12～24 V

DC 12～24 V

DC 12～24 V

DC 12～24 V

DC 12DC 12～24 V24 V

出力出力 

コモンコモン 

光学的絶縁光学的絶縁 

LEDLEDへ 

12-24 V DC 

U-58T

U-38T

モジュール当たりの出力数 32（電流シンク）

コモン 8点1コモン×4（コモン間は独立）

定格出力電圧 DC 5～15 V

出力種別 NPNトランジスタ（オープンコレクタ、プ
ルアップ抵抗付き）

最大出力電圧 DC 16.5 V

オン電圧降下 DC 0.4 V（0.1 A）

最大電流（抵抗）
0.9 A/点、
0.72 A/コモン、
2.88 A/モジュール

最大漏れ電流 0.01 mA（DC 16.5 V）

最大許容突入電流
0.5 A（10 ms間）、
0.2 A（100 ms間）

最小負荷電流 0.15 mA

オフ→オン応答時間 0.1 ms

オン→オフ応答時間 0.1 ms

端子種別
40ピンコネクタ。コネクタは付属。8-
86参照。または、別売のターミナル
ユニット8-87参照

状態表示 論理側

ヒューズ なし

質量 190 g

モジュールの前面に表示される状態は、16点までしか一度に表示できません。スイッチがA-B位
置の場合は、最初の入力点グループの状態（A0～A7、B0～B7の計16）が表示されます。スイッ
チがC-D位置の場合は、2番目の入力点グループの状態（C0～C7、D0～D7の計16）が表示され
ます。

モジュール当たりの出力数 32（電流ソース）

コモン 8点1コモン×4（コモン間は独立）

定格出力電圧 DC 12～24 V

動作電圧範囲 DC 10.8～26.4 V

出力種別 PNPトランジスタ（オープンコレクタ）

最大出力電圧 DC 30 V

オン電圧降下 DC 0.6 V（0.2 A）

最大電流（抵抗）
0.2 A/点、
1.0 A/コモン、
4.0 A/モジュール

最大漏れ電流 0.01 mA（DC 26.4 V）

最大許容突入電流 500 mA（10 ms間）

最小負荷電流 0.2 mA

外部電源
DC 10.8～26.4 V、
1 A/コモン（負荷を含む）

オフ→オン応答時間 0.2 ms

オン→オフ応答時間 0.2 ms

端子種別
40ピンコネクタ。コネクタは付属。8-
86参照。または、別売のターミナル
ユニット8-87参照

状態表示 論理側

ヒューズ なし

質量 190 g

モジュールの前面に表示される状態は、16点までしか一度に表示できません。スイッチがA-B位
置の場合は、最初の入力点グループの状態（A0～A7、B0～B7の計16）が表示されます。スイッ
チがC-D位置の場合は、2番目の入力点グループの状態（C0～C7、D0～D7の計16）が表示され
ます。

U-58T DC出力
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ディスクリート出力モジュール

DC出力モジュール

8-68

ディレーティングディレーティング 点数点数 

出力電流出力電流 
0.1 A/0.1 A/点 

周囲温度（℃）周囲温度（℃） 

外部DC 24 Vコネクタを使用したコネクタを使用した 
32点ごとの配線点ごとの配線 

電流の流れ電流の流れ 

電流の流れ電流の流れ 

電流の流れ電流の流れ 

電流の流れ電流の流れ 

内部接続 

出力出力 

コモンコモン 

外部DC 24 V

光学的絶縁光学的絶縁 

LEDへ 

コネクタの24 Vを使用した 
32点ごとの配線 

電流の流れ 電流の流れ電流の流れ 

電流の流れ電流の流れ 

電流の流れ電流の流れ 

電流の流れ 

電流の流れ 

～ 

～ 

～ 

～ ～ 

～ 

内部接続内部接続 内部接続内部接続 

出力 出力 

コモン コモン 

外部DC 24 V 外部DC 24 V

光学的絶縁 

LEDへ 

光学的絶縁 

LEDへ 

外部外部DC 24 Vコネクタとコネクタと 
DC 5～26 V負荷電源を使用した負荷電源を使用した 

32点ごとの配線点ごとの配線 コネクタピンコネクタピン 

℃ 

U-19T

* 1. 64点モジュールを使用する場合、専用モジュールおよび通信モジュールはベースユニットのスロット5、6、7に実装することはできません。

2. SU-5E、SU-6Bの場合、拡張ベースユニットには、64点モジュールを実装できません。

3. SU-5M/6Mの場合、CPUベース、拡張ベースとも、U-1xBを使用すると、64点モジュールは、拡張ベースにも実装できます。

U-19T DC出力

モジュール実装位置 CPUベースユニット専用*

モジュール当たりの出力数 64（電流シンク）

コモン 8点1コモン×8（コモン間は内部で接続）

定格出力電圧 DC 5～24 V

出力電圧範囲 DC 4.75～26.5 V

出力種別 NPNトランジスタ（オープンコレクタ）

最大出力電圧 DC 36 V

オン電圧降下 DC 0.6 V（0.1 A）

最大電流（抵抗） 0.1 A/点、1 A/コモン、
7 A/モジュール合計

最大漏洩電流 0.01 mA（DC 36 V）

最大許容突入電流 1 A（1 ms間）700 mA（100 ms間）

最小負荷電流 0.1 mA

外部供給電源 DC 24 V±10％（850 mA/コモン）、
最大7.0 A/合計

オフ→オン応答時間 0.1 ms

オン→オフ応答時間 0.2 ms

端子種別
40ピンコネクタ。コネクタは別売。8-
86参照。または、別売のターミナル
ユニット8-87参照

状態表示 論理側

オン電圧降下 AC 1.5 V（2 A）

ヒューズ なし

質量 210 g

モジュールの前面に表示される状態は、32点までしか一度に表示できません。スイッチがA-B位置の場
合は、最初の入力点グループの状態（A0～A17、B0～B17の計32）が表示されます。スイッチがC-D位
置の場合は、2番目の入力点グループの状態（C0～C17、D0～D17の計32）が表示されます。



ディスクリート出力モジュール

AC出力モジュール

8-69

ディレーティング 点数 

出力電流 
1 A/点 出力電流 

0.5 A/点 

出力電流 
2 A/点 

（5 A/コモン） 

周囲温度（℃） 
℃ 

AC 18AC 18～220 V220 V

AC 18AC 18～220 V220 V

AC 18AC 18～ 
220 V220 V

出力出力 

コモンコモン 

光学的絶縁光学的絶縁 

LEDLEDへ 

U-20T

ディレーティングディレーティング 点数点数 

出力電流出力電流 
0.35 A/0.35 A/点 

出力電流出力電流 
0.25 A/0.25 A/点 

出力電流出力電流 
0.5 A/0.5 A/点 

3 A/3 A/コモンコモン 

2 A/2 A/コモンコモン 

周囲温度（℃）周囲温度（℃） 
℃ 

AC 18AC 18～220 V220 V

AC 18AC 18～220 V220 V

AC 18AC 18～220 V220 V

出力出力 

コモンコモン 

光学的絶縁光学的絶縁 

LEDLEDへ 

U-25T

U-20T AC出力

モジュール当たりの出力数 8

コモン 4点1コモン×2（コモン間は独立）

定格出力電圧 AC 18～220 V

動作電圧範囲 AC 15～265 V

出力種別 SSR（トライアック）

最大出力電圧 AC 265 V

AC周波数 47～63 Hz

オン電圧降下 AC 1.5 V（2 A）

最大電流
2 A/点、
5 A/コモン（30℃）、
2 A/コモン（60℃）

最大漏洩電流 5 mA（AC 265 V 60Hz）

最大許容突入電流
30 A（10 ms間）
10 A（100 ms間）

最小負荷電流 10 mA

オフ→オン応答時間 1 ms

オン→オフ応答時間 1 ms＋1/2サイクル

端子種別 着脱式11P端子台

状態表示 論理側

ヒューズ 1個（8 A）/コモン、交換不可

質量 330 g

U-25T AC出力

モジュール当たりの出力数 16

コモン 8点1コモン×2（コモン間は独立）

定格出力電圧 AC 18～220 V

動作電圧範囲 AC 15～265 V

出力種別 SSR（トライアック）

最大出力電圧 AC 265 V

AC周波数 47～63 Hz

オン電圧降下 AC 1.5 V（0.5 A 63Hz）

最大電流
0.5 A/点、
3 A/コモン（45℃）、
2 A/コモン（60℃）

最大漏洩電流 4 mA（AC 265 V）

最大許容突入電流
15 A（10 ms間）
10 A（100 ms間）

最小負荷電流 10  mA

オフ→オン応答時間 1 ms

オン→オフ応答時間 1 ms＋1/2サイクル

端子種別 着脱式20P端子台

状態表示 論理側

ヒューズ 1個（5 A）/コモン、交換不可

質量 350 g
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˚

ディレーティングディレーティング 点数点数 

出力電流出力電流 
5 A/点 

出力電流出力電流 
10 A/点 
（40 A/モジュール）モジュール） 

周囲温度（℃）周囲温度（℃） 
℃ 

コモンコモン 

コモンコモン 

リレー出力回路例（リレー出力回路例（1/41/4） 

リレー出力回路例（リレー出力回路例（1/41/4） 

0

4

8

L

ディレーティングディレーティング 点数点数 

出力電流出力電流 
1.25 A/1.25 A/点 

出力電流出力電流 
2 A/2 A/点 

（5 A/5 A/コモン）コモン） 

周囲温度（℃）周囲温度（℃） 

℃ 

コモンコモン 

出力出力 リレーリレー 

LEDLEDへ 

U-01T

U-01Tリレー出力

モジュール当たりの出力数 リレー8個

コモン 4点1コモン×2（コモン間は独立）

動作電圧範囲 DC 5～30 V/AC 5～250 V

出力種別 a接点（SPST-NO）

最大出力電圧 DC 30 V/AC 256 V

AC周波数 47～63 Hz

オン電圧降下 該当せず

最大電流 2 A/点、5 A/コモン

最大漏洩電流 0.1 mA（AC 265 V）

最大許容突入電流 2 A

最小負荷電流 5 mA

オフ→オン応答時間 12 ms

オン→オフ応答時間 12 ms

端子種別 着脱式11P端子台

状態表示 論理側

ヒューズ 1個（8 A）/コモン、交換不可

質量 260 g

F4-08TRS-1リレー出力

モジュール当たりの出力数 リレー8個

コモン 1点1コモン×8（コモン間は独立）

動作電圧範囲 DC 12～30 V/AC 12～250 V、*AC 125 V～AC 250 V

出力種別 c接点（SPST）×4、a接点（SPST-NO）×4

最大出力電圧 DC 30 V/AC 250 V（10 A）

AC周波数 47～63 Hz

オン電圧降下 該当せず

最大電流 10 A/点、40 A/モジュール

最大漏洩電流 該当せず

最大許容突入電流 10 A

最小負荷電流 100 mA（DC 12 V）

オフ→オン応答時間 7 ms

オン→オフ応答時間 9 ms

端子種別 着脱式20P端子台

状態表示 論理側

ヒューズ 1個（10 A）/コモン、交換不可

質量 374 g

最大DC電圧定格は、DC 120 V（0.5 A、30,000サイクル）標準です。本モジュールは、NEMAサイズ4以

下のモータスタータに対応しています。

標準リレー寿命（動作時）

最大抵抗または
誘導突入負荷電流

動作電圧範囲

DC 28
V

AC 120
V

AC 250
V

1/4 HP 25k

10.0 A 50k 50k

5.0 A 200k 100k 

3.0 A 325k 125k 50k

0.05 A > 50M

標準リレー寿命（動作時）

最大抵抗または
誘導突入負荷電流

動作電圧範囲

DC 30
V

AC 120
V

AC 250
V

2 A抵抗 100k 300k 200k 

2 A誘導 100k 80k 60k 

0.5 A抵抗 800k 1M 800k

0.5 A誘導 300k 300k 200k 
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出力電流 
5 A/点 
出力電流 
5 A/点 
出力電流 
5 A/点 

（40 A/モジュール） （40 A/モジュール） （40 A/モジュール） 

周囲温度（℃） 周囲温度（℃） 周囲温度（℃） 

ディレーティングディレーティング 

℃ 

コモンコモン 

コモンコモン 

リレー出力回路例（リレー出力回路例（1/41/4） 

リレー出力回路例（リレー出力回路例（1/41/4） 

L

L

L

L

L

L

L

L

0

4

8

12

16

L

0
1
2
3

4
5
6
7

A
TB F U 

RELAY

U-05T

0
1
2
3

4
5
6
7

B

OUTPUT

CA

0

4

1

5

2

6

3

7

CB

4

0

5

1

6

2

7

3

CA
0

4
1

5
2

6
3

7
CB

4
0

5
1

6
2

7
3

5-250VAC
1A 50/60Hz

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

5--30V DC
5mA--1A

0 10 20 30 40 50 60

+ --

ディレーティング 点数 

出力電流 
0.6 A/点 

出力電流 
1 A/点 
(5 A/コモン)

周囲温度（℃） 
℃ 

コモン 

出力 リレー 

LEDへ 

F4-08TRS-2 リレー出力

モジュール当たりの出力数 リレー8個

コモン 1点1コモン×8（コモン間は独立）

動作電圧範囲 DC 12～30 V/AC 12～250 V

出力種別 c接点（SPDT）×4、a接点（SPST-NO）×4

最大出力電圧 DC 30 V/AC 250 V（5 A）

AC周波数 47～63 Hz

オン電圧降下 該当せず

最大電流 5 A/点、40 A/モジュール

最大漏洩電流 該当せず

最大許容突入電流 10 A

最小負荷電流 100 mA（DC 12 V）

オフ→オン応答時間 7 ms

オン→オフ応答時間 9 ms

端子種別 着脱式20P端子台

状態表示 論理側

ヒューズ 19379-K Wickman  1個（10 A 250 V）/コモン、交換可

質量 390 g

最大DC電圧定格は、DC 120 V（0.5 A、30,000サイクル）標準です。本モジュールは、NEMAサイズ3以下

のモータスターターに対応しています。

標準リレー寿命（動作時）

最大抵抗または
誘導突入負荷電流

動作電圧範囲

DC 28
V

AC 120
V

AC 250
V

5.0A 200k 100k 

3.0A 325k 125k 50k 

0.05A >50M

U-05T リレー出力

モジュール当たりの出力数 リレー16個

コモン 8点1コモン×2（コモン間は独立）

動作電圧範囲 DC 5～30 V/AC 5～250 V

出力種別 a接点（SPST-NO）

最大出力電圧 DC 30 V/AC 250 V

AC周波数 47～63 Hz

オン電圧降下 該当せず

最大電流 1 A/点、5 A/コモン

最大漏洩電流 0.1 mA（AC 265 V）

最大許容突入電流 4 A

最小負荷電流 5 mA

オフ→オン応答時間 10 ms

オン→オフ応答時間 10 ms

端子種別 着脱式20P端子台

状態表示 論理側

ヒューズ 1個（8 A）/コモン、交換不可

質量 310 g

標準リレー寿命（動作時）

最大抵抗または
誘導突入負荷電流

動作電圧範囲

DC 30
V

AC 125
V

AC 250
V

1 A抵抗 > 1M 500k 300k

1 A誘導 400k 200k 100k

0.5 A抵抗 > 2M 800k 500k 

0.5 A誘導 > 1M 300k 200k
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+

--

OV

V

C

I

O V

V

C

I

O V

V

C

I

O V

V

C

I

O V

1

2

4

8

16

32

64

128

TB

ANALOG

U-01AD-1

INPUT

D I SP LA Y

CH

24V

DATA

256

512

1024

2048

CH1

CH2

CH3

CH4

V

C

I

OV

V

C

I

OV

V

C

I

OV

V

C

I

OV

+

--

+

-- OV

0-- 10VDC

1-- 5VDC

-- 10-- +10VDC

4mA-- 20mA

24VDC 0,2A

CLA SS 2

CH1

CH2

CH3

CH4

250

250

250

250

OV

OV

+

--

Channel select

F4-- 04AD

RUN NEG

+

--

+ -- V

C

I

OV

注3を参照 

ユーザ電源 DC 21.6～26.4 V  
クラス2

ユーザ電源 
リターン 

ア
ナ
ロ
グ
ス
イ
ッ
チ
 

未使用チャネルの配線 
（注2を参照） 

A/D 
コンバータ 

モジュール内部回路
（フロントエンド）

CH1シングルエンド
（不平衡型）電圧伝送器

ユーザ電源

CH2微分
電圧伝送器

CH3微分
電流伝送器

CH4 2線式
電流伝送器

注1を参照

U-01AD-1 4チャネルアナログ入力

チャネル数 4 

入力種別 シングルエンド（不平衡型）、微分電圧、または電流

入力範囲 0～5 V、1～5 V、0～10 V、±5 V、
±10 V、0～20 mA、4～20 mA

個別に構成可能なチャネル
範囲は全チャネル共通して選択されま
す。チャネルごとに電圧または電流入力
として配線できます。

分解能 12ビット（0～4095）ユニポーラ、
13ビット（－4095～＋4095）バイポーラ

入力インピーダンス
最小20 MΩ：電圧入力、
250 Ω：1/2 W、±0.1％、25 ppm/℃、電流
入力

最大連続過負荷
DC ±50 V（電圧入力時）、
±45 mA（電流入力時）

推奨外部ヒューズ 0.32 A、シリーズ217、速断型、電流入力

同相電圧範囲 最大±10 V

直線性 スパンの±0.025％（±1カウント最大、ユニポーラ）

入力安定性 ±1/2カウント

クロストーク －80 dB、最大1/2カウント

フルスケール誤差
最大±12カウント（電圧入力時）、
最大±16カウント（20.0 mA電流入力時）

オフセット誤差
最大±1カウント（電圧入力時）、
最大±2カウント（4.0 mA電流入力時）

最大誤差
最大0.4％：25℃
最大0.55％：0～60℃

変換時間 < 6 ms（選択チャネル当たり）

耐ノイズ
通常モード：－3 dB（50 Hz時）、
－6 dB/オクターブ
同相：－70 dB、DC～12 kHz

アナログデータ更新 スキャン当たり最小1チャネル、最大4チャネル

占有入力点数

入力16点（I）（バイナリデータビット×12、
チャネルIDビット×2、符号ビット×1、伝
送器故障表示ビット×1）。オプションとし
て、U-01AD互換モードの32入力点動作をサ
ポート。

精度対温度
±45 ppm/℃、フルスケール変化
（最大オフセット変更分の2カウントを含む）

質量 290g

注1：シールドは信号源側でアースしてください。
注2：耐ノイズを最大限に高めるため、未使用のチャネルは短絡してください。
注3：微分入力を使用しない場合は、0 VをチャネルのCに接続してください。

変換方式 積分方式

絶縁抵抗 10MΩ、DC 500 V

端子種別 着脱式20P端子台
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4 CHANNELS

ANALOG

F4--04ADS

INPUT

CH1

+V

CH1

R

CH2

+V

CH2

R

CH3

+V

CH3

R

CH4

+V

CH4

R

24

V

CH1

C

CH2

C

CH3

C

CH4

C

0

V

24VDC 0.5A

V

C

R

V

C

R

V

C

R

V

C

R

+

--

+

--

+ --

+

--

250

250

250

250

4--20mA

5VDC

10VDC

1--5VDC

0--5VDC
0--10VDC

注2を参照 
（CH2は未使用） 

DC ＋21.6～26.4 V

ア
ナ
ロ
グ
ス
イ
ッ
チ
 

モジュール内部回路モジュール内部回路 

A/D 
コンバータ 

CH1
電圧伝送器

ユーザ電源

CH2
未使用

CH3
2線式4～20 mA

伝送器

CH4
2線式4～20 mA

伝送器

注1を参照

F4-04ADS 4チャネルアナログ入力（絶縁仕様）

チャネル数 4 

入力範囲 0～5 V、0～10 V、1～5 V、±5 V、±10 V、0～
20 mA、4～20 mA

個別に構成可能なチャネル 可

分解能 12ビット

変換方式 逐次比較方式

入力種別 微分

最大同相電圧 ±750 Vピーク連続トランス分離

耐ノイズ 同相信号：－100 dB（60 Hz）

アクティブローパスフィルタ －3 dB（20 Hz時）、オクターブ当たり－12 dB

入力インピーダンス
250 Ω±0.1％、1/2 W（電流入力時）、
200 kΩ（電圧入力時）

絶対最大定格
－45 mA～＋45 mA（電流入力時）、
±100 V（電圧入力時）

変換時間 選択チャネル当たり1 ms

直線性誤差：ユニポーラ
：バイポーラ

最大±1カウント（フルスケールの0.025％）
最大±2カウント（フルスケールの0.025％）

フルスケール誤差 最大±8カウント（Vin＝20 mA時）

オフセット誤差 最大±8カウント（Vin＝4 mA時）

アナログデータ更新 スキャン当たり1チャネル

占有入力点数 入力16点（I）（バイナリデータビット×12、
アクティブチャネルIDビット×4）

推奨ヒューズ 0.032 A、シリーズ217、速断型、電流入力

動作温度 0℃～60℃

精度対温度
最大±100 ppm/℃フルスケール
（最大オフセットを含む）

仕様表の1カウントとは、アナログデータ値の最下位ビット1個に相当します。

注1：シールドは信号源側でアースしてください。

注2：未使用チャネルは、チャネルの「V」「C」「R」をジャンパしてください。

質量 323g
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ANALOGINPUT

CH1

IN

CH2

IN

CH3

IN

CH4

IN

CH5

IN

CH6

IN

CH7

IN

CH8

IN

24

V
0

V

24VDC 0.1A

CH1

COM

CH2

COM

CH3

COM

CH4

COM

CH5

COM

CH6

COM

CH7

COM

CH8

COM

+

--

CH1

CH2

CH3

CH4

CH5

CH6

CH7

CH8

+

--

250

OV

IN

IN

IN

IN

IN

IN

IN

IN

CH1

CH2

CH3

CH4

CH5

CH6

CH7

CH8

0V

0V

0V

0V

0V

0V

0V

0V

+
--

+ --

CH3

CH4

CH5

CH6

250

250

250

250

250

250

250

0V

24V

+

--

+

--

4--20mA
5VDC
10VDC

1--5VDC
0--5VDC
0--10VDC

外部電源外部電源 
（オプション）（オプション） 

（DC 24 VDC 24 V標準）標準） 

DC 18DC 18～30 V30 V

モジュールモジュール 
内部回路内部回路 

ア
ナ
ロ
グ
ス
イ
ッ
チ

ア
ナ
ロ
グ
ス
イ
ッ
チ
 

CH5CH5、CH7CH7、CH8CH8の 
ジャンパを装着します。ジャンパを装着します。 

A/D A/D 
コンバータコンバータ 

U-8ADC-1

U-8ADC-1

CH1
電圧伝送器

注1を参照

CH2
電圧伝送器

CH3～6
未使用

CH7
2線式4～20 mA

伝送器

CH8
3線式4～20 mA

伝送器

U-8ADC-1 8チャネルアナログ入力

チャネル数 8、シングルエンド（不平衡型）（コモン×1）

入力範囲 0～5 V、0～10 V、1～5 V、±5 V、±10 V、0～
20 mA、4～20 mA

個別に構成可能なチャネル 不可。電流または電圧でチャネルを別々に構成
できますが、範囲は同じでなければなりません。

分解能 12ビット

アクティブローパスフィルタ －3 dB（20 Hz）、オクターブ当たり－12 dB

入力インピーダンス
250 Ω±0.1％、1/2 W（電流入力時）、
> 20 MΩ（電圧入力時、1 MΩ最小）

絶対最大定格
－45 mA～＋45 mA（電流入力時）、
－75 V～＋75 V（電圧入力時）

変換時間 チャネル当たり0.4 ms（モジュール変換）、
選択チャネル当たり最小1 ms（CPU）

直線性誤差（エンドツーエンド） 最大±1カウント（フルスケールの0.025％）

入力安定性 ±1/2カウント

フルスケール誤差
±12カウント（電圧入力時）
±12カウント最大（20 mA電流入力時）

オフセット誤差
最大±2カウント（ユニポーラ電圧入力時）
最大±4カウント（バイポーラ電圧入力時）
最大±4カウント（4 mA電流入力時）

アナログデータ更新 スキャン当たり最小1チャネル、最大8チャネル

占有入力点数
入力16点（I）（バイナリデータビット×12、
アクティブチャネルビット×3、
未使用ビット×1）

推奨ヒューズ 0.032 A、シリーズ217、速断型、電流入力

動作温度 0℃～60℃

精度対温度 最大±50 ppm/℃フルスケール
（最大オフセット変更分の2カウントを含む）

仕様表の1カウントとは、アナログデータ値の最下位ビット1個に相当します。
注1：シールドは信号源側でアースしてください。
注2：未使用チャネルは、0 Vに接続するか、電流ジャンパを装着してください。

複数の外部電源を使用できます（チャネル8を参照）。
4～20 mA電流ループを設定する場合は、シリーズ217、0.032 A、速断型ヒューズを推奨します。
外部電源の電源コモン端子をモジュールの「DC 0 V」端子に接続しない場合は、外部送信器
の出力を絶縁しなければなりません。「グランド・ループ」エラーを回避するため、4～20 mA
送出器は次のタイプを推奨します。

2線式または3線式：入力信号と電源間が絶縁されているもの。
4線式： 入力信号、電源、および4～20 mA出力間が絶縁されているもの。

変換方式 逐次比較方式
端子種別 着脱式20P端子台

質量 290g



仕様表の1カウントとは、アナログデータ値の最下位ビット1個に相当します。
注1：シールドは信号源側でアースしてください。

4～20 mA電流ループを設定する場合は、シリーズ217、0.032 A、速断型ヒューズを推奨します。
外部電源の電源コモン端子をモジュールの「DC 0 V」端子に接続しない場合は、外部送信器
の出力を絶縁しなければなりません。
「グランド・ループ」エラーを回避するため、4～20 mA送出器は次のタイプを推奨します。

2線式または3線式：入力信号と電源間が絶縁されているもの。
4線式： 入力信号、電源、および4～20 mA出力間が絶縁されているもの。

アナログ入力モジュール

アナログ入力モジュール

8-75

16 CHANNEL S

ANALOG

F4--16AD-1

INPUT

CH1

IN

CH2

IN

CH3

IN

CH4

IN

CH5

IN

CH6

IN

CH7

IN

CH8

IN

24

V
0

V

24VDC 0.1A

CH1

COM

CH2

COM

CH3

COM

CH4

COM

CH5

COM

CH6

COM

CH7

COM

CH8

COM

CH1

CH3

CH5

CH7

CH9

CH11

CH13

CH15

OV

CH2

CH4

CH6

CH8

CH10

CH12

CH14

CH16

+ --

24VDC

250
0V

24V

4--20mA
0--20mA

250

モジュールモジュール 
内部回路内部回路 

A
/D

 
変
換
器

変
換
器
 

250

250

注1を参照

CH1
2線式4～20 mA

伝送器

CH3
2線式4～20 mA

伝送器

CH11
2線式4～20 mA

伝送器

CH16
2線式4～20 mA

伝送器

F4-16AD-1 16チャネルアナログ入力

チャネル数 16、シングルエンド（不平衡型）（コモン×1）

入力範囲 0～20 mA、4～20 mA

個別に構成可能なチャネル 不可。電流または電圧でチャネルを別々に構成
できますが、範囲は同じでなければなりません。

分解能 12ビット

アクティブローパスフィルタ －3 dB（20 Hz）、オクターブ当たり－12 dB

入力インピーダンス
250 Ω±0.1％、1/2 W（電流入力時）、
> 20 MΩ（電圧入力時、1 MΩ最小）

絶対最大定格
－45 mA～＋45 mA（電流入力時）、
－75 V～＋75 V（電圧入力時）

変換時間 チャネル当たり2 ms（モジュール変換）

直線性誤差（エンドツーエンド） 最大±2カウント（フルスケールの0.025％）

入力安定性 ±1カウント

フルスケール誤差 最大±12カウント（20 mA電流入力時、
オフセット誤差を含まず）

オフセット誤差 最大±3カウント（4 mA電流入力時）

アナログデータ更新 スキャン当たり最小1チャネル、最大16チャネル

占有入力点数 入力16点（I）（バイナリデータビット×12、
アクティブチャネルビット×4）

推奨ヒューズ 0.032 A、シリーズ217、速断型、電流入力

精度対温度 最大±50 ppm/℃フルスケール
（最大オフセット変更分の2カウントを含む）

端子種別 着脱式20P端子台

質量 329g
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アナログ入力モジュール

アナログ入力モジュール

8-76

16 CHANNEL S

ANALOG

F4-- 16AD-2

INPUT

CH1

CH3

CH5

CH7

0V

CH9

CH11

CH13

24

V
0

V

24VDC 0.1A

CH2

CH4

CH6

CH8

0V

CH10

CH12

CH14

+

--

CH1

CH3

CH5

CH7

CH9

CH11

CH13

+

--

OV

0V

CH2

CH4

CH6

CH8

CH10

CH12

CH14

0V

+ --

24VDC

0V

24V

+

--

+

--

0-10V
0--5V

CH15

CH16

CH15

CH16

モジュールモジュール 
内部回路内部回路 

ア
ナ
ロ
グ
ス
イ
ッ
チ

ア
ナ
ロ
グ
ス
イ
ッ
チ
 

注1を参照

CH1
電圧伝送器

CH3
電圧伝送器

CH11
電圧伝送器

CH13
電圧伝送器

F4-16AD-2 16チャネルアナログ入力

チャネル数 16、シングルエンド（不平衡型）（コモン×1）

入力範囲 0～5 V、0～10 V

個別に構成可能なチャネル 不可。電流または電圧でチャネルを別々に構成
できますが、範囲は同じでなければなりません。

分解能 12ビット

アクティブローパスフィルタ －3 dB（20 Hz）、オクターブ当たり－12 dB

入力インピーダンス 最小1 MΩ

絶対最大定格 AC 130 V、DC 100 V

変換時間
チャネル当たり0.4 ms（モジュール変換）
選択チャネル当たり最小2 ms（CPU）

直線性誤差（エンドツーエンド） 最大±2カウント（フルスケールの0.050％）

入力安定性 ±1カウント

フルスケール誤差 ±12カウント（電圧入力時、
オフセット誤差を含まず）

オフセット誤差 最大±3カウント（ユニポーラ電圧入力時）

アナログデータ更新 スキャン当たり最小1チャネル、最大16チャネル

占有入力点数 入力16点（I）（バイナリデータビット×12、
アクティブチャネルビット×4）

精度対温度 最大±50 ppm/℃フルスケール
（最大オフセット変更分の2カウントを含む）

端子種別 着脱式20P端子台

仕様表の1カウントとは、アナログデータ値の最下位ビット1個に相当します。
注1：シールドは信号源側でアースしてください。

複数の外部電源を使用できます（チャネル8を参照）。
外部電源の電源コモン端子をモジュールの「DC 0 V」端子に接続しない場合は、外部送信器
の出力を絶縁しなければなりません。

質量 326g



アナログ出力モジュール

アナログ出力モジュール

8-77

ANALOGOUTPUT

CH1

+I

CH1

+V

CH2

+I

CH2

+V

CH3

+I

CH3

+V

CH4

+ I

CH4

+V

24

V
0

V

24VDC 0.1A

CH1

-- I

CH1

--V

CH2

-- I

CH2

--V

CH3

-- I

CH3

--V

CH4

-- I

CH4

--V

CH1+ I

CH1+V

CH2+ I

CH2+V

CH3+ I

CH3+V

CH4+ I

CH4+V

CH1--I

CH1--V

CH2--I

CH2--V

CH3--I

CH3--V

CH4--I

CH4--V

24V

0V

D/A

D/A

D/A

D/A

4--20mA
5V
10V

1--5V
0--5V
0--10VDC

DC
DC
DC
DC

ユーザ配線ユーザ配線 

CH1 CH1 
2 k2 kΩ 
最小最小 

CH2 CH2 
2 k2 kΩ 
最小最小 

CH3 CH3 
0～1 k1 kΩ 

CH4 CH4 
0～1 k1 kΩ 

電圧出力電圧出力 

電圧出力電圧出力 

電流出力電流出力 

電流出力電流出力 

DC 18DC 18～30 V30 V
2台目のユーザ電源台目のユーザ電源 
（オプション）（オプション） 

注1を参照を参照 

DC DC ＋21.621.6～26.4 V 26.4 V 
100 mA 100 mA 

モジュールから給電するモジュールから給電する 
4～20 mA20 mAループごとに、ループごとに、 

20 mA20 mAを追加を追加 

モジュール内部回路モジュール内部回路 

4～20 mA20 mA電流シンク電流シンク 

電圧シンク電圧シンク/ソースソース 

4～20 mA20 mA電流シンク電流シンク 

電圧シンク電圧シンク/ソースソース 

4～20 mA20 mA電流シンク電流シンク 

電圧シンク電圧シンク/ソースソース 

4～20 mA20 mA電流シンク電流シンク 

電圧シンク電圧シンク/ソースソース 

U-4DAC-2U-4DAC-2

U-4DAC-2U-4DAC-2

U-4DAC-2 4チャネルアナログ出力

チャネル数 4

出力範囲 0～5 V、0～10 V、±5 V、±10 V、4～20 mA

個別に構成可能なチャネル 可*

分解能 12ビット

変換方法 逐次比較

出力種別 シングルエンド、コモン×1

出力インピーダンス 標準0.2 Ω（電圧出力時）

負荷インピーダンス
最小2 kΩ（電圧出力時）
最小0 Ω（電流出力時）

最大負荷/電源
680 Ω/18 V、1 kΩ/24 V、
1.5 kΩ/36 V、電流出力

電圧出力電流 5 mAシンクまたはソース

短絡電流 15 mA標準、電圧出力

直線性誤差 最大±0.1カウント（±0.25％）

利得誤差
最大±8カウント（電圧出力時）、
最大－8～＋11カウント（電流出力時）

オフセット誤差
最大±2カウント（電圧出力時）、
最大－5～＋9カウント（電流出力時）

変換時間 最大5 μs（セトリング時間）、
最大0.3 ms（デジタル出力→アナログ出力）

占有出力点数 出力16点（Q）（バイナリデータビット×12、
チャネル選択ビット×4）

精度対温度
最大±50 ppm/℃オフセット、
最大±25 ppm/℃フルスケール

絶縁抵抗 10MΩ、DC 500 V

端子種別 着脱式20P端子台

質量 300g

仕様表の1カウントとは、アナログデータ値の最下位ビット1個に相当します。

注1：シールドは信号源側でアースしてください。

注2：未使用チャネルは、0 Vに接続するか、電流ジャンパを装着してください。
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アナログ出力モジュール

アナログ出力モジュール

8-78

ANALOG

F4--04DA--1

OUTPUT

CH1
+I

CH2
+I

CH3
+I

CH4
+I

24
V0

V

4mA--20mA

24V @ 75mA

CH1
-- I

CH2
-- I

CH3
-- I

CH4
-- I

CH1+I

CH2+ I

CH3+ I

CH4+ I

CH1--I

CH2--I

CH3--I

CH4--I

24V

0V

D/A

D/A

D/A

D/A

+ --+ --

標準的なユーザ配線標準的なユーザ配線 

CH1 CH1 
0～1 k1 kΩ 

CH2 CH2 
0～1 k1 kΩ 

CH3 CH3 
0～1 k1 kΩ 

CH4 CH4 
0～1 k1 kΩ 

DC 18～30 V 
2台目のユーザ電源 
（オプション） 

注1を参照を参照 

電流出力 

電流出力 

電流出力 

電流出力 

ユーザ電源 
DC ＋21.6～26.4 V 

75 mA

モジュールから給電するモジュールから給電する 
4～20 mA20 mAループごとに、ループごとに、 

20 mA20 mAを追加を追加 

モジュール内部回路モジュール内部回路 

4～20 mA電流シンク電流シンク 

4～20 mA電流シンク電流シンク 

4～20 mA電流シンク電流シンク 

4～20 mA電流シンク電流シンク 

内部内部 
DC/DCDC/DC変換器変換器 

F4-04DA-1 4チャネルアナログ電流出力

チャネル数 4、シングルエンド（コモン×1）

出力範囲 4～20 mA電流

分解能 12ビット

出力種別 出力シンク、4～20 mA（外部電源より）

外部負荷抵抗 最小0 Ω

最大ループ電源 DC 30 V

最大出力電圧 DC 40 V（固定、過渡サプレッサ）

最大負荷/電源
620 Ω/18 V、910 Ω/24 V、
1200 Ω/30 V

直線性誤差（適合度） 最大±1カウント（±0.025％）

利得誤差 最大±5カウント

オフセット誤差 最大±3カウント

最大誤差
±0.1％：25℃
±0.3％最大：0～60℃

変換時間
100 μs最大（セトリング時間）、
2.0 ms最大（デジタル出力→アナログ出力）

占有出力点数 出力16点（Q）（バイナリデータビット×
12、アクティブチャネルビット×4）

精度対温度 ±57 ppm/℃フルスケール
（最大オフセット変更分の2カウントを含む）

端子種別 着脱式20P端子台

仕様表の1カウントとは、アナログデータ値の最下位ビット1個に相当します。

注1：シールドは、ユーザ電源の「0 V」をモジュール端子台で接続してください。

注2：未使用の電流出力はオープンのまま（接続しないで）ください。

質量 268g



仕様表の1カウントとは、アナログデータ値の最下位ビット1個に相当します。

注1：シールドは、モジュールの「0 V」端子または電源の「0 V」端子に接続してください。

注2：未使用の電圧出力はオープンのまま（接続しないで）ください。

質量 271g

アナログ出力モジュール

アナログ出力モジュール

8-79

ANALOG

F4--04DA--2

OUTPUT

0--10VDC
0--5VDC

CH1
+V

CH2
+V

CH3
+V

CH4
+V

24
V0

V

24V @ 90mA

CH1
--V

CH2
--V

CH3
--V

CH4
--V

10VDC
+/- 5VDCCH1+V

CH2+V

CH3+V

CH4+V

CH1--V

CH2--V

CH3--V

CH4--V

24V

0V

D/A

D/A

D/A

D/A

+ --

+/-

ユーザ配線ユーザ配線 

CH1 CH1 
2 k2 kΩ 
最小最小 

CH2 CH2 
2 k2 kΩ 
最小最小 

CH3 CH3 
2 k2 kΩ 
最小最小 

CH4 CH4 
2 k2 kΩ 
最小最小 

電圧出力電圧出力 

電圧出力電圧出力 

電圧出力電圧出力 

電圧出力電圧出力 

DC 21.6DC 21.6～26.4 V  26.4 V  
90 mA90 mA

注1を参照を参照 

モジュール内部回路モジュール内部回路 

電圧シンク/ソース 

電圧シンク/ソース 

電圧シンク/ソース 

電圧シンク/ソース 

内部内部 
DC/DCDC/DC変換器変換器 

F4-04DA-2 4チャネルアナログ電圧出力

チャネル数 4（シングルエンド）、コモン×1

出力範囲 0～5 V、0～10 V、±5 V、±10 V

個別に構成可能なチャネル 可

分解能 12ビット

負荷インピーダンス 最小2 kΩ

負荷容量 最大0.01 μF

電圧出力電流 5.0 mAシンクまたはソース

短絡電流 標準15 mA

直線性誤差（エンドツーエンド）と
相対精度

最大±1カウント（±0.025％）

オフセット誤差
最大±3カウント（ユニポーラ）、
最大±4カウント（バイポーラ）

フルスケール誤差 最大±8カウント（オフセット誤差含む）

最大誤差
±0.2％：25℃
±0.4％：0～60℃

変換時間
最大5 μs（セトリング時間）、
最大2.0 ms（デジタル出力→アナログ出力）

占有出力点数
出力16点（Q）（バイナリデータビット×12、アクティブ
チャネルビットビット×4、またはアクティブチャネルビ
ット×2および符号ビット×1（バイポーラ時））

精度対温度 ±57 ppm/℃フルスケール
（最大オフセット変更分の2カウントを含む）

端子種別 着脱式20P端子台
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仕様表の1カウントとは、アナログデータ値の最下位ビット1個に相当します。

注1：シールドは、ユーザ電源の「0 V」をモジュール端子台で接続してください。

注2：未使用の電流出力はオープンのまま（接続しないで）ください。

質量 F4-08DA-1  317g
F4-16DA-1  328g

アナログ出力モジュール

アナログ出力モジュール

8-80

ANALOG

F4--08DA--1

OUTPUT

CH1
-- I

CH5
-- I

+

--

4mA--20mA

24VDC 0.1A

CH2
-- I

CH6
-- I

CH1

CH1

0--1K

CH2

CH5

CH8

24V

0V

18--48VDC
Optional

Loop Supply

Add 20mAfor each
4--20mAloop powered

fromthis supply

Current
Output

Current
Output

Current
Output

4--20mAcurrentsinking D/A

Internal module circuitry

Typical User Wiring
SeeNOTE1

0--1K

0--1K

Internal
DC/DCConverter

21.6-- 26.4VDC
100mA

+ --

User Supply

+ --

CH3
-- I

CH7
-- I

0V

CH4
-- I

CH8
-- I

0V

D/A
D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A4--20mAcurrentsinking

(same)

(same)

CH3

CH7

(same)

CH2

CH6

CH4

CH8

0V

0V

ANALOG

F4--16DA--1

OUTPUT

CH1
-- I

CH5
-- I

CH9
-- I

CH13
-- I

+

--

4mA--20mA

24VDC 0.1A

CH2
-- I

CH6
-- I

CH10
-- I

CH14
-- I

CH1

CH5

CH9

CH13

24V

0V

D/A

+ --+ --

CH3
-- I

CH7
-- I

CH11
-- I

CH15
-- I

0V

CH4
-- I

CH8
-- I

CH12
-- I

CH16
-- I

0V

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

CH3

CH7

CH11

CH15

CH2

CH6

CH10

CH14

CH4

CH8

CH12

CH16

0V

0V

標準的なユーザ配線 

CH1 
0～1 kΩ 

CH2 
0～1 kΩ 

CH16 
0～1 kΩ 

電流出力 

電流出力 

電流出力 

DC 18～48 V 
 ループ電源 

（オプション） 

ユーザ電源 
DC ＋21.6～26.4 V 

100 mA

モジュールから給電する 
4～20 mAループごとに、 

20 mAを追加 

注1を参照 

モジュール内部回路 

4～20 mA電流シンク 

4～20 mA電流シンク 

（同） 

（同） 

（同） 

内部 
DC/DC変換器 

F4-08DA-1 8チャネルアナログ電流出力
F4-16DA-1 16チャネルアナログ電流出力

チャネル数
F4-08DA-1
F4-16DA-1

8（シングルエンド、コモン×1）
16（シングルエンド、コモン×1）

出力範囲 4～20 mA

分解能 12ビット

出力種別 出力シンク 4～20 mA（外部電源より）

最大出力電圧 DC 40 V（過渡電圧保護なし）

外部負荷抵抗 0～480 Ω（18 V）、220～740 Ω
（24 V）、1550～1760 Ω（48 V）

最大ループ電源 DC 48 V（適正範囲の負荷抵抗を使用）

クロストーク －70 dB、最大±1カウント

直線性誤差（エンドツーエンド）と
相対精度

最大±1カウント

フルスケール誤差 最大±8カウント
（20.0 mA、25℃、オフセット誤差含む）

オフセット誤差 最大±3カウント（4.0 mA、25℃時）

最大誤差
±0.2％：25℃

±0.4％：0～60℃

変換時間 最大400 μs（フルスケール変化）、
2.25～4.5 ms（デジタル出力→アナログ出力）

占有出力点数

F4-16DA-1：
出力16点（Q）（バイナリデータビット×12、
チャネル選択ビット×3、出力イネーブルビット×1）
F4-16DA-1：
出力32点（Q）、2セットずつ（バイナリデータ
ビット×12、チャネル選択ビット×3、出力イネ
ーブルビット×1）

精度対温度 ±57 ppm/℃フルスケール
（最大オフセット変更分の2カウントを含む）

端子種別 着脱式20P端子台



仕様表の1カウントとは、アナログデータ値の最下位ビット1個に相当します。

注1：シールドは、ユーザ電源の「0 V」をモジュール端子台で接続してください。

質量 F4-08DA 2  370g
F4-16DA-2  276g

アナログ出力モジュール

アナログ出力モジュール

8-81

1

CH1

CH5

CH9

CH13

24V
0V

D/A

+ --

D/A
D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

CH3

CH7

CH11

CH15

CH2

CH6

CH10

CH14

CH4

CH8

CH12

CH16

0V

0V

ANALOG

F4--16DA--2

OUTPUT

CH1
+V

CH5
+V

CH9
+V

CH13
+V

+

--

0--5VDC
DC

24VDC 275mA

CH2
+V

CH6
+V

CH10
+V

CH14
+V

CH3
+V

CH7
+V

CH11
+V

CH15
+V

0V

CH4
+V

CH8
+V

CH12
+V

CH16
+V

0V

0--10V

注1：シールドは、ユーザ電源の「0 V」をモジュール端子台で接続してください。 

標準的なユーザ配線 

1 k1 kΩ～Ω～10 k10 kΩ 

CH1

1 k1 kΩ～10 k10 kΩ 

CH2

1 k1 kΩ～10 k10 kΩ 

CH16

電圧出力電圧出力 

電圧出力電圧出力 

電圧出力電圧出力 

（同）（同） 

ユーザ電源ユーザ電源 
DC 21.6DC 21.6～26.4 V 26.4 V 

275 mA275 mA

注1を参照を参照 

モジュール内部回路モジュール内部回路 

0～10 V10 V電圧ソース電圧ソース 

（同）（同） 

（同）（同） 
0～10 V10 V電圧ソース電圧ソース 

内部内部 
DC/DC DC/DC 
変換器変換器 

1

ANALOG

F4--08DA--2

OUTPUT

CH1
+V

CH5
+V

+

--

0--5VDC

24VDC 150mA

CH2
+V

CH6
+V

NOTE 1: Shieldsshould be connected to the0V terminal of theUser

CH1

CH1

CH2

CH5

CH8

24V
0V

Voltage
Output

0--10VSourcing D/A

Internal module circuitry

Typical User Wiring

SeeNOTE 1

1k--10kW

Internal
DC/DC

21.6-- 26.4VDC
150mA

+ --
User Supply

CH3
+v

CH7
+V

0V

CH4
+V

CH8
+V

0V

D/A
D/A

D/A

D/A

D/A

D/A

D/A
0--10VSourcing

(same)

(same)

CH3

CH7

(same)

CH2

CH6

CH4

CH8

0V
0V

Voltage
Output

Voltage
Output

Converter

Power Supply atthemodule terminal block.

0--10VDC

1k--10kW

1k--10kW

F4-08DA-2 8チャネルアナログ電圧出力
F4-16DA-2 16チャネルアナログ電圧出力

チャネル数
F4-08DA-2
F4-16DA-2

8（シングルエンド、コモン×1）
16（シングルエンド、コモン×1）

出力範囲 DC 0～5 V、DC 0～10 V

分解能 12ビット

出力種別 電圧ソース最大10 mA

外部負荷抵抗
最大1 kΩ/最小10 kΩ
（例：10 V（1 kΩ時）＝10 mA負荷）

クロストーク －70 dB、最大±1カウント

直線性誤差（エンドツーエンド）と
相対精度

最大±1カウント（DC 10 V、25℃）

フルスケール誤差 最大±6カウント
（DC 10 V、25℃、オフセット誤差含む）

オフセット誤差 最大±3カウント（DC 0 V、25℃）

最大誤差
±0.2％：25℃
±0.4％：0～60℃

変換時間 最大400 μs（フルスケール変化）、4.5～9 ms
（デジタル出力→アナログ出力）

占有出力点数

F4-08DA-2：
出力16点（Q）（バイナリデータビット×12、
チャネル選択ビット×3、出力イネーブルビット×1）
F4-16DA-2：
出力32点（Q）（バイナリデータビット×12×2セッ
ト、チャネル選択ビット×3、出力イネーブルビッ
ト×1）

精度対温度 ±57 ppm/℃フルスケール
（最大オフセット変更分の2カウントを含む）

端子種別 着脱式20p端子台
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仕様表の1カウントとは、アナログデータ値の最下位ビット1個（65536階調）に相当します。

注1：シールドは、「0 V」に接続してください。

注2：負荷はコンプライアンス電圧以内にしなければなりません。

注3：非絶縁出力については、すべての0 V端子（0 V1、…0 V4）と、すべてのV端子（＋V1、…＋V4）を

それぞれ一緒に接続してください。

質量 278g

アナログ出力モジュール

アナログ出力モジュール

8-82

4 CHANNELS

ANALOG

F4--04DAS--1

OUTPUT

+V1

+ I1

0V2

-- I2

+V3

+ I3

-- I4

+ I4

0V4

0V1

-- I1

+V2

+I2

0V3

-- I3

-- I

+V4

N/C

+V1

+ I1

0V2

+V3

+ I3

--I1

0V1

+ I2

0V3

--I3

+V4

-- I4

+14

D/A

D/A

D/A

D/A

N/C

+V2

N/C
0V4

N/C

--I2

+
--

+
--

+
--

+
--

4mA--20mA

100Ω 

100Ω 

100Ω 

100Ω 

ユーザ配線 
注3

外部供給 
電源 

18～32 V

外部供給 
電源 

18～32 V

外部供給 
電源 

18～32 V

0～1375 Ω 

0～1375 Ω 

0～1375 Ω 

0～1375 Ω 

CH1CH1

CH2CH2

CH3CH3

CH4CH4

注2

注2

注2

注2

モジュール内部回路モジュール内部回路 

4～20 mA電流ソース電流ソース 

4～20 mA電流ソース電流ソース 

4～20 mA電流ソース電流ソース 

4～20 mA電流ソース電流ソース 

外部供給 
電源 

18～32 V

F4-04DAS-1 4チャネル 4～20 mA
アナログ出力（絶縁仕様）

チャネル数 4（電流ソース、絶縁仕様）

出力範囲 4～20 mA電流

分解能 16ビット

出力種別 出力ソース 4～20 mA（外部電源より）

絶縁電圧 ±750 V 連続、チャネル間、
チャネル→ロジック

ループ電源 DC 12～32 V

出力ループコンプライアンス Vin～2.5 V

負荷インピーダンス 0～1375 Ω（32 V）

最大負荷/電源 375 Ω/12 V、975 Ω/24 V、
1375 Ω/32 V

アナログデータ更新 スキャン当たり最小1チャネル、最大4チャネル

占有出力点数
出力32点（Q）（バイナリデータビット×16、
チャネルIDビット×2、出力イネーブル
ビット×1）

直線性誤差（エンドツーエンド） 最大±10カウント（フルスケールの0.015％）

変換セトリング時間 3 ms～フルスケールの0.1％

利得誤差 ±32カウント（±0.05％）

オフセット誤差 ±13カウント（±0.02％）

精度対温度 50 ppm/℃

最大誤差
±0.07％：25℃
最大±0.18％：0～60℃

端子種別 着脱式20P端子台



仕様表の1カウントとは、アナログデータ値の最下位ビット1個に相当します。

注1：シールドは、「0 V」に接続してください。

注2：負荷はコンプライアンス電圧以内にしなければなりません。

質量 299g

アナログ出力モジュール

アナログ出力モジュール

8-83

4 CHANNELS

ANALOG

F4--04DAS--2

OUTPUT

+V1

+I1

0V2

--I2

+V3

+I3

--I4

+I4

0V4

0V1

--I1

+V2

+I2

0V3

--I3
--I

+V4

N/C

+V1

+I1

0V2

+V3

+I3

--I1

0V1

+I2

0V3

--I3

+V4

-- I4

+14

D/A

D/A

D/A

D/A

N/C

+V2

N/C
0V4

N/C

--I2

+
--

+
--

+
--

+
--

 

DC 0-10V DC 0-10V 
DC 0-5VDC 0-5V

ユーザ配線ユーザ配線 
注3

注2

注2

注2

注2

外部供給外部供給 
電源電源 
 24 V

外部供給外部供給 
電源電源 
 24 V

外部供給外部供給 
電源電源 
 24 V

外部供給外部供給 
電源電源 
 24 V

CH1CH1

CH2CH2

CH4

CH3CH3

2 kΩ 

2 kΩ 

2 kΩ 

2 kΩ 

モジュール内部回路モジュール内部回路 

電圧ソース電圧ソース 

電圧ソース電圧ソース 

電圧ソース電圧ソース 

電圧ソース電圧ソース 

F4-04DAS-2 4チャネル 0～5 V/10 V アナログ出力
（絶縁仕様）

チャネル数 4（絶縁仕様）

出力範囲 DC 0～5 V、DC 0～10 V

分解能 16ビット

絶縁電圧 ±750 V 連続、チャネル間、
チャネル→ロジック

負荷インピーダンス 最小2 kΩ

アナログデータ更新 スキャン当たり1チャネル最小、4チャネル最大

占有出力点数 出力32点（Q）（データビット×16、
チャネルIDビット×2、出力イネーブル×1）

直線性誤差（エンドツーエンド） ±10カウント最大（フルスケールの0.015％）

変換セトリング時間 3 ms～フルスケールの0.1％

利得誤差 ±32カウント（±0.05％）

オフセット誤差 ±13カウント（±0.02％）

最大誤差
±0.07％：25℃
最大±0.18％：0～60℃

端子種別 着脱式20P端子台
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温度入力モジュール

温度入力モジュール

8-84

F4--08THM

COM
CH1--
CH1+
CH2--
CH2+
CH3--
CH3+
CH4--
CH4+
COM
CH5--
CH5+
CH6--
CH6+
CH7--
CH7+
CH8--
CH8+

24V+
0V

Com

--1

+1

--2

+2

--3

+3

Com

--4

+4

--5

+5

--6

+6

--7

+7

--8

+8

Com

24V+

CH1

CH3

CH4

CH8

A/D

0V

CH5

+
--

COM

注を参照 

微分熱電対配線例 

接地熱電対配線例 

ユーザ電源 

DC 24 V±10％、クラス2

アナログ 
スイッチ 

モジュール内部配線 

F4-08THM 8チャネル熱電対入力

一般仕様 熱電対仕様

チャネル数 8、微分

入力範囲*

Jタイプ： －190℃～760℃ （－310°F～1400°F）

Eタイプ： －210℃～1000℃ （－346°F～1832°F）

Kタイプ： －150℃～1372℃ （－238°F～2502°F）

Rタイプ： 65℃～1768℃ （149°F～3214°F）

Sタイプ： 65℃～1768℃ （149°F～3214°F）

Tタイプ： －230℃～400℃ （－382°F～752°F）

Bタイプ： 529℃～1820℃ （－984°F～3308°F）

Nタイプ： －70℃～1300℃ （－94°F～2372°F）

Cタイプ： 65℃～2320℃ （149°F～4208°F）

同相信号範囲 DC ±5 V

同相信号除去比
最小90 dB（DC時）、
最小150 dB（50/60 Hz）

入力インピーダンス 1 MΩ

絶対最大定格 障害保護入力～最大DC ±50 V 表示分解能 ±0.1℃、または±0.1°F

精度対温度 最大±5 ppm/℃フルスケール
（最大オフセット変更分を含む） 冷接点補償 自動

アナログデータ更新 スキャン当たり最大8チャネル 変換時間 100 ms/チャネル

ウォームアップ時間 30分（標準）±1℃併行精度占有入力点数 32点（バイナリデータビット×16、
チャネルIDビット×2、診断ビット×4）

直線性誤差（エンドツーエンド） ±0.05℃最大、±0.01℃標準

最大誤差 ±3℃（熱電対誤差を含まず）

電圧入力仕様

電圧範囲 0～5 V、±5 V、0～156.25 mV、DC ±156.25 mV

分解能 16ビット

フルスケール誤差 標準±13カウント、最大±33カウント、
オフセット誤差を含む

オフセット誤差 最大±1カウント（0 V入力）

直線性誤差（エンドツーエンド） 最大±1カウント

最大誤差 ±0.02％：25℃

注1. シールドはそれぞれの信号源側で終端してください。

注2. 未使用のチャネルはオープンのまま（接続しないで）ください。

＊熱電対種別は、内部ジャンパをセットすると設定できます。

質量 229g



注1. 測温抵抗体をモジュールに結線する電線（3本）は、同種類で同じ長さでなければなりません。3
番目の接続用として、シールド線やドレイン線は使用しないでください。
注2. 測温抵抗体センサが4線式の場合は、図に示すように、感知（＋）線は未接続としてください。

質量 270g

温度入力モジュール

温度入力モジュール

8-85

A/D
+

-

Ch1+

Ch2+

Ch3 --

Ch4 --

Ch5 --

Ch6 --

Ch7+

Ch8+

Ch1 -

Ch2 -

Ch3+

Ch4+

Ch5+

Ch6+

Ch7 -

Ch8 -

C

C

C
C

x

注1

注2

ア
ナ
ロ
グ
多
重
回
路
 

200 mA 
電流源 

基準調整 
回路 

200 mA 
電流源 

F4-08RTD 8チャネル測温抵抗体入力

チャネル数 8

入力範囲

Pt100タイプ：－200℃～850℃
（－328°F～1562°F）

Pt1000タイプ：－200℃～595℃
（－328°F～1103°F）

jPt100タイプ：－38℃～450℃
（－36°F～842°F）

CU-10/25Wタイプ：－200℃～260℃（－
328°F～500°F）

分解能 16ビット

入力インピーダンス 27 kΩ DC

表示分解能 ±0.1℃

測温抵抗体励起電流 200μA

入力種別 微分

ノッチフィルタ
> 100 dBノッチ（50/60 Hz）、
－3 dB＝13.1 Hz

最大セトリング時間 100 ms（フルスケールステップ入力）

同相信号範囲 DC 0～5 V

絶対最大定格 障害保護入力～DC ±50 V

コンバータ種別 電荷平衡

直線性誤差 最大±1℃、標準±0.01℃

フルスケール誤差 ±1℃

アナログデータ更新 スキャン当たり最小1チャネル、最大8チャネル

占有入力点数
32入力点（I）（バイナリデータビット×15、
チャネルIDビット×3、符号ビット×1、
障害ビット×8）
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32点、64点I/Oモジュール用コネクタ

32点、64点I/Oモジュール用コネクタ

8-86

■32点I/Oモジュール

40ピンコネクタの仕様

■64点I/Oモジュール

0
1

2
3

4
5

6
7

A/C
A-B C-D

INPUT

0
1

2
3

4
5

6
7

B/D

20~28VDC

U-08N

A4A0
A5A1
A6A2
A7A3
VICI
B4B0
B5B1
B6B2
B7B3
VIICII
C4C0
C5C1
C6C2
C7C3
VIIICIII
D4D0
D5D1
D6D2
D7D3
VIVCIV

DISPLAY
S E LECT A - B

C - D

20-28VDC, CLASS 2
4.2-5.8mA

動作表示LEDのポジション表示 

動作表示LED16点 動作表示LED32点 

動作表示LED 
切換スイッチ 
A・B側 : 前半16点 
C・D側 : 後半16点 

動作表示LED 
切換スイッチ 
A・B側 : 前半32点 
C・D側 : 後半32点 

40ピンコネクタ 
（プラグ） 

40ピンコネクタ×2 
（プラグ） 

外部24V 
接続コネクタ 

固定用ナット M2.6

0

1

2

3

4

5

6

7

A/C

INPUT

B/D

20~28VDC

U-09N

DISPLAY
S E LECT

4.2-5.8mA  CLASS 2
CN1

A - B

C - D

0

1

2

3

4

5

6

7

0

1

2

3

4

5

6

7

0

1

2

3

4

5

6

7

20-28VDC

CN2

E XT
24VDC

+
--

仕様項目

使用コネクタ FCN-360形（富士通）

適合コネクタ FCN-361J040-AU（富士通）（32点I/Oモジュールには付属）

適合コネクタカバー
FCN-360C040-J1（富士通）：32点モジュール用（32点I/Oモジュールには付属）
FCN-360C040-J2（富士通）：64点I/Oモジュール用（32点I/Oモジュールにも使用可）

適合電線サイズ 0.3mm2以下（φ0.6以下）AWG23より細いこと0.3mm2以下（φ0.6以下）AWG23より細いこと0.3mm2以下（φ0.6以下）AWG23より細いこと

適合フラット
ケーブル用コネクタ

FCN-367J040-AU/F（富士通）（クローズエンドカバー）

コネクタ固定ビスの
許容締め付けトルク

0.2 ± 0.02Nm（2kgf・cm）



ターミナルユニット

ターミナルユニット（32点I/O別売品）
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■ターミナルユニット
ターミナルユニットはコネクタ形I/Oモジュール用の端子台ユニットです。ターミナルユニットを使用することで外部配線が容易に行えます。

32点I/Oモジュールには次の形番のダイレクトターミナルが使用できます。

• ダイレクトターミナルTF-32D
• ダイレクトターミナル（LED付き）TF-32DL

ダイレクトターミナル適応表

■ケーブル
32点I/Oモジュールとダイレクトターミナルを接続するケーブルで、1m、1.5m、2m、3mの製品があります。

■端子対応
ターミナルユニット端子No.

入力 U-08N、U-38N

出力 U-18T、U-38T、U-58T

入力U-08N、U-38N用 出力U-18T、U-38T、U-58T用

20 21

TF-32D

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

0

端子No.

端子No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

コネクタ信号名 

TF-32DLのLED用、TF-32Dでは使用しません。 

コネクタ信号名 

端子NO.

24V A1 A3 A5 A7 B0 B2 B4 B6 CⅡ C1 C3 C5 C7 D0 D2 D4 D6 CⅣ 

A0 A2 A4 A6 CⅠ B1 B3 B5 B7 C0 C2 C4 C6 CⅢ D1 D3 D5 D7

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

VⅡ VⅣ A1 A3 A5 A7 B0 B2 B4 B6 CⅡ 
CⅠ 

C1 C3 C5 C7 D0 D2 D4 D6 CⅣ 
VⅠ VⅢ 

CⅠ CⅢ 

CⅢ 

A0 A2 A4 A6 CⅠ B1 B3 B5 B7 C0 C2 C4 C6 CⅢ 
CⅡ CⅣ CⅡ CⅣ 

D1 D3 D5 D7

コネクタ信号名 

コネクタ信号名 

端子NO.

U-08N U-38N U-18T U-38T U-58T32点I/Oモジュール

形式 シンク

TF-32D ○

TF-32DL ×

ソース

○

○

シンク

○

×

ソース

○

○

シンク

○

○

－

－

－

シンク

○

○

ソース

○

×

－

－

－

ソース

○

×

形番

P-C5255J-10

P-C5255J-15

P-C5255J-20

P-C5255J-30

ケーブル長

1m

1.5m

2m

3m

形番

P-C5256J-10

P-C5256J-15

P-C5256J-20

P-C5256J-30

ケーブル長

1m

1.5m

2m

3m



ターミナルユニット

ターミナルユニット（64点I/O用別売品）
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■ターミナルユニット接続ケーブル：U-10JT、U-30JT、U-50JT 
64点I/OモジュールとターミナルユニットTF-32Dとを接続するケーブルで、1m、3m、5mの3種類の製品があります。
注）ターミナルユニットTF-32DLは、64点I/Oには使用できません。

■U-09Nとの接続

■U-19Tとの接続

CN1： 64点I/O（U-09N/U-19T）側
FCN-367J040-AU/F（富士通製）
（クローズエンドカバータイプ）

CN2： ターミナルユニットTF-32D側
HIF3BA-40D-2.54R（ヒロセ電機製）
（ソケットタイプ、誤挿入防止ガイド付き）

U-19Tコネクタとターミナルユニット端子台No.対応表

使用電線：AWG28

ケーブル長 

許容電流：1A/本 

シース外径：φ9.2

フラットケーブル 
加工による圧接 

U-19N

20 21

TF-32D

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

20 21

TF-32D

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

U-09N

U-10JT/U-30JT/U-50JT

U-09Nコネクタとターミナルユニット端子台No.対応表

形番

U-10JT

U-30JT

U-50JT

ケーブル長（mm）

1000 ± 30

3000 ± 30

5000 ± 30

CN1信号名 CN2信号名 端子No.

U-09N TF-32D

A列 B列 A列 B列 A列に対応 B列に対応
00 04 40 44 0 20
01 05 41 45 1 21
02 06 42 46 2 22
03 07 43 47 3 23
C1 0V C5 0V 4 24
10 14 50 54 5 25
11 15 51 55 6 26
12 26 52 56 7 27
13 27 53 57 8 28
C2 0V C6 0V 9 29

CN1信号名 CN2信号名 端子No.

U-09N TF-32D

A列 B列 A列 B列 A列に対応 B列に対応
20 24 60 64 10 30
21 25 61 65 11 31
22 26 62 66 12 32
23 27 63 67 13 33
C3 0V C7 0V 14 34
30 34 70 74 15 35
31 35 71 75 16 36
32 36 72 76 17 37
33 37 73 77 18 38
C4 0V C8 0V 19 39

CN1信号名 CN2信号名 端子No.

U-19T TF-32D

A列 B列 A列 B列 A列に対応 B列に対応
00 04 40 44 0 20
01 05 41 45 1 21
02 06 42 46 2 22
03 07 43 47 3 23
C1 V1 C5 V5 4 24
10 14 50 54 5 25
11 15 51 55 6 26
12 26 52 56 7 27
13 27 53 57 8 28
C2 V2 C6 V6 9 29

CN1信号名 CN2信号名 端子No.

U-19T TF-32D

A列 B列 A列 B列 A列に対応 B列に対応
20 24 60 64 10 30
21 25 61 65 11 31
22 26 62 66 12 32
23 27 63 67 13 33
C3 V3 C7 V7 14 34
30 34 70 74 15 35
31 35 71 75 16 36
32 36 72 76 17 37
33 37 73 77 18 38
C4 V4 C8 V8 19 39



64点I/O用片端バラ線ケーブル：U-30JH 

64点I/O用ケーブル

64点I/O用外部24V電源接続ケーブル：U-30JP 

8-89

64点I/Oモジュールに供給するDC24V電源を接続するケーブルです。

■外観

注）ケーブルは端末加工されていません。
接続する電源に合わせて、圧着端子などの端末加工を行ってください。

■配線上の注意事項
64点I/Oモジュール側の配線は、たるみをもたせて配線してください。

U-30JHの配線表

マーク一覧表

端末加工なし 

2ピンコネクタ 

UL規格：1007   AWG20   2本 
3000 ± 30mm

64点I/O 
モジュール U-30JP

たるませる 

コネクタカバー 

ケーブル長=3m
210

端末10mm
絶縁体色 

マーク 

半田加工 

使用電線：AWG28
許容電流：1A/本 

シース外径：φ9.2

FCN-360C040-J2

注）

信号

+24V

0V

ケーブル色

赤

黒

CN1信号名 CN2信号名

U-09N/U-19T バラ線仕様

A列 B列 A列 B列
20 24 60 64
21 25 61 65
22 26 62 66
23 27 63 67
C3 *3 C7 *7
30 34 70 74
31 35 71 75
32 36 72 76
33 37 73 77
C4 *4 C8 *8

A列に対応 B列に対応
絶縁体 マーク 絶縁体 マーク
橙 5 橙 6
灰 5 灰 6
白 5 白 6
黄 5 黄 6
桃 5 桃 6
橙 7 橙 8
灰 7 灰 8
白 7 白 8
黄 7 黄 8
桃 7 桃 8

記号

*1

*2

*3

*4

*5

*6

*7

*8

U-09N

0V

0V

0V

0V

0V

0V

0V

0V

U-19T

V1

V2

V3

V4

V5

V6

V7

V8

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

色

赤

青

赤

青

赤

青

赤

青

マーク

－

－－

－－－

－－－－

CN1信号名 CN2信号名

U-09N/U-19T バラ線仕様

A列 B列 A列 B列
00 04 40 44
01 05 41 45
02 06 42 46
03 07 43 47
C1 *1 C5 *5
10 14 50 54
11 15 51 55
12 16 52 56
13 17 53 57
C2 *2 C6 *6

A列に対応 B列に対応
絶縁体 マーク 絶縁体 マーク
橙 1 橙 2
灰 1 灰 2
白 1 白 2
黄 1 黄 2
桃 1 桃 2
橙 3 橙 4
灰 3 灰 4
白 3 白 4
黄 3 黄 4
桃 3 桃 4
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